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(1/2) 
 

1. 工事計画認可申請のうち品質保証計画書と保安規定品質保証計画書の関係について 

 

1.1 当社の品質保証体制について 

当社は，「原子力発電所における安全のための品質保証規程」（以下，「ＪＥＡ

Ｃ４１１１－2009」という。）及び「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者

の設計及び工事に係る品質管理の方法及びその検査のための組織の技術基準に関す

る規則」（以下「工認審査基準」という。）に基づき「品質保証規程（品質マニュ

アル）」に設計及び工事段階並びに運転段階に適用する品質マネジメントシステム

（以下「ＱＭＳ」という。）を定めることにより，品質保証体制を構築している。 

 

1.2 工認品質保証計画の記載の考え方について 

工認品質保証計画については，当社のＱＭＳ を定めた「品質保証規程（品質マニ

ュアル）」に基づき，工認対象施設の設計及び工事に係るＱＭＳ活動の計画とし

て，工認対象施設毎に作成する。 

以下に，工認品質保証計画作成に当たっての関係と記載の考え方を示す。 

 

(1) 工認品質保証計画と保安規定品質保証計画の関係 

 

   （原子炉施設保安規定）       （工事計画認可申請） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用炉規則（第 70条）
品質保証計画 

実用炉規則（第 9 条／別表第二）
設計及び工事に係る品質管理の方法等 

ＪＥＡＣ４１１１－2009 
（ＱＭＳ） 

工認審査基準
（品質管理監督システム） 

原子炉施設保安規定
品質保証計画 

工事計画認可申請書 
品質保証計画 

品質保証規程（品質マニュアル）

実用炉規則第 70条（品質保証計画） 
 品質保証計画においては，次に掲げる事項を

定めるものとする。 
一 品質保証の実施に係る組織に関する事項 
二 保安活動の計画に関する事項 
三 保安活動の実施に関する事項 
四 保安活動の評価に関する事項 
五 保安活動の改善に関する事項 

実用炉規則別表第二 

 設計及び工事に係る品質管理の方法等に

関する次の事項 

(1) 品質保証の実施に係る組織 

(2) 保安活動の計画 

(3) 保安活動の実施 

(4) 保安活動の評価 

(5) 保安活動の改善 
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(2/2) 
 

(2) 各品質保証計画及び品質保証規程（品質マニュアル）の記載の考え方 

各品質保証計画は実用炉規則の要求に基づき，ＪＥＡＣ４１１１－2009 や工認

審査基準などのそれぞれで具備すべき要件を満たす形で記載されている。 

工認品質保証計画は当社の設計及び工事段階，保安規定品質保証計画は当社の

運転段階の品質保証計画を定めており，それらを要求事項とする品質保証規程

（品質マニュアル）はどちらの段階にも適用する品質マネジメントシステムを現

した文書として規定している。 

 

以 上 
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2. 工事計画本文の品質保証計画の変更の考え方について 
 

工事計画本文の「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する次の事項」（以下「工
認品質保証計画」という。）は，実用炉規則の別表第一に該当する工事の計画を申請する
際に，別表第二の中欄の「記載すべき事項」を受けたものとして記載している。 

工認品質保証計画の新規作成と変更については，以下の考え方をベースに下記のフロー
の通りとする。 

・本記載は当該工事計画に係る設計及び工事に対するものであり，工事計画として継続
的にその内容の最新性を確保するものでは無く，当該工事が完了するまでの間，その
最新性を維持すれば良い。 

・事業者のＱＭＳは１つであり，工認品質保証計画は，可能な限り保安規定品質保証計
画と一致させておくことが望ましい。ただし，保安規定の品証に係る認可基準と工認
の品証認可基準の範囲を踏まえ，工認として審査する範囲を明確にすることが必要。
（保安規定品質保証計画は主に運用関係が適用範囲，工認品質保証計画は設計～検査
までのプロセス（調達等のサブプロセス含む）のみが適用範囲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

変更の工事    → 別表第一に該当する発電用原子炉施設の工事 

工事の計画の変更 → 工事の計画の申請以降～使用前検査合格までの変更 

保安規定品質保証計画の変更

実施中の工事計画（注1）

又は新たに申請予定の
工事計画があるか 

新たに申請予定の
工事計画か

工事計画の設計及び工
事に影響を与える内容

の変更か（注2） 

補正又は変更認可申請（注3） 

手続き不要 

工認品質保証計画を以下の観点を踏まえ比較表形式で作成する。

（変更前欄） 
直近工認で審査を受けた工認品質保証計画をベースに，そ

の審査以降認可を受けた保安規定品質保証計画（責任と権限

を含む。）の適正化・明確化に当たる変更を適正化（下線＋
注記）として反映したものを記載。なお，記載の適正化の理
由を補足説明資料の中で説明。 

（変更後欄） 
直近工認から新たに申請する工事計画に影響がある保安規

定品質保証計画で認可を受けた内容を記載。 

手続き不要 

（注 1）審査中又は使用前検査合格前の工事計画 

無し 

有り 

新規工事計画 

実施中の工事計画 

無し 

有り 

（注 2）影響を与える内容かどうかについては都度確認 
（注 3）新規制対応工認以前に電事法に基づき申請していた工事計画の

変認時は，変更前は既工認申請時点の添付資料「品質保証に関

する説明書」の内容を記載し，変更後は最新の保安規定品質保
証計画の内容を工認に影響のない内容も含めて記載する。な
お，変更後は「直近の工認」＋「直近の工認以降の保安規定変

更」となるため，直近の工認からの変更点について当該工認と
の関連性を含めて補足説明資料にて説明する。 

【実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則の抜粋】 
（工事の計画の認可等の申請） 

第九条 法第四十三条の三の九第一項又は第二項の認可を受けようとする者は，次に掲げる事項を記載した申請書を
原子力規制委員会に提出しなければならない。 
一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては，その代表者の氏名 

二 工事計画 
三 工事工程表 
四 変更の工事又は工事の計画の変更の場合にあっては，変更の理由 

２ 前項第二号の工事計画には，申請に係る発電用原子炉施設の属する別表第二の上欄に掲げる種類に応じて，同表
の中欄に掲げる事項（その申請が修理の工事に係る場合は，修理の方法）を記載しなければならない。この場合にお
いて，その申請が変更の工事又は工事の計画の変更に係るものであるときは，変更前と変更後とを対照しやすいよう

に記載しなければならない。 
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子
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発
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事
業
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下
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テ
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テ
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当
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け
る
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質

マ
ネ

ジ
メ

ン
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シ
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テ
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は
，
「

原
子
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発
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お

け
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安
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の

品
質

保
証
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（
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（
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下
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と
い

う
。
）
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守
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と
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質
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い
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。
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。
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。

 

ま
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工
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係
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当

社
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概
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工
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係
る

保
安
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1
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品
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程
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設
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。
 

 
 

 
第

一
章

 
総

則
 

（
適

用
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囲
）

  

第
一

条
  

 
こ

の
規

則
は

、
実

用
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電
用

原
子

炉
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び
そ
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附

属
施

設
に

つ
い

て
適
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。

 

第
１
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第
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１
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係
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用
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織
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術
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準
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則
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平
成
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５

年
原

子
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員
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下
「
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」
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う
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す
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３
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2
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適
用

範
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本
品

質
保

証
計

画
は

，
東

海
第

二
発

電
所

の
設

計

及
び

工
事

に
係

る
保

安
活

動
に

適
用

す
る

。
 

      

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

追
加

 

【
凡
例
】
 

○
「
赤
字
の
下
線
部

」
は
，
変
更
前
の
品
質
保
証
計
画

＜
H
23
.1
0.
13

前
回
届
出
版
＞
か
ら

変
更

後
の
品
質
保
証
計
画
＜

H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
に
見
直
し
た
箇
所
を
示
す
。
 

○
「
黄
色
の
マ
ー
キ
ン
グ
箇
所
」
は
，
工
認
審
査
基
準
の
内
容
で

J
EA
C
4
11
1－

2
00
9
か
ら
追
加
と

な
っ
た
箇
所
で
，
そ
の
内
容
を
品
質
保
証
計
画
に
反
映
し
た
箇
所
を
示
す
。
 

○
「
水
色
の
マ
ー
キ
ン
グ
の
下
線
（
波
線
）
部
」
は
，
工
認
審
査
基
準
の
内
容
で

J
EA
C4
11
1－

2
00
9

か
ら
追
加
と
な
っ
た
箇

所
及
び
工
認
審
査
基
準
の
内
容
に

係
ら
な
い
箇
所
で
，
検
討
の
結
果
，

現
状
の
品
質
保
証
計
画
の
記
載
内
容
で
対
応
し
て
い
る
箇
所
を
示
す
。
 

6



(2
/4

6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

(
3
)
 

本
規

程
は

，
原

子
力

発
電

所
等

の
立

地
調

査

段
階
，
建
設
段
階
，
廃
止
措
置
段
階
に
も
準
用
で

き
る
。
 

産
業
省
令
第
７
７
号
）
の
別
表
第
２
の
上
欄
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
」
で
あ
る
。
 

3
．
定
 
 
義
 

 
本
規
程
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
，
下
記
を
除
き

「
JI
S 

Q
 
9
00
0:
20
06
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ

ム
－

基
本

及
び

用
語

」
に

従
う

も
の

と
す

る
。
 

（
定
義
）

  

第
二

条
 
 
 

こ
の

規
則

に
お

い
て

使
用

す
る

用
語

は
、
核
原
料
物
質

、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制

に
関

す
る

法
律

 
に

お
い

て
使

用
す

る
用

語

の
例
に
よ
る
。

  

第
２
条
（
定
義
）
 

１
 
本

規
程

に
お

い
て

使
用

す
る

用
語

は
、

核
原

料

物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
１
６
６
号
）
及
び

規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

  

 
3
. 

定
義
 

本
品
質
保
証
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
，
以

下
を
除
き
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｃ
４
１
１
１
に
従
う
。
 

 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

 
２

  
 
こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

 
 

 
 

 
一

  
 
「
品
質
管
理
監

督
シ
ス
テ
ム
」
と
は

、
発

電
用

原
子

炉
設

置
者

が
品

質
に

関
し

て
保

安

活
動
を
実
施
す
る
部
門
（
以
下
「
部
門
」
と
い

う
。）

の
管
理
監
督
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（
安

全
文

化
を

醸
成

す
る

た
め

の
活

動
を

行
う

仕

組
み
を
含
む

。）
を
い
う
。
 

２
 
規

則
第

２
条

第
２

項
第

１
号

に
規

定
す

る
「

品

質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム

」
と
は
、「

工
業
標
準
化
法

（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
８
５
号
）
に
基
づ
く
日

本
工
業
規
格
Ｑ
９
０
０
１
：
２
０
０
８
（
以
下
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０
０
１
」
と
い
う
。）

で
使
用
さ
れ
て

い
る
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
安
全

文
化

を
醸

成
す

る
活

動
を

行
う

仕
組

み
が

一
体

化
し
た
も
の
」
を
い
う
。
 

３
 
規

則
第

２
条

第
２

項
第

１
号

に
規

定
す

る
「

安

全
文
化
を
醸
成
す
る
活
動
」
に
は
、
例
え
ば
以
下

の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

個
人

及
び

集
団

と
し

て

の
決
意
を
表
明
し
、
実
践
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

当
事

者
意

識
を

高
め

る

こ
と
。
 

・
信
頼
、
協
働
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

奨
励
し
、
よ
り
良
い
労
働
環
境
条
件
の
改
善
に
努

め
、
人
的
・
組
織
的
問
題
の
報
告
を
重
視
す
る
開

か
れ
た
文
化
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う

に
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
欠
陥
に
関
す
る

報
告
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
 

・
特

定
さ

れ
た

問
題

及
び

改
善

提
案

に
対

す
る

迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
 

・
組
織
が
、
継
続
的
に
、
安
全
と
安
全
文
化
を
高
め

、

改
善
す
る
た
め
の
手
段
を
持
つ
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

組
織

及
び

個
人

の
責

任
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(3
/4

6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
 

・
原
子
力

安
全
に
関
し
、
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

お
い

て
問

い
掛

け
る

姿
勢

及
び

学
習

す
る

姿
勢

を
奨
励
し
、
慢
心
を
戒
め
る
た
め
の
方
策
を
模
索

し
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
組

織
内

で
の

安
全

及
び

安
全

文
化

に
関

す
る

重

要
な

要
素

に
つ

い
て

共
通

の
理

解
を

促
進

す
る

こ
と
。
 

・
自

ら
の

業
務

及
び

職
場

環
境

に
関

連
し

た
リ

ス

ク
を
認
識
し
、
起
こ
り
う
る
結
果
を
理
解
す
る
こ

と
。
 

・
全

て
の

活
動

に
お

い
て

慎
重

な
意

志
決

定
を

す

る
こ
と
。
 

 
二

  
 
「
資
源

」
と
は
、
個
人
の
有
す
る
知
識
及

び
技
能
並
び
に
技
術
、
設
備
そ
の
他
の
個
別
業

務
（
保
安
活
動
を
構
成
す
る
個
別
の
業
務
を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）

に
活
用

さ
れ
る
資

源
を
い

う
。
 

 
 

 
 

 
三

  
 
「
品
質
方
針

」
と
は
、
品
質
保
証
の
実
施

の
た
め
に
経
営
責
任
者
が
定
め
、
表
明
す
る
基

本
的
な
方
針
を
い
う
。
 

 
 

 
 

 
四

  
 
「
照
査

」
と
は
、
設
定
さ
れ
た
目
標
を
達

成
す

る
上

で
の

妥
当

性
及

び
有

効
性

を
判

定

す
る
こ
と
を
い
う
。
 

４
 
規

則
第

２
条

第
２

項
第

４
号

に
規

定
す

る
「

照

査
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ
て

い
る
「
レ
ビ
ュ
ー
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 

 
五

  
 
「
プ
ロ
セ
ス
入

力
情
報
」
と
は
、
あ
る
プ

ロ
セ
ス
（

工
業
標

準
化
法

 
（
昭
和
二

十
四
年

法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規

格
Ｑ
九
〇
〇
〇
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
提
供
さ
れ
る

、

品
質
管
理
の
た
め
に
必
要
な
情
報
等
を
い
う
。
 

５
 
規

則
第

２
条

第
２

項
第

５
号

に
規

定
す

る
「

プ

ロ
セ
ス
入
力
情
報

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 
Ｑ
９
０
０
１

で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
プ
ッ
ト
」
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 

 
六

  
 
「
プ
ロ
セ
ス
出

力
情
報
」
と
は
、
あ
る
プ

ロ
セ

ス
を

実
施

し
た

結
果

得
ら

れ
る

情
報

等

を
い
う
。
 

６
 
規

則
第

２
条

第
２

項
第

６
号

に
規

定
す

る
「

プ

ロ
セ
ス
出
力
情
報

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 
Ｑ
９
０
０
１

で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 

 
七

  
 
「
妥
当
性
確
認

」
と
は
、
発
電
用
原
子
炉

施
設
並
び
に
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
他
の
個
別

業
務

及
び

品
質

管
理

の
方

法
が

期
待

さ
れ

る

結
果

を
与

え
る

こ
と

を
検

証
す

る
こ

と
を

い

 
 

 
 

8



(4
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6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

う
。
 

3
.
1 

原
子
力
安
全
 

適
切
な
運
転
状
態
を
確
保
す
る
こ
と
，
事
故
の
発

生
を
防
止
す
る
こ
と
，
あ
る
い
は
事
故
の
影
響
を

緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
，
業
務
に
従
事
す
る
者
，

公
衆
及
び
環
境
を
，
放
射
線
に
よ
る
過
度
の
危
険

性
か
ら
守
る
こ
と
。
 

 
 

 
 

 

3
.
2 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

原
子

炉
設

置
者

(
法

人
に

あ
っ

て
は

そ
の

代
表

者
)。

 

 
 

 
 

 

3
.
3 

業
 
 
務
 

保
安

活
動

を
構

成
す

る
個

々
の

プ
ロ

セ
ス

を
実

施
す
る
こ
と
。
 

広
義
に
は
組
織
の
「
運
営
管
理
活
動

」，
「
資
源
の

運
用
管
理

」，
「
業
務
の
計
画
及
び
実
施

」，
「
評
価

及
び
改
善
」
に
関
す
る
活
動
を
含
む
，
組
織
の
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
で

規
定

さ
れ

た
す

べ
て
の
活
動
の
実
施
を
意
味
す
る
が
，
狭
義
に
は

「
業
務
の
計
画
及
び
実
施
」
に
対
応
す
る
運
転
管

理
，
保
守
管
理
等
，
原
子
力
施
設
に
係
わ
る
直
接

的
な
保
安
活
動
の
実
施
を
意
味
す
る
。
本
規
程
に

お
い
て
は

，
７

章
及
び

8
章
で

は
狭

義
の
意
味

で
，
ま
た
，
そ
れ
以
外
の
章
で
は
広
義
の
意
味
で

本
用
語
を
使
用
す
る
。
 

 
 

 
 

 

3
.
4 

調
 
 
達
 

I
S
O 

9
00
1
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
購
買
」
と

同
義
。
 

 
 

 
 

 

3
.
5 

原
子
力
施
設
 

原
子
力
発
電
所
，
核
燃
料
加
工
施
設
，
再
処
理
施

設
，
廃
棄
物
埋
設
施
設
，
廃
棄
物
管
理
施
設
等
を

構
成
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
等
の
総
称
。
 

 
 

 
(
1
) 

原
子
炉
施
設
 

原
子
力
発
電
所
を
構
成
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び

機
器
等
の
総
称
を
い
う
（
以
下
，
関
係
法
令
に
お

け
る
「
発
電
用
原
子
炉
施
設

」
の
こ
と
を
い
う
。）
。 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

3
.
6 

グ
レ
ー
ド
分
け
 

プ
ロ
セ
ス
，
原
子
力
施
設
及
び
調
達
製
品
の
原
子

力
安
全
に
対
す
る
重
要
性
に
応
じ
て
，
保
安
活
動

の
実
施
の
程
度
を
明
確
化
し
，
保
安
活
動
を
行
う

こ
と
。
 

 
 

 
 

 

3
.
7 

試
 
 
験
 

I
S
O 
9
00
0
で
定
義
さ
れ
る
「
試
験
」
(3
.8
.3
)に
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原
子
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品
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程

J
EA
C4
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1-
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工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
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3
前
回
届
出
版
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発
電
所
 
品
質
保
証
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＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

加
え
，
適
合
性
評
価
を
行
う
場
合
も
含
む
。
 

 
[解

説
3
.7
] 

3
.
8 

直
接
原
因
分
析
 

当
該
事
故
・
故
障
又
は
不
適
合
事
象
等
に
対
し
て

直
接
要
因
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
是
正
処

置
及
び
予
防
処
置
を
と
る
こ
と
。
 

 
 

 
 

 

3
.
9 

根
本
原
因
分
析
 

直
接
原
因
分
析
を
踏
ま
え
て
，
組
織
要
因
を
分
析

し
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
処
置

を
と
る
こ
と
。
 

 
 

 
 

 

3
.
10
 
直
接
要
因
 

事
象

の
発

生
に

結
び

つ
い

た
局

所
的

な
プ

ロ
セ

ス
上
の
要
因
。
機
器
の
破
損
や
人
的
過
誤
を
引
き

起
こ
す
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
要
素
で
あ
り
，
技

術
的
要
因
と
人
的
要
因
の
両
方
を
含
む
。
 

 
 

 
 

 

3
.
11
 
人
的
過
誤
 

要
求
さ
れ
た
基
準
か
ら
逸
脱
し
た
設
計
，
製
作
，

施
工
，
運
転
，
保
守
・
管
理
等
に
関
す
る
人
の
行

為
。
 

 
 

 
 

 

3
.
12
 
人
的
要
因
 

人
間

の
特

性
に

関
わ

る
要

素
だ

け
の

問
題

で
は

な
く
，
職
場
の
環
境

，
作
業
の
環
境
，
作
業
の
特

性
，
管
理
の
特
性
に
関
わ
る
要
素
を
含
む
人
間
を

取
り
巻
く
す
べ
て
の
要
素
の
集
合
体
。
 

 
 

 
 

 

3
.
13
 
組
織
要
因
 

直
接

要
因

を
未

然
に

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ
た
組
織
活
動
に
関
わ
る
要
素
の
集
合
体
。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

(
2
) 

実
施
部
門
 

第
1
図
に

定
め
る

組
織

（
以
下

「
組

織
」
と
い

う
。）

を
い
う
。
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

 
 

 
 

(
3
) 

原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
 

原
子

力
施

設
の

事
故

又
は

故
障

等
の

情
報

並
び

に
信

頼
性

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

活
用

す
る

こ
と
に
よ
り
，
事
故
及
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を

図
る
こ
と

を
目
的

と
し
て

，
一
般
社

団
法
人
 原

子
力

安
全

推
進

協
会

が
運

営
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の
こ
と
を
い
う
（
以

下
「
ニ
ュ
ー
シ
ア
」
と
い

う
。）
。
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

10



(6
/4

6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

 
 

 
 

(
4
) 

Ｂ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
協
議
会
 

国
内
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
沸
騰
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の

安
全
性
及
び
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
，
電

力
会

社
と

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
と

の
間

で
情

報
を

共
有
し
，
必
要
な
技
術
的
検
討
を
行
う
協
議
会
の

こ
と
を
い
う
。
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

 

4
.
 品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

4
.
1 

一
般
要
求
事
項
 

(
1
) 

組
織
は
，
こ
の
規
程
の
要
求
事
項
に
従
っ
て

，

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
，
文
書

化
し
，
実
施
し
，
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有

効
性
を
継
続
的
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
 
 
第
二
章
 
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム

  
 

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
）

  

第
三
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
こ
の
規
則

の
規
定
に
従
っ
て
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
実
施
す
る
と
と
も
に

、
そ
の
実
効
性
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
２
章
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
 

第
３
条
（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事

項
）
 

１
 
規

則
第

３
条

第
１

項
に

規
定

す
る

「
品

質
管

理

監
督

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

、
実

施
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
効

性
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
と
は

、「
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
で
規
定
し

た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
と
管
理
の
結
果
、
保

安
の
確
保
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
不
適

合
に

つ
い

て
品

質
管

理
監

督
シ

ス
テ

ム
に

起
因

す
る
原
因
を
究
明
し
、
是
正
処
置
や
予
防
処
置
を

通
じ

て
原

因
の

除
去

を
行

う
等

当
該

シ
ス

テ
ム

の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
」
を
い
う
。
 

ま
た
、
同
項
に
規
定
す
る
「
実
効
性
を
維
持
」
と

は
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
 
Ｑ
９
０

０
１
で
使

用
さ

れ
て
い
る

「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

1
. 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

1
.
1 

一
般
要
求
事
項
 

1
.
1.
1 

一
般
要
求
事
項
（
4
.1
）
※
１
 

(
1)
「

第
１

図
 
東

海
第

二
発

電
所

 
品

質
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
組
織
図
」
に
定
め
る
組
織
（
以
下

「
組
織
」
と
い
う
。）

は
，

JE
AC
41
1
1
に
基
づ
き

作
成
し
た
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
，
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
，
文
書
化
し
，

実
施
し
，
維
持
す
る
。
ま
た
，
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
を

継
続

的
に

改
善

す
る
。
 

 ※
１
：
括
弧
内
の
数
字
は
，
JE
AC
41
1
1
の
項
目
番
号

を
示
す
（
以
下
同
様

）。
 

4
. 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

 4
.
1 

一
般
要
求
事
項
 

(
1
) 

組
織
は
，
本
品
質
保
証
計
画
に
従
っ
て
，
品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

，
文

書
化

し
，
実
施
し
，
維
持
す
る

。
ま
た
，
そ
の
品
質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
を

継
続

的
に

改
善
す
る
。
 

 

・
文

書
構

成
の

見
直

し
に

伴
う

見
出

し
番
号
及
び
記
号
の
変
更
（
以
下
同
じ

変
更
の
記
載
を
省
略
す
る

。）
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
)
 

組
織

は
，

次
の

事
項

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な

ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業

務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 

組
織

は
次

の
各

号
に

掲
げ

る
事

項
を

実
施

す

る
。
 

(
2
) 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

及
び

そ
れ

ら
の

組
織

へ
の

適
用

を

明
確
に
す
る
。
 

一
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
に

必
要
な
プ

ロ
セ
ス
の
内
容
（
当
該
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
達
成

さ
れ
る
結

果
を
含

む
。
）
を

明
ら
か
に

す
る
と

と
も
に
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
ど

の
よ

う
に

適
用

さ
れ

る
か

に
つ

い
て

識

別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

 
(
a
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
れ
ら
の
組
織
へ
の
適
用
を
，

「
発
電
部

門
に
係

る
品
質

管
理

要
項
」
（
以
下

「
品
質
管
理
要
項

」）
と
い
う
。）

に
定
め
る
二

次
文
書
及
び
三
次
文
書
で
明
確
に
す
る
。
 

a
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
れ
ら
の
組
織
へ
の
適
用
を
，

第
1
表
(
2)
及
び

(3
)に

示
す
二
次
文
書
，「

品

質
管
理
要
項
」
に
定
め

る
三
次
文
書
（
以
下
「
三

次
文
書
」
と
い
う

。）
で
明
確
に
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
順

序
及

び
相

互
関

係
を
明
確
に
す
る
。
 

二
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
の
順

序
及

び
相
互

の
関
係
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
 

 
(
b
) 

(
a)
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
及
び
相
互
関
係
を

「
第
２
図

 
品
質
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
」
に
示
す
。
 

b
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
順

序
及

び
相

互
関

係
を
第

2
図
に
示
す
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
運

用
及

び
管

理
の

い
ず

れ
も

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
を

確
実

に

す
る

た
め

に
必

要
な

判
断

基
準

及
び

方
法

を

明
確
に
す
る
。
 

三
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
の
実

施
及

び
管
理

の
実
効
性

の
確

保
に

必
要

な
判

定
基

準
及

び
方

法
を

明

確
に
す
る
こ
と
。
 

２
 
規

則
第

３
条

第
２

項
第

３
号

に
規

定
す

る
「

実

効
性
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
効
果
的
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
c
) 

(
a)
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
及
び
管
理
の
い
ず

れ
も
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
，

必
要
な
判
断
基
準
及
び
判
断
方
法
を
「
発
電
部

門
に

係
る

品
質

管
理

要
項

」
に

定
め

る
文

書

c
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
運

用
及

び
管

理
の

い
ず

れ
も

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
を

確
実

に

す
る

た
め

に
必

要
な

判
断

基
準

及
び

方
法

を

明
確
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

（
以
下
「
規
程
」
と
い
う

。）
に
示
す
。
 

d
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
運

用
及

び
監

視
を

支
援

す
る

た
め

に
必

要
な

資
源

及
び

情
報

を

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

四
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
の
実

施
並

び
に
監

視
及
び
測

定
（
以
下

「
監
視

測
定
」

と
い

う
。）

に
必
要

な
資

源
及

び
情

報
が

利
用

で
き

る
体

制
を

確

保
す
る
こ
と
。
 

 
(
d
) 

(
a)
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
及
び
監
視
を
支
援

す
る
た
め
に
，
必
要
な
資
源
及
び
情
報
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
「
３
．
  
資
源
の
運
用
管
理
」

に
定
め
る
。
 

d
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
運

用
及

び
監

視
を

支
援

す
る

た
め

に
必

要
な

資
源

及
び

情
報

を

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

e
) 

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
，
適
用
可
能

な
場
合
に
は
測
定
し
，
分
析
す
る
。
 

五
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
を
監

視
測

定
し
、

及
び
分
析

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
測
定
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
 

 
(
e
) 

(
a)
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
，
適
用
可
能
な

場
合
に
は
測
定
し
，
分
析
す
る
こ
と
を

5
.2
.2

（
内
部
監
査
）

, 
5
.2
.3
（
プ
ロ
セ
ス
の
監
視

及
び
測
定
）
及
び

5
.4
.1
（
デ
ー
タ
の
分
析
）

に
定
め
，
実
施
す
る
。
 

e
) 

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
，
適
用
可
能

な
場
合
に
は
測
定
し
，
分
析
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

f
) 

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
計
画
ど
お

り
の
結
果
を
得
る
た
め
，
か
つ
，
継
続
的
改
善

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
処
置
を
と
る
。
 

六
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
に
つ

い
て

、
第
一

号
の
結
果

を
得
る
た
め
、
及
び
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め

に
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

３
 
規

則
第

３
条

第
２

項
第

６
号

に
規

定
す

る
「

実

効
性
を
維
持
す
る

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 
Ｑ
９
０
０
１

で
使

用
さ

れ
て

い
る

「
継

続
的

改
善

を
達

成
す

る
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
f
) 

(
a)
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
計
画
ど
お
り

の
結
果
を
得
る
た
め
，
か
つ
，
継
続
的
改
善
を

達
成
す
る
た
め
に
，

｢2
.6
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ

ビ
ュ
ー
」
,「

5
.3
 不

適
合
管
理
」
及
び
「

5.
5 

改
善
」
に
示
す
処
置
を
と
る
。
 

f
) 

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
計
画
ど
お

り
の
結
果
を
得
る
た
め
，
か
つ
，
継
続
的
改
善

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
七

 
 
 

品
質
保

証
の
実

施
に

係
る
プ

ロ
セ
ス
及

び
組

織
を

品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

と
整

合

的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

  

 
 

g
)
 

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

及
び

組
織

を
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
と

の
整

合
を

と
れ

た

も
の
に
す
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
八

 
 
 

社
会
科

学
及
び

行
動

科
学
の

知
見
を
踏

ま
え
て
、
保
安
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
。

  

 
 

h
)
 

社
会

科
学

及
び

行
動

科
学

の
知

見
を

踏
ま

え
て
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
促
進
す
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

(
3
)
 

組
織

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の

運
用
に
お
い
て
，
原
子
力
安
全
に
対
す
る
重
要
性

に
応
じ
て
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求

事
項

の
適

用
の

程
度

に
つ

い
て

グ
レ

ー
ド

分
け

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
グ
レ
ー
ド

分
け
の
決
定
に
際
し
て
は
，
原
子
力
安
全
に
対
す

る
重

要
性

に
加

え
て

以
下

の
事

項
を

考
慮

す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 

６
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安
の
た
め
の

重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に

係
る

要
求

事
項

を
適

切
に

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

  

７
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安
の
た
め
の

重
要
度
に
応
じ
て
、
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運

用
に

お
い

て
，
「

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」

（
以
下
「
重
要
度
分
類
指
針
」
と
い
う

。）
に
基
づ

く
重

要
性

に
応

じ
て

，
「

原
子

力
施

設
の

重
要

度

分
類
基
準
要
項
」
を
定
め

，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

要
求

事
項

の
適

用
の

程
度

に
つ

い
て

グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
ま
た

，
グ
レ
ー
ド
分
け

の
決
定
に
際
し
て
は
，
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ

く
重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
 

(
3
)
 

組
織

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ

ム
の

運
用
に
お
い
て
，
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

（
以
下
「
重
要
度
分
類
指
針
」
と
い
う

。）
に
基
づ

く
重

要
性

に
応

じ
て

，
「

原
子

力
施

設
の

重
要

度

分
類
基
準
要
項
」
を
定
め

，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

要
求

事
項

の
適

用
の

程
度

に
つ

い
て

グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
ま
た

，
こ
れ
に
基
づ
き

資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。
な
お
，
グ
レ
ー
ド

分
け
の
決
定
に
際
し
て
は
，
重
要
度
分
類
指
針
に

基
づ

く
重

要
性

に
加

え
て

以
下

の
事

項
を

考
慮

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

       ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
) 

プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子
力
施
設
の
複
雑
性
，
独

自
性
，
又
は
斬
新
性
の
程
度
 

 
 

(
a
) 
プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子
力
施
設
の
複
雑
性
，
独

自
性
，
又
は
斬
新
性
の
程
度
 

a
) 

プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
，
独

自
性
，
又
は
斬
新
性
の
程
度
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 

プ
ロ

セ
ス

及
び

原
子

力
施

設
の

標
準

化
の

程
度
や
記
録
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
 

 
 

(
b
) 

プ
ロ

セ
ス

及
び

原
子

力
施

設
の

標
準

化
の

程
度
や
記
録
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
 

b
)
 

プ
ロ

セ
ス

及
び

原
子

炉
施

設
の

標
準

化
の

程
度
や
記
録
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 

検
査

又
は

試
験

に
よ

る
原

子
力

安
全

に
対

 
 

(
c
) 

検
査

又
は

試
験

に
よ

る
原

子
力

安
全

に
対

c
)
 

検
査

又
は

試
験

に
よ

る
原

子
力

安
全

に
対
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(8
/4

6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

す
る

要
求

事
項

へ
の

適
合

性
の

検
証

可
能

性

の
程
度
 

す
る

要
求

事
項

へ
の

適
合

性
の

検
証

可
能

性

の
程
度
 

す
る

要
求

事
項

へ
の

適
合

性
の

検
証

可
能

性

の
程
度
 

d
) 

作
業
又
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
，
要
員
，
要
領
，

及
び

装
置

等
に

対
す

る
特

別
な

管
理

や
検

査

の
必
要
性
の
程
度
 

 
 

(
d
) 
作
業
又
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
，
要
員
，
要
領
，

及
び

装
置

等
に

対
す

る
特

別
な

管
理

や
検

査

の
必
要
性
の
程
度
 

d
) 

作
業
又
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
，
要
員
，
要
領
，

及
び

装
置

等
に

対
す

る
特

別
な

管
理

や
検

査

の
必
要
性
の
程
度
 

 

e
)
 

運
転

開
始

後
の

原
子

力
施

設
に

対
す

る
保

守
，
供
用
期
間
中
検
査
及
び
取
替
え
の
難
易
度
 

 
 

(
e
) 

運
転

開
始

後
の

原
子

力
施

設
に

対
す

る
保

守
，
供
用
期
間
中
検
査
及
び
取
替
え
の
難
易
度
 

e
)
 

運
転

開
始

後
の

原
子

炉
施

設
に

対
す

る
保

守
，
供
用
期
間
中
検
査
及
び
取
替
え
の
難
易
度
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
) 

組
織
は
，
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
，
こ
の
規
程

の
要

求
事

項
に

従
っ

て
運

営
管

理
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
こ
の
規
則
の
規

定
に
従
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

  

 
(
4
) 
組
織
は
，
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
，
品
質
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。
 

(
4
)
 

組
織

は
，

こ
れ

ら
の

プ
ロ

セ
ス

を
本

品
質

保

証
計
画
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
5
)
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
を

与
え

る
プ

ロ

セ
ス

を
ア

ウ
ト

ソ
ー

ス
す

る
こ

と
を

組
織

が
決

め
た
場
合
に
は
，
組
織
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ

ロ
セ

ス
に

関
し

て
管

理
を

確
実

に
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ

セ
ス
に
適
用
さ
れ
る
管
理
の
方
式
及
び
程
度
は
，

組
織

の
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

中
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
又
は

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
要
求
事
項
（
関
係
法

令
を
含
む
。
以
下
「
個
別
業
務
等
要
求
事
項
」
と

い
う

。
）

へ
の

適
合

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

プ
ロ

セ

ス
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該

プ
ロ

セ
ス

が
管

理
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

５
 
 
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
は

、
前

項
の

管
理

を
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
中
で
識
別
す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
規

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

  

 
(
5
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
を

与
え

る
プ

ロ

セ
ス

を
ア

ウ
ト

ソ
ー

ス
す

る
こ

と
を

決
め

た
場

合
は
，
組
織
は
「
4.
4 
調
達
」
に
従
っ
て
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
す
る
。
こ

れ
ら

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

ス
し

た
プ

ロ
セ

ス
に

適
用

さ
れ

る
管

理
の

方
式

及
び

程
度

は
，
「

調
達

管
理

要
項
」
に
定
め
る
。
 

(
5
)
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
を

与
え
る

プ
ロ

セ
ス

を
ア

ウ
ト

ソ
ー

ス
す

る
こ

と
を

決
め

た
場

合
に
は
，
組
織
は
調
達
(
7.
4 
参
照
)
に
従
っ
て
ア

ウ
ト

ソ
ー

ス
し

た
プ

ロ
セ

ス
に

関
し

て
管

理
を

確
実
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ

ロ
セ

ス
に

適
用

さ
れ

る
管

理
の

方
式

及
び

程
度

は
，「

調
達
管
理
要
項
」
に
定
め
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記

１
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
と

な
る

プ
ロ

セ
ス

に
は

，
「

運
営

管
理

活

動
」，
「
資
源
の
運
用
管
理

」，
「
業
務
の
計
画
及

び
実
施

」，
「
評
価
及
び
改
善

」
に
か
か
わ
る
プ

ロ
セ
ス
が
含
ま
れ
る
。
 

注
記
２
 
“
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
”
と

は
，
組
織
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に

と
っ
て
必
要
で
あ
り
，
そ
の
組
織
が
外
部
に
実

施
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
 

注
記

３
 

ア
ウ

ト
ソ

ー
ス

し
た

プ
ロ

セ
ス

に
対

す
る
管
理
を
確
実
に
し
た
と
し
て
も
，
す
べ
て

の
業
務
に
関
連
す
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
へ

の
適

合
に

対
す

る
組

織
の

責
任

が
免

除
さ

れ

る
も
の
で
は
な
い
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ

セ
ス

に
適

用
さ

れ
る

管
理

の
方

式
及

び
程

度

は
，
次
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
得

る
。
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(9
/4

6)
 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

a
) 

原
子

力
安

全
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

組
織
の
能
力
に
対
す
る
，
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し

た
プ
ロ
セ
ス
の
影
響
の
可
能
性
 

b
) 

そ
の

プ
ロ

セ
ス

の
管

理
へ

の
関

与
の

度
合

い
 

c
)
 
7
.4
 
の
適
用
に
お
い
て
必
要
な
管
理
を
遂

行
す
る
能
力
 

4
.
2 
文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

4
.
2.
1 
一
般
 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
，
次

の
事
項
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
文
書
化
）

  

 第
四
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
条
第
一

項
の

規
定

に
よ

り
品

質
管

理
監

督
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

と
き

は
、

次
に

掲
げ

る
文

書
を

作
成

し
、
当
該
文
書
に
規
定
す
る
事
項
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
４
条
（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
文
書
化
）
 

 

1
.
2 

文
 書

 

1
.
2.
1 

一
般
（
4
.2
.1
）
 

(
1
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
，

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
め
る
。
な
お

，
記

録
は
，
適
正
に
作
成
す
る

。
文
書
体
系
に
つ
い
て

は
，「

第
３
図
 品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文

書
体
系
図
」
に
示
す
。
 

4
.
2 

文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

4
.
2.
1 

一
般
 

(
1
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
文

書
に

は
，
次
の
事
項
を
含
め
る
。
な
お
，
記
録
は
適
正

に
作
成
す
る
。
 

 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
文
書
化
し
た
，
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の

表
明
 

一
 
 
 

品
質
方

針
表
明

書
及

び
品
質

目
標
表
明

書
  

１
 
規

則
第

４
条

第
１

号
に

規
定

す
る

「
品

質
方

針

表
明
書
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
品
質
方
針
を
文
書
化
し
た
も
の
」
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
る

。
ま
た
、「

品
質
目
標
表
明

書
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ
て

い
る
「
品
質
目
標
を
文
書
化
し
た
も
の
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
a
) 
文
書
化
し
た
，
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の

表
明
 

a
) 

文
書
化
し
た
，
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の

表
明
 

 

b
)
 品

質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

二
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
を

規
定
す
る

文
書
（
以
下
「
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準

書
」
と
い
う

。）
 

２
 
規

則
第

４
条

第
２

号
に

規
定

す
る

「
品

質
管

理

監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０

０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
b
) 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

イ
．

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
の

品
質

保
証

計

画
及
び
「
品
質
保
証
規
程
」
 

b
) 

品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

イ
. 

本
品
質
保
証
計
画
，
原
子
炉
施
設
保
安

規
定
の
品
質
保
証
計
画
及
び
第

1
表
(1
)に

示
す
「
品
質
保
証
規
程
」
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 
こ
の
規
程
が
要
求
す
る
“
文
書
化
さ
れ
た
手

順
”
及
び
記
録
 

三
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
に
つ

い
て

の
実
効

性
の
あ
る

計
画

的
な

実
施

及
び

管
理

が
な

さ
れ

る
よ

う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
文
書

  

３
 
規

則
第

４
条

第
３

号
に

規
定

す
る

「
実

効
性

の

あ
る
計
画
的
な
実
施

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０
０

１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
効
果
的
な
計
画
、
運
用

」

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
c
) 

J
EA
C4
11
1
が
要
求
す
る
“
文
書
化
さ
れ
た

手
順
”
及
び
記
録
 

イ
．「

品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る

J
E
AC
41
11

が
要
求
す
る
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
で
あ

る
二
次
文
書
 

 ロ
．「

品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る
記
録
 

 

c
) 

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｃ
４
１
１
１
が
要
求
す
る
“
文
書
化

さ
れ
た
手
順
”
及
び
記
録
 

イ
. 

文
書
化
さ
れ
た
手
順
は
，「

第
1
表
(2
) 

Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｃ

４
１

１
１

が
要

求
す

る
“

文
書

化
さ
れ
た
手
順
”
で
あ
る
二
次
文
書
」
に
示

す
。
 

ロ
. 

記
録
は
，「

第
2
表

 Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｃ
４
１
１

１
の

要
求

事
項

に
基

づ
き

作
成

す
る

記

録
」
に
示
す
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
，
運

用
及
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
，
組

織
が
必
要
と
決
定
し
た
記
録
を
含
む
文
書
 

四
 
 
 

こ
の
規

則
に
規

定
す

る
手
順

書
及
び
記

録
 

 
(
d
) 
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
，
運

用
及
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
，
組

織
が

必
要

と
決

定
し

た
記

録
を

含
む

以
下

の

文
書
 

d
) 

組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
，
運

用
及
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
，
組

織
が

必
要

と
決

定
し

た
記

録
を

含
む

以
下

の

文
書
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(1
0/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

イ
．「

品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る
前
号
イ
．

以
外
の
二
次
文
書
 

ロ
．「

品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る
三
次
文
書
 

ハ
．
一
次
文
書
，
二
次
文
書
及
び
三
次
文
書
に

基
づ
き
作
成
す
る
社
内
文
書
 

ニ
．
外
部
文
書
（
組
織
外
が
作
成
す
る
文
書
の

う
ち

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
で

必
要
と
さ
れ
る
文
書
。
第
３
５
条
（
調
達
管

理
）
に
お
い
て
供
給
者
が
作
成
す
る
文
書

，

及
び

法
令

，
基

準
等

の
社

外
文

書
を

含

む
。）

 

ホ
．
上
記
イ
．
か
ら
ニ
．
で
規
定
す
る
記
録
 

イ
. 

第
1
表
(
3)
に
示
す
二
次
文
書
 

 ロ
. 

三
次
文
書
 

ハ
. 

一
次
文
書
，
二
次
文
書
及
び
三
次
文
書

に
基
づ
き
作
成
す
る
社
内
文
書
 

ニ
. 

外
部
文
書
（
組
織
外
が
作
成
す
る
文
書

の
う

ち
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

で
必

要
と

さ
れ

る
文

書
。

調
達

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

供
給

者
が

作
成

す
る

文
書

，
及

び
法
令
，
基
準
等
の
社
外
文
書
を
含
む

。）
 

 ホ
. 

上
記
イ
.か

ら
ニ

.で
規
定
す
る
記
録
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
 

 
 

(
2
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
文
書

の
本

品
質
保
証
計
画
上
の
位
置
付
け
を
，
次
の
事
項
に

よ
り
明
確
に
す
る
。
 

a
) 

一
次
文
書
及
び
二
次
文
書
と
本
「
品
質
保
証

計
画
」
の
条
項
と
の
関
係
を
第

1
表
に
示
す
。
 

b
)
 

三
次

文
書

と
一

次
文

書
及

び
二

次
文

書
と

の
関
係
を
「
品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る
。
 

c
) 

一
次
文
書
，
二
次
文
書
及
び
三
次
文
書
に
基

づ
き
作
成
す
る
社
内
文
書
は
，
そ
れ
ぞ
れ
関
係

す
る
一
次
文
書
，
二
次
文
書
及
び
三
次
文
書
に

定
め
る
。
 

d
) 

外
部
文
書
は
，
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
一
次
文

書
，
二
次
文
書
及
び
三
次
文
書
に
定
め
る
。
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

 
 

 
 

(
3
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
文
書

体
系

を
第

3
図
に
示
す
。
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

注
記
１
 
こ
の
規
程
で
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”

と
い
う
用
語
を
使
う
場
合
に
は
，
そ
の
手
順
が

確
立
さ
れ
，
文
書
化
さ
れ
，
実
施
さ
れ
，
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

一
つ
の
文
書
で
，
一
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
手
順

に
対
す
る
要
求
事
項
を
取
り
扱
っ
て
も
よ
い
。
 

“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
 の

要
求
事
項
は
，
複
数

の
文
書
で
対
応
し
て
も
よ
い
。
 

注
記

２
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
文

書
化
の
程
度
は
，
次
の
理
由
か
ら
組
織
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
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(1
1/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

a
)組

織
の
規
模
及
び
活
動
の
種
類
 

b
)
プ

ロ
セ

ス
及

び
そ

れ
ら

の
相

互
関

係
の

複

雑
さ
 

c
)要

員
の
力
量
 

注
記
３
 
文
書
の
様
式
及
び
媒
体
の
種
類
は
，
ど

の
よ
う
な
も
の
で
も
よ
い
。
 

4
.
2.
2 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
，
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

  

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
）

  

第
五
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
品
質
管
理

監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
５
条
（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
）
 

１
 
規

則
第

５
条

第
６

号
に

規
定

す
る

「
品

質
管

理

監
督
シ
ス
テ
ム
の
範
囲

」
と
は
、「

品
質
管
理
監
督

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

組
織

上
の

適
用

範
囲

と
活

動
内
容
上
の
適
用
範
囲
の
双
方
」
を
い
う
。
 

1
.
2.
2 

品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
4
.2
.2
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
，
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

の
品
質
保
証
計
画
及
び
「
品
質
保
証
規
程
」
を
作

成
し
，
維
持
す
る
。
な
お
，「

品
質
保
証
規
程
」
の

作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
品
質
保
証
計
画
と
の
整
合

を
と
る
。
 

4
.
2.
2 

品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
，
本
品
質
保
証
計
画
，
原
子
炉
施
設
保
安
規

定
の
品
質
保
証
計
画
及
び
「
品
質
保
証
規
程
」
を

作
成
し
，
維
持
す
る

。
な
お
，「

品
質
保
証
規
程

」

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
本
品
質
保
証
計
画
及
び

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
の

品
質

保
証

計
画

と
の

整
合
を
と
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ａ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
 

六
  
 
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
範
囲

  

一
 
 
 

品
質
保

証
の
実

施
に

係
る
組

織
に
関
す

る
事
項
 

 
(
a
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
適

用
範

囲
 

a
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
適

用
範

囲
（
適
用
組
織
を
含
む
）
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
二

  
 
保
安
活
動
の
計
画
に
関
す
る
事
項

  

三
  
 
保
安
活
動
の
実
施
に
関
す
る
事
項

  

四
  
 
保
安
活
動
の
評
価
に
関
す
る
事
項

  

五
  
 
保
安
活
動
の
改
善
に
関
す
る
事
項

  

 
 

b
) 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
，
実

施
，
評
価
，
改
善
に
関
す
る
事
項
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

ｂ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確

立
さ
れ
た
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
又
は
そ
れ

ら
を
参
照
で
き
る
情
報
 

 

七
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
の

た
め
に
作

成
し

た
手

順
書

の
内

容
又

は
当

該
手

順
書

の

文
書
番
号
そ
の
他
参
照
情
報

  

 

 
(
b
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

確
立
さ
れ
た
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
又
は
そ

れ
ら
を
参
照
で
き
る
情
報
 

c
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

確
立
さ
れ
た
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
又
は
そ

れ
ら
を
参
照
で
き
る
情
報
 

・
文

書
番

号
は

そ
の

他
参

照
情

報
の

一
例

で
あ

る
と

示
さ

れ
て

い
る

と
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

回
答

を
得

て
い
る
。
ま
た
保
安
規
定
で
文
書
番
号

も
明

確
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

J
E
AC

ベ
ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

ｃ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス

間
の
相
互
関
係
に
関
す
る
記
述
 

八
  
 
各
プ
ロ
セ
ス
の
相
互
の
関
係
 

 
(
c
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
セ

ス
間
の
相
互
関
係
に
関
す
る
記
述
 

d
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
セ

ス
間
の
相
互
関
係
に
関
す
る
記
述
 

 

4
.
2.
3 
文
書
管
理
 

(
1
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

で
必

要
と

さ

れ
る
文
書
は
，
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
，
記
録
は
文

書
の
一
種
で
は
あ
る
が
，
4.
2.
4

に
規

定
す

る
要

求
事

項
に

従
っ

て
管

理
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
文
書
の
管
理
）

  

第
六
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
こ
の
規
則

に
規

定
す

る
文

書
そ

の
他

品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム
に
必
要
な
文
書
（
記
録
を
除
く
。
以
下
「
品

質
管
理
監
督
文
書
」
と
い
う
。）

を
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

 
1
.
2.
3 

文
書
管
理
（
4
.2
.3
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必

要
と
さ
れ
る
文
書
を
遵
守
す
る
た
め
に
，
保
安
活

動
の
重
要
度
に
応
じ
て
管
理
す
る
。
た
だ
し

，
記

録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
，
1
.2
.
4（

記
録
の

管
理

）
に

定
め

る
要

求
事

項
に

従
っ

て
管

理
す

る
。
 

4
.
2.
3 

文
書
管
理
 

(
1
)
 

組
織

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ

ム
で

必
要
と
さ
れ
る
文
書
を
遵
守
す
る
た
め
に
，
保
安

活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
管
理
す
る
。
た
だ
し
，

記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
，
4
.
2.
4（

記
録

の
管
理
）
に
規
定
す
る
要
求
事
項
に
従
っ
て
管
理

す
る
。
 

    ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

(
2
) 

次
の

活
動

に
必

要
な

管
理

を
規

定
す

る
た

め

に
，“

文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
を
確
立
し
な
け
れ
ば

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業

務
に

必
要

な
管

理
を

定
め

た
手

順
書

を
作

成
し

 
(
2
) 

次
の

活
動

に
必

要
な

事
項

を
「

文
書

取
扱

要

項
」
に
定
め
，
管
理
す
る
。
 

(
2
)
 

次
の

活
動

に
必

要
な

事
項

を
「

文
書
取

扱
要

項
」
に
定
め
，
管
理
す
る
。
 

 

16



(1
2/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

な
ら
な
い
。
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

ａ
）
発
行
前
に
，
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文

書
を
承
認
す
る
。
 

一
 
 
 

品
質
管

理
監
督

文
書

を
発
行

す
る
に
当

た
り
、
当
該
文
書
の
妥
当
性
を
照
査
し
、
そ
の

発
行
を
承
認
す
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 
「
文
書
取
扱
要
項

」
に
定
め
る
決
裁
者
（
以

下
「
決
裁

者
」
と

い
う
。
）

は
，
規
程

を
発
行

す
る
前
に
，
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
承
認

す
る
。
 

a
) 

発
行
前
に
，
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文

書
を
レ
ビ
ュ
ー
し
，
承
認
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

ｂ
）
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る

。
ま
た
，
必
要
に
応

じ
て
更
新
し
，
再
承
認
す
る
。
 

二
 
 
 

品
質
管

理
監
督

文
書

に
つ
い

て
所
要
の

照
査
を
行
い
、
更
新
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の

更
新
を
承
認
す
る
こ
と
。

  

 
(
b
) 
組
織
は
，
規
程
を
年
度
毎
及
び
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
の
要
否
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
て

改
正
す
る
。
 

b
) 

文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
，
必
要
に
応

じ
て
更
新
し
，
再
承
認
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｃ
）
文
書
の
変
更
の
識
別
及
び
現
在
有
効
な
版
の

識
別
を
確
実
に
す
る
。
 

三
 
 
 

品
質
管

理
監
督

文
書

の
変
更

内
容
及
び

最
新

の
改

訂
状

況
が

識
別

で
き

る
よ

う
に

す

る
こ
と
。

  

 
(
c
) 
組
織
は
，
規
程
を
改
正
す
る
場
合
は
，
変
更

前
後

の
当

該
箇

所
に

下
線

を
引

く
等

変
更

箇

所
を
明
示
し
，
変
更
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
決

裁
書
に
添
付
す
る
。
ま
た
，
改
正
履
歴
に
改
正

次
を

記
載

し
，

現
在

有
効

な
版

の
識

別
を

す

る
。
 

c
)
 

文
書

の
変

更
の

識
別

及
び

現
在

有
効

な
版

の
識
別
を
確
実
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｄ
）
該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
，
必
要
な
と

き
に
，
必
要
な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に

あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

四
 
 
 

改
訂
の

あ
っ
た

品
質

管
理
監

督
文
書
を

使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
の
適
切

な
改

訂
版

が
利

用
で

き
る

体
制

を
確

保
す

る

こ
と
。

  

 
(
d
) 
組
織
は
，
適
用
す
る
規
程
の
適
切
な
版
が
，

必
要

な
場

合
に

必
要

な
と

こ
ろ

で
利

用
で

き

る
よ

う
に

検
索

台
帳

を
備

え
る

等
に

よ
り

管

理
す
る
。
 

d
) 

該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
，
必
要
な
と

き
に
，
必
要
な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に

あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｅ
）
文
書
は
，
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可

能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

五
 
 
 

品
質
管

理
監
督

文
書

が
読
み

や
す
く
、

容
易

に
内

容
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

状

態
に
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

  

 
(
e
) 
規
程
は
，
簡
潔
，
明
瞭
に
記
載
す
る
と
と
も

に
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
程
管
理

番
号
に
よ
り
識
別
す
る
。
 

e
) 

文
書
は
，
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可

能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

ｆ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
及
び

運
用

の
た

め
に

組
織

が
必

要
と

決
定

し
た

外

部
か
ら
の
文
書
を
明
確
に
し
，
そ
の
配
付
が
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

六
 
 
 

外
部
で

作
成
さ

れ
た

品
質
管

理
監
督
文

書
を
識
別
し
、
そ
の
配
付
を
管
理
す
る
こ
と
。
  

 

 
(
f
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

計
画

及
び

運
用

の
た

め
に

組
織

が
必

要
と

決

定
し
た
外
部
か
ら
の
文
書
を
明
確
に
し
，
配
布

す
る

必
要

の
あ

る
文

書
は

配
布

先
を

明
確

に

す
る
。
 

f
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
計

画
及

び
運

用
の

た
め

に
組

織
が

必
要

と
決

定
し

た

外
部
か
ら
の
文
書
を
明
確
に
し
，
そ
の
配
付
が

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｇ
）
廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
，
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で
保

持
す
る
場
合
に
は
，
適
切
な
識
別
を
す
る
。
 

七
 
 
 

廃
止
し

た
品
質

管
理

監
督
文

書
が
意
図

に
反

し
て

使
用

さ
れ

る
こ

と
を

防
止

す
る

こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
を
保
持

す
る
と
き
は
、
そ
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
を
識
別
す
る
こ
と
。
 

 
(
g
) 
組
織
は
，
不
要
と
な
っ
た
文
書
の
う
ち
保
存

す
る

必
要

の
あ

る
文

書
は

旧
版

で
あ

る
こ

と

を
明
示
し
て
保
存
し
，
保
存
期
間
経
過
時
点
で

継
続
保
存
の
必
要
性
を
判
断
し
て
，
廃
棄
又
は

保
存
の
継
続
を
行
う
。
 

g
)
 

廃
止

文
書

が
誤

っ
て

使
用

さ
れ

な
い

よ
う

に
す
る
。
ま
た
，
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で

保
持
す
る
場
合
に
は
，
適
切
な
識
別
を
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
 

 
(
3
) 

品
質

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
て

作
成

又
は

変

更
さ
れ
た
文
書
は
，
作
成
又
は
変
更
後
，
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
保
存
す
る
。
た
だ
し
，
法
令
等
に

こ
れ
よ
り
長
い
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，

そ
の
定
め
に
従
う
。
 

 
・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

4
.
2.
4 
記
録
の
管
理
 

(
1
)
要

求
事

項
へ

の
適

合
及

び
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

（
記
録
の
管
理
）

  

第
七
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
こ
の
規
則

第
７
条
（
記
録
の
管
理
）
 

１
 
規

則
第

７
条

第
１

項
に

規
定

す
る

「
実

効
性

の

1
.
2.
4 

記
録
の
管
理
（
4
.2
.4
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必

4
.
2.
4 

記
録
の
管
理
 

(
1
)
 

組
織

は
，

要
求

事
項

へ
の

適
合

及
び
品

質
マ

  

17



(1
3/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

運
用

の
証

拠
を

示
す

た
め

に
作
成
さ
れ
た
記
録
を
，
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

 

に
規

定
す

る
記

録
そ

の
他

要
求

事
項

へ
の

適
合

及
び

品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

の
実

効
性

の
あ

る
実

施
を

実
証

す
る

記
録

の
対

象
を

明
ら

か
に

す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を

、
読
み
や
す
く
容

易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ

、
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
、
こ
れ
を

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

あ
る
実
施
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
効
果
的
運
用
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

要
な
記
録
を
次
の
と
お
り
管
理
す
る
。
 

(
a
) 
組
織
は
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適

合
の

証
拠

及
び

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ

ム
の

効
果

的
運

用
の

証
拠

を
示

す
た

め
に

適

正
に
作
成
さ
れ
た
記
録
を
管
理
す
る
。
 

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

効
果

的
運

用
の

証
拠

を
示

す
た

め
に

適
正

に
作

成
す

る
記

録
の

対
象

を
明
確
に
し
，
管
理
す
る
。
 

  

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

(
2
) 
組
織
は
，
記
録
の
識
別
，
保
管
，
保
護
，
検
索
，

保
管

期
間

及
び

廃
棄

に
関

し
て

必
要

な
管

理
を

規
定
す
る
た
め
に

，“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
を
確

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
記
録
の

識
別
、
保
存
、
保
護

、
検
索
、
保
存
期
間
及
び
廃

棄
に

関
し

所
要

の
管

理
を

定
め

た
手

順
書

を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
b
) 
組
織
は
，
記
録
の
識
別
，
保
管
，
保
護
，
検

索
，
保
存
期
間
及
び
廃
棄
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
，
「
品

質
記
録

管
理
要

項
」
に
定

め
管
理

す
る
。
 

(
2
) 

組
織
は
，
記
録
の
識
別
，
保
管
，
保
護

，
検
索
，

保
管

期
間

及
び

廃
棄

に
関

し
て

必
要

な
事

項
を

「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
定
め
，
管
理
す
る
。
 

・
保
管
（
管
理
さ
れ
た
状
態
を
保
つ
こ

と
）
と
保
存
は
同
義
語
で
あ
る
こ
と
か

ら
，

JE
AC

ベ
ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
) 
記
録
は
，
読
み
や
す
く
，
容
易
に
識
別
可
能
か

つ
検
索
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

(
c
) 

記
録

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
，

読
み

や
す

く
，
容
易
に
識
別
可
能
か
つ
識
別
番
号
等
に
よ

り
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

(
3
) 

記
録
は
，
読
み
や
す
く
，
容
易
に
識
別
可
能
か

つ
検
索
可
能
と
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
 

 
(
2
) 

品
質

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
て

作
成

又
は

変

更
さ
れ
た
記
録
は
，
作
成
又
は
変
更
後
，
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
保
存
す
る
。
た
だ
し
，
法
令
等
に

こ
れ
よ
り
長
い
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，

そ
の
定
め
に
従
う
。
 

 
・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

5
．
 経

営
者
の
責
任
 

5
.
1 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
実
施
，
並
び
に
そ
の
有
効

性
を

継
続

的
に

改
善

す
る

こ
と

に
対

す
る

コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
，
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
第
三
章
 
経
営
責
任
者
の
責
任
 

（
経
営
責
任
者
の
関
与
）

  

第
八
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス

テ
ム

の
確

立
及

び
実

施
並

び
に

そ
の

実
効

性
の

維
持

に
指

導
力

及
び

責
任

を
持

っ
て

関
与

し
て

い
る
こ
と
を
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
実
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
３
章
経
営
責
任
者
の
責
任
 

第
８
条
（
経
営
責
任
者
の
関
与
）
 

１
 規

則
第
８
条
に
規
定
す
る
「
実
効
性
の
維
持
」
と

は
、

Ｊ
Ｉ

Ｓ
 
Ｑ

９
０

０
１
で

使
用

さ
れ

て
い

る

「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

 

2
. 

経
営
者
の
責
任
 

2
.
1 

経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

2
.
1.
1 

経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

5.
1）

 

(
1
) 
社
長
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構

築
及

び
実

施
並

び
に

そ
の

有
効

性
に

つ
い

て
継

続
的
な
改
善
を
統
括
し
た
証
拠
を
，
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

5
. 

経
営
者
の
責
任
 

 5
.
1 

経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

社
長
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築

及
び
実
施
，
並
び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改

善
す

る
こ

と
に

対
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

の
証

拠
を
，
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
社

長
が

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
と

し
て

a
)
～
f
)項

実
施
す
る
こ

と
が
，
「
指
導

力
及
び
責
任
を
持
っ
て
関
与
」
す
る
こ

と
で
あ
る

こ
と
か

ら
，

JE
AC

ベ
ー
ス

の
記
載
と
し
た
。
 

a
)
 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
，
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を

組
織
内
に
周
知
す
る
。
 

六
 
 
 

関
係
法

令
を
遵

守
す

る
こ
と

そ
の
他
原

子
力
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、

保
安
活
動
を
実
施
す
る
者
（
以
下
「
職
員

」
と

い
う

。）
に
周
知
す
る
こ
と
。
 

 
(
a
) 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
及
び

原
子

力
安

全
を

達
成

す
る

た
め

の
保

安
活

動

等
を

実
施

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
組

織
内

に

周
知
す
る
。
 

a
) 

法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
，
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を

組
織
内
に
周
知
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 品

質
方
針
を
設
定
す
る
。
 

一
  
 
品
質
方
針
を
定
め
る
こ
と
。

  
 

(
b
) 
品
質
方
針
を
設
定
す
る
。
 

b
) 

品
質
方
針
を
設
定
す
る
。
 

 

c
)
 
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す

る
。
 

二
 
 
 

品
質
目

標
が
定

め
ら

れ
て
い

る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

  

 
(
c
) 
組
織
に
品
質
目
標
を
設
定
さ
せ
る
。
 

c
)
 

品
質

目
標

が
設

定
さ

れ
る

こ
と

を
確

実
に

す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
 

四
 
 
 

第
十
七

条
第
一

項
に

規
定
す

る
照
査
を

 
(
d
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
 

d
) 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
 

 

18



(1
4/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

実
施
す
る
こ
と
。

  

e
)
 資

源
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

五
 
 
 

資
源
が

利
用
で

き
る

体
制
を

確
保
す
る

こ
と
。

  

 
(
e
) 

原
子

力
安

全
に

必
要

な
資

源
が

適
切

に
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

e
)
 

資
源

が
使

用
で

き
る

こ
と

を
確

実
に

さ
れ

る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
三

 
 
 

安
全
文

化
を
醸

成
す

る
た
め

の
活
動
を

促
進
す
る
こ
と
。

  

２
 
規

則
第

８
条

第
３

号
に

規
定

す
る

「
安

全
文

化

を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
」
に
は
、
例
え
ば
以
下

の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

個
人

及
び

集
団

と
し

て

の
決
意
を
表
明
し
、
実
践
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

当
事

者
意

識
を

高
め

る

こ
と
。
 

・
信
頼
、
協
働
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

奨
励
し
、
よ
り
良
い
労
働
環
境
条
件
の
改
善
に
努

め
、
人
的
・
組
織
的
問
題
の
報
告
を
重
視
す
る
開

か
れ
た
文
化
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う

に
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
欠
陥
に
関
す
る

報
告
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
 

・
特

定
さ

れ
た

問
題

及
び

改
善

提
案

に
対

す
る

迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
 

・
組
織
が
、
継
続
的
に
、
安
全
と
安
全
文
化
を
高
め

、

改
善
す
る
た
め
の
手
段
を
持
つ
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

組
織

及
び

個
人

の
責

任

と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
 

・
原
子
力

安
全
に
関
し
、
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

お
い

て
問

い
掛

け
る

姿
勢

及
び

学
習

す
る

姿
勢

を
奨
励
し
、
慢
心
を
戒
め
る
た
め
の
方
策
を
模
索

し
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
組

織
内

で
の

安
全

及
び

安
全

文
化

に
関

す
る

重

要
な

要
素

に
つ

い
て

共
通

の
理

解
を

促
進

す
る

こ
と
。
 

・
自

ら
の

業
務

及
び

職
場

環
境

に
関

連
し

た
リ

ス

ク
を
認
識
し
、
起
こ
り
う
る
結
果
を
理
解
す
る
こ

と
。
 

・
全

て
の

活
動

に
お

い
て

慎
重

な
意

志
決

定
を

す

る
こ
と
。
 

 
f
)
 

安
全

文
化

を
醸

成
す

る
た

め
の

活
動

を
促

進
す
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

5
.
2 
原
子
力
安
全
の
重
視
 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
，
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決

（
原
子
力
の
安
全
の
確
保
の
重
視
）

  

第
九
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事

項
が
明
確
に
さ
れ
、
か
つ

、
個
別
業
務
及
び
発
電

 
2
.
2 

原
子
力
安
全
の
重
視
 

2
.
2.
1 

原
子
力
安
全
の
重
視
（
5
.2
）
 

(
1
) 

社
長

は
，

原
子

力
安

全
を

最
優

先
に

位
置

付

 5
.
2 

原
子
力
安
全
の
重
視
 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
，
社
長
は
，

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

19



(1
5/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

定
さ
れ
，
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

(7
.2
.1

及
び

8
.2
.1

参
照
)。

 

用
原

子
炉

施
設

が
当

該
要

求
事

項
に

適
合

し
て

い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

け
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定
さ
れ
，
満

た
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
に
て
確
認
す
る
。
 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定

さ
れ

，
満

た
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

(
7
.2
.1

及
び

8
.2
.1
 参

照
)。

 

の
適
正
化
 

 

5
.
3 
品
質
方
針
 

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

，
品

質
方

針
に

つ
い

て
，

次
の

事
項

を
確

実
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
品
質
方
針
）

  

第
十
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
方
針
が
次
に
掲

げ
る

条
件

に
適

合
し

て
い

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

第
１
０
条
（
品
質
方
針
）
 

 

2
.
3 

品
質
方
針
 

2
.
3.
1 

品
質
方
針
（
5
.3
）
 

(
1
) 
社
長
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し

た
品
質
方
針
を
定
め
る
。
な
お

，
品
質
方
針
に
は

J
E
AC
42
09
-2
00
7
で
要
求
さ
れ
る
保
守
管
理
の
実

施
方
針
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

 5
.
3 

品
質
方
針
 

社
長
は
，
品
質
方
針
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
確

実
に
す
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 組

織
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。
 

一
 
 
 

品
質
保

証
の
実

施
に

係
る
発

電
用
原
子

炉
設

置
者

の
意

図
に

照
ら

し
適

切
な

も
の

で

あ
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
対

し
て

適
切

な
も

の
で
あ
る
。
 

a
) 

組
織
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
要
求
事
項
へ
の
適
合
及
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
の

継
続

的
な

改
善

に

対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
。
 

二
 
 
 

要
求
事

項
へ
の

適
合

及
び
品

質
管
理
監

督
シ

ス
テ

ム
の

実
効

性
の

維
持

に
責

任
を

持

っ
て
関
与
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
。
  

１
 
規

則
第

１
０

条
第

２
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
維
持
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当

す
る
も
の
あ
る
。

  

(
b
) 

要
求

事
項

へ
の

適
合

及
び

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

の
継

続
的

な
改

善

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
。
 

b
)
 

要
求

事
項

へ
の

適
合

及
び

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

の
継

続
的

な
改

善

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
。
 

 

c
)
 
品
質
目
標
の
設
定
及
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の

枠
組
み
を
与
え
る
。
 

三
 
 
 

品
質
目

標
を
定

め
、

照
査
す

る
に
当
た

っ
て
の
枠
組
み
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

  

 
(
c
) 

品
質

目
標

の
設

定
及

び
レ

ビ
ュ

ー
の

た
め

の
指
針
と
な
る
。
 

c
)
 

品
質

目
標

の
設

定
及

び
レ

ビ
ュ

ー
の

た
め

の
枠
組
み
を
与
え
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 組

織
全
体
に
伝
達
さ
れ
，
理
解
さ
れ
る
。
 

四
 
 
 

職
員
に

周
知
さ

れ
、

理
解
さ

れ
て
い
る

こ
と
。
 

 
(
d
) 
組
織
全
体
に
伝
達
さ
せ
，
理
解
さ
せ
る
。
 

d
) 

組
織
全
体
に
伝
達
さ
れ
，
理
解
さ
れ
る
。
 

 

e
) 

適
切

性
の

持
続

の
た

め
に

レ
ビ

ュ
ー

さ
れ

る
。
 

五
 
 
 

妥
当
性

を
維
持

す
る

た
め
に

照
査
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

  

 
(
e
) 
適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

e
)
 

適
切

性
の

持
続

の
た

め
に

レ
ビ

ュ
ー

さ
れ

る
。
 

 

 
六

 
 
 

組
織
運

営
に
関

す
る

方
針
と

整
合
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

２
 
規

則
第

１
０

条
第

６
号

に
規

定
す

る
「

組
織

運

営
に

関
す

る
方

針
と

整
合

的
な

も
の

で
あ

る
こ

と
」
と
は

、「
T
he
 
Ma
na
ge
me
nt
 
S
y
st
em
 
f
or
 

F
a
ci
li
ti
es
 

a
nd
 

A
ct
iv
it
ie
s
, 

Sa
fe
ty
 

S
t
an
da
rd
s 

S
er
ie
s 

N
o.
GS
-R
-3
(
2
00
6)

の
統

合
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

目
的

を
達

成
す

る
た
め
に
、
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
の
あ
る
要
素
を
考
慮
し
て
、
安
全
性
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
」
を
い
う
。
 

 
f
)
 

組
織

運
営

に
関

す
る

方
針

と
整

合
が

と
れ

て
い
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

5
.
4 
計
画
 

5
.
4.
1 
品
質
目
標
 

(
1
) 
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
組
織
内
の
し
か
る

べ
き
部
門
及
び
階
層
で
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事

項
を

満
た

す
た

め
に

必
要

な
も

の
を

含
む

品
質

目
標
〔

7.
1 

(
3)
 
a）

参
照
〕
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
品
質
目
標
）

  

第
十
一
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
部
門
に
お
い
て
、

品
質
目
標
（
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
の

た
め

に
必

要
な

目
標

を
含

む
。
）

が
定

め
ら

れ
て

い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

 
2
.
4 

計
画
 

2
.
4.
1 

品
質
目
標
（
5
.4
.1
）
 

(
1
) 
社
長
は
，
組
織
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
及
び
階

層
に

「
品

質
目

標
及

び
品

質
保

証
計

画
管

理
要

項
」
に
基
づ
き

，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満

た
す

た
め

に
必

要
な

も
の

を
含

む
品

質
目

標
を

設
定
さ
せ
る
。
な
お
，
品
質
目
標
に

J
EA
C4
20
9-

5
.
4 

計
画
 

5
.
4.
1 

品
質
目
標
 

(
1
)
 

社
長

は
，

組
織

内
の

し
か

る
べ

き
部
門

及
び

階
層
で
，
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事

項
を

満
た

す
た

め
に

必
要

な
も

の
を

含
む

品
質

目
標

(
7.
1(
3)
 
a)
 
参

照
)
が

設
定

さ
れ

て
い

る

こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

20



(1
6/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

 
2
0
07

で
要

求
さ

れ
る

保
守

管
理

目
標

が
含

ま
れ

る
よ
う
に
す
る
。
 

 

(
2
) 
品
質
目
標
は
，
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
，

品
質

方
針

と
の

整
合

が
と

れ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

２
  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
目
標
を
、
そ
の
達
成

状
況
を
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ

、
品

質
方

針
と

整
合

的
な

も
の

と
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

 
(
2
) 
品
質
目
標
は
，
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
，

品
質
方
針
と
の
整
合
を
と
る
。
 

(
2
) 

品
質
目
標
は
，
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で

，

品
質
方
針
と
の
整
合
が
と
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

5
.
4.
2 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
次
の
事
項
を
確
実
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
計
画
の
策
定
）

  

 

 
2
.
4.
2
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
計

画

（
5.
4.
2）

 

(
1
) 
社
長
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

5
.
4.
2 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

 

社
長
は
，
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
品
質
目
標
に
加
え
て

4
.1

に
規
定
す
る
要
求

事
項
を
満
た
す
た
め
に
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

維
持

に
つ

い
て

の
計

画

を
策
定
す
る
。
 

第
十
二
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ

ス
テ

ム
が

第
三

条
の

規
定

及
び

品
質

目
標

に
適

合
す
る
よ
う
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
計
画
が

策
定

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  

 
(
a
) 
発
電
管
理
室
長
，
考
査
・
品
質
監
査
室
長
及

び
各

発
電

所
長

が
，

品
質

目
標

に
加

え
て

1
.
1.
1（

一
般
要

求
事

項
）
に

規
定
す

る
要
求

事
項
を
満
た
す
た
め
に
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

維
持

に
つ

い
て

の
計

画

を
策
定
す
る
。
 

a
)
 

品
質

目
標

に
加

え
て

4.
1
（

一
般

要
求

事

項
）

に
規

定
す

る
要

求
事

項
を

満
た

す
た

め

に
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

維
持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計

画
し
，
実
施
す
る
場
合
に
は
，
そ
の
変
更
が
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

全
体

の
体

系

に
対

し
て

矛
盾

な
く

，
整

合
性

が
取

れ
て

い

る
。
 

２
  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム

の
変
更
を
計
画
し
、
及
び
実
施
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
が
不
備
の

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

 
(
b
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
変

更
を

計
画
し
，
実
施
す
る
場
合
に
は
，
そ
の
変
更
が

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

全
体

の
体

系

に
対

し
て

矛
盾

な
く

，
整

合
性

が
と

れ
て

い

る
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
第
１
図
に
掲
げ
る

委
員
会
に
て
審
議
す
る
。
 

b
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
変

更
を

計
画
し
，
実
施
す
る
場
合
に
は
，
そ
の
変
更
が

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
全

体
の

体

系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
，
整
合
性
が
取
れ
て
い

る
。
 

    ・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

5
.
5 
責
任
，
権
限
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

5
.
5.
1 
責
任
及
び
権
限
 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
責
任
及
び
権
限
が
定

め
ら
れ
，
組
織
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
責
任
及
び
権
限
）

  

第
十
三
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
部
門
及
び
職
員
の

責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責

任
を
含
む

。）
及
び
権
限
が
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ

れ
、
周
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

第
１
３
条
（
責
任
及
び
権
限
）
 

１
 
規

則
第

１
３

条
に

規
定

す
る

「
保

安
活

動
の

内

容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
」
と
は
、「

担
当
業
務

に
応
じ
て
、
組
織
内
及
び
組
織
外
に
対
し
保
安
活

動
の
内
容
を
説
明
す
る
責
任
」
を
い
う
。

  

2
.
5 

責
任
，
権
限
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
－
シ
ョ
ン
 

2
.
5.
1 

責
任
及
び
権
限
（
5
.5
.1
）
 

(
1
) 
組
織
に
お
け
る
社
長
と
考
査
・
品
質
監
査
室
長

の
責
任
と
権
限
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。
そ
れ

以
外

の
組

織
の

責
任

と
権

限
に

つ
い

て
は

，
「

発

電
部
門
に
係
る
品
質
管
理
要
項
」
に
定
め
る
。
 

(
a
) 
社
長
 

管
理

責
任

者
を

指
揮

し
，

発
電

所
に

お
け

る

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
構

築
，

実

施
及

び
維

持
並

び
に

そ
の

有
効

性
の

継
続

的

な
改
善
を
統
括
す
る
。
 

(
b
) 
考
査
・
品
質
監
査
室
長
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
内

部
監

査

業
務
を
行
う
責
任
と
権
限
を
有
す
る
。
 

(
2
) 
本
店
の
各
室
長
は
，
室
内
に
グ
ル
ー
プ
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
グ
ル
ー
プ
の
分
掌
業

5
.
5 

責
任
・
権
限
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

5
.
5.
1 

責
任
及
び
権
限
 

社
長
は
，
別
添
１
の
保
安
に
関
す
る
職
務
及
び
別

添
2
の
主
任
技
術
者
の
職
務
に
定
め
る
責
任
（
保

安
活

動
の

内
容

に
つ

い
て

説
明

す
る

責
任

を
含

む
。
）

及
び
権

限
が
定

め
ら
れ

，
組
織

全
体
に
周

知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

  ・
社
内
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

21



(1
7/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

務
は
業
務
体
制
表
に
よ
っ
て
示
す
。
 

(
3
) 
各
室
所
長
は
，
自
己
の
責
任
に
お
い
て
与
え
ら

れ
た
権
限
の
一
部
を
下
級
職
位
に
再
配
分
し
，
行

使
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
4
) 
各
発
電
所
長
は
，
前
項
の
権
限
の
再
配
分
を
行

う
場
合
は
，
再
配
分
を
行
う
職
位
及
び
そ
の
権
限

等
に
つ
い
て
「
権
限
再
配
分
要
領
」
に
定
め
る
。
 

 
（
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
）

  

第
十
五
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
プ
ロ
セ
ス
を
管
理

監
督
す
る
責
任
者
（
以
下
「
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
」

と
い
う

。）
に
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
責
任
及

び
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
１
５
条
（
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
）
 

１
 
規

則
第

１
５

条
に

規
定

す
る

「
プ

ロ
セ

ス
を

管

理
監
督
す
る
責
任
者

」
と
は
、
「
職
務
権
限
を
示

す
文
書
に
お
い
て
、
責
任
及
び
権
限
を
付
与
さ
れ

て
い

る
者

並
び

に
プ

ロ
セ

ス
を

規
定

し
た

手
順

書
の

制
定

及
び

改
廃

の
権

限
を

持
つ

者
」

を
い

う
。
 

 
5
.
5.
1
の

2 
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
 

社
長
は
，
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
，
所
掌
す
る

業
務
に
関
し
て
，
次
に
示
す
責
任
及
び
権
限
を
与

え
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
一

 
 
 

プ
ロ
セ

ス
責
任

者
が

管
理
す

る
個
別
業

務
の
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と

と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

  

２
 
規

則
第

１
５

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

が
維
持
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。

  

 
a
) 

プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
，
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
，
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
二

 
 
 

プ
ロ
セ

ス
責
任

者
が

管
理
す

る
個
別
業

務
に

従
事

す
る

職
員

の
個

別
業

務
等

要
求

事

項
に

つ
い

て
の

認
識

が
向

上
す

る
よ

う
に

す

る
こ
と
。

  

 
 

b
) 

業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
，
業
務
・
原
子
炉

施
設

に
対

す
る

要
求

事
項

に
つ

い
て

の
認

識

を
高
め
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
三

 
 
 

プ
ロ
セ

ス
責
任

者
が

管
理
す

る
個
別
業

務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
こ
と
。

  

 
 

c
)
 

成
果

を
含

む
実

施
状

況
に

つ
い

て
評

価
す

る
(5
.4
.1

及
び

8
.2
.3
 参

照
)。

 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 
四

 
 
 

安
全
文

化
を
醸

成
す

る
た
め

の
活
動
を

促
進
す
る
こ
と
。
 

３
 
規

則
第

１
５

条
第

４
号

に
規

定
す

る
「

活
動

を

促
進
す
る
こ
と
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
、
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
」
で
あ
る
。
 

 
d
)
 

安
全

文
化

を
醸

成
す

る
た

め
の

活
動

を
促

進
す
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

5
.
5.
2 
管
理
責
任
者
 

(
1
) 
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
組
織
の
管
理
層
の

中
か

ら
管

理
責

任
者

を
任

命
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

 

（
管
理
責
任
者
）

  

 

第
１
４
条
（
管
理
責
任
者
）

  

 

2
.
5.
2 

管
理
責
任
者
（
5
.5
.2
）
 

(
1
) 
社
長
は
，
次
項
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遂
行

し
う
る
能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
，
次
の
と
お
り

管
理
責
任
者
を
任
命
す
る
。
 

(
a
) 

発
電
部
門
管
理
責
任
者
 
 
 
 
（
発
電
管
理

室
長
）
 

(
b
) 

監
査
管
理
責
任
者
 
 
 
 
 
 
 
 
（
考
査
・
品

質
監
査
室
長
）
 

5
.
5.
2 

管
理
責
任
者
 

(
1
) 

社
長
は
，
安
全
室
を
担
当
す
る
取
締
役
（
以
下

「
安
全
室
担
当
取
締
役
」
と
い
う
。）

及
び
考
査
・

品
質
監
査
室
長
を
管
理
責
任
者
に
任
命
す
る
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
) 
管
理
責
任
者
は
，
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任

と
か
か
わ
り
な
く
，
次
に
示
す
責
任
及
び
権
限
を

第
十
四
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ

ス
テ
ム
を
管
理
監
督
す
る
責
任
者
（
以
下
「
管
理

１
 
規

則
第

１
４

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

が
維
持
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

(
2
) 
発
電
部
門
管
理
責
任
者
は
，
与
え
ら
れ
て
い
る

他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
，
次
に
示
す
管
理
責

(
2
)
 

安
全

室
担

当
取

締
役
は

，
与

え
ら

れ
て

い
る

他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
，
次
に
示
す
管
理
責

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(1
8/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

責
任
者
」
と
い
う

。）
に
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係

る
責
任
及
び
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

れ
て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

任
者
と
し
て
の
責
任
と
権
限
を
も
つ
。
 

任
者
と
し
て
の
責
任
及
び
権
限
を
も
つ
。
 

ａ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ

ロ
セ
ス
の
確
立
，
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に
す

る
。
 

一
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
が
確

立
さ

れ
、
実

施
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ
セ
ス
の
確
立
，
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に

す
る
。
 

a
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ
セ
ス
の
確
立
，
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に

す
る
。
 

 

ｂ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含

む
実

施
状

況
及

び
改

善
の

必
要

性
の

有
無

に

つ
い

て
，

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

報
告

す

る
。
 

二
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
の

実
施
状
況

及
び

そ
の

改
善

の
必

要
性

に
つ

い
て

経
営

責

任
者
に
報
告
す
る
こ
と
。

  

 
(
b
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
成

果
を

含
む

実
施

状
況

及
び

改
善

の
必

要
性

の
有

無

に
つ
い
て
，
社
長
に
報
告
す
る
。
 

b
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
成

果
を

含
む

実
施

状
況

及
び

改
善

の
必

要
性

の
有

無

に
つ
い
て
，
社
長
に
報
告
す
る
。
 

 

ｃ
）
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
，
原
子
力
安
全
に
つ

い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

三
 
 
 

部
門
に

お
い
て

、
関

係
法
令

を
遵
守
す

る
こ

と
そ

の
他

原
子

力
の

安
全

を
確

保
す

る

こ
と

に
つ

い
て

の
認

識
が

向
上

す
る

よ
う

に

す
る
こ
と
。

  

 
(
c
) 
組
織
全
体
（
考
査
・
品
質
監
査
室
長
を
除
く

）

に
わ

た
っ

て
原

子
力

安
全

に
つ

い
て

の
認

識

を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

c
) 

組
織
全
体
（
考
査
・
品
質
監
査
室
を
除
く

。）

に
わ
た
っ
て
，
関
係
法
令
の
遵
守
及
び
原
子
力

安
全

に
つ

い
て

の
認

識
を

高
め

る
こ

と
を

確

実
に
す
る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

 
 

 
(
3
) 
監
査
管
理
責
任
者
は
，
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の

責
任
と
か
か
わ
り
な
く
，
次
に
示
す
管
理
責
任
者

と
し
て
の
責
任
と
権
限
を
も
つ
。
 

(
3
) 

考
査
・
品
質
監
査
室
長
は
，
与
え
ら
れ
て
い
る

他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
，
次
に
示
す
管
理
責

任
者
と
し
て
の
責
任
及
び
権
限
を
も
つ
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
 

 
(
a
) 
内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

の

確
立
，
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

a
) 

内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

の

確
立
，
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

 

 
 

 
(
b
) 
内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
成

果
を

含
む

実
施

状

況
及
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
，
社

長
に
報
告
す
る
。
 

b
) 

内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
成

果
を

含
む

実
施

状

況
及
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
，
社

長
に
報
告
す
る
。
 

 

 
 

 
(
c
) 
内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
組
織
全
体

に
わ
た
っ
て
，
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

c
) 

内
部
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
，
組
織
全
体

に
わ
た
っ
て
，
関
係
法
令
の
遵
守
及
び
原
子
力

安
全

に
つ

い
て

の
認

識
を

高
め

る
こ

と
を

確

実
に
す
る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

注
記
１
 
管
理
責
任
者
の
責
任
に
は
，
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
外

部
と

連
絡

を
と

る
こ

と
も

含
め

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

注
記
２
 
管
理
責
任
者
は
，
上
記
の
責
任
及
び
権
限

を
も
つ
限
り
，
一
人
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
 

 
 

 
 

 

5
.
5.
3 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
組
織
内
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
適

切
な

プ
ロ

セ
ス

が
確

立
さ

れ
る

こ
と

を
確

実
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
ま
た
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有

（
内
部
情
報
伝
達
）

  

第
十
六
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
適
切
に
情
報
の
伝

達
が

行
わ

れ
る

仕
組

み
が

確
立

さ
れ

て
い

る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
伝
達
が
品
質
管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

の
実

効
性

に
注

意
を

払
い

つ
つ

第
１
６
条
（
内
部
情
報
伝
達
）
 

１
 規

則
第
１
６
条
に
規
定
す
る
「
実
効
性
」
と
は

、

Ｊ
Ｉ

Ｓ
 
Ｑ

９
０

０
１

で
使
用

さ
れ

て
い

る
「

有

効
性
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

2
.
5.
3 

内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（

5.
5.
3）

 

(
1
) 
社
長
は
，
組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文

書
で

定
め

た
品

質
保

証
委

員
会

等
の

会
議

体
及

び
文
書
等
を
と
お
し
て
，
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る

5
.
5.
3 

内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

社
長
は
，
「
品

質
保
証

規
程
」

に
基
づ

き
組
織
内

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

適
切

な
プ

ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
ま

た
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(1
9/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

効
性

に
関

し
て

の
情

報
交

換
が

行
わ

れ
る

こ
と

を
確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

よ
う
に
す
る
。
 

(
2
) 
社
長
は
，
品
質
保
証
委
員
会
及
び
品
質
保
証
運

営
委
員
会
を
と
お
し
て
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
に

関
し

て
の

情
報

交
換

が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

に
て
確
認
す
る
。
 

(
3
) 
品
質
保
証
委
員
会
の
委
員
長
は
，
社
長
が
指
名

す
る
副
社
長
と
す
る
。
ま
た

，
品
質
保
証
運
営
委

員
会
の
委
員
長
は
，
発
電
所
長
と
す
る
。
 

(
4
) 

品
質

保
証

委
員

会
及

び
品

質
保

証
運

営
委

員

会
の
構
成
，
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
，

別
に
定
め
る
。
 

関
し

て
の

情
報

交
換

が
行

わ
れ

る
こ

と
を

次
の

活
動
に
よ
り
確
実
に
す
る
。
 

a
) 

会
議
（
品
質
保
証
委
員
会
，
品
質
保
証
運
営

委
員
会
，
原
子
炉
施
設
保
安
委
員
会
，
原
子
炉

施
設
保
安
運
営
委
員
会
等
）
 

b
)
 
文
書

（
電
磁

的
記
録

媒
体
を
含

む
。
）
に
よ

る
周
知
，
指
示
及
び
報
告
 

  ・
内

部
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
活
動
を
具
体
的
に
記
載
し
た
。
 

5
.
6 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

5
.
6.
1 
一
般
 

(
1
)
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
，

組
織

の
品

質
マ

ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が

，
引
き
続
き
，
適
切

，
妥

当
か

つ
有

効
で

あ
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め

に
，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で
品
質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
レ

ビ
ュ

ー
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 

（
経
営
責
任
者
照
査
）

  

 第
十
七
条

  
 
経
営
責
任
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
及
び
実
効
性
の

維
持
を
確
認
す
る
た
め
の
照
査
（
品
質
管
理
監
督

シ
ス
テ
ム
、
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の
改
善
の

余
地
及
び
変
更
の
必
要
性
の
評
価
を
含
む
。
以
下

「
経
営
責
任
者
照
査
」
と
い
う

。）
を
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
間
隔
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
１
７
条
（
経
営
責
任
者
照
査
）
 

１
 
規

則
第

１
７

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
維
持
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
有
効
で
あ
る
こ
と
」
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。

  

２
 
規

則
第

１
７

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

あ
ら

か

じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔

」
と
は
、
「
必
ず
し

も
定

期
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
品
質
管
理
監
督
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
な

有
効

性
を

確
実

に
す

る
た

め
に
必
要
と
判
断
さ
れ
た
間
隔
」
を
い
う
。
 

2
.
6 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

2
.
6.
1
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

の
実

施

（
5.
6.
1）

 

(
1
) 
社
長
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
，

引
き
続
き
，
適
切

，
妥
当
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め

に
，
「

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー
要
項
」
に
基
づ
き

，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
間

隔
で

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
レ

ビ
ュ
ー
す
る
。
な
お

，
発
電
部
門
管
理
責
任
者
及

び
監
査
管
理
責
任
者
は
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ

ー
へ

の
イ

ン
プ

ッ
ト

情
報

を
ま

と
め

社
長

へ
報

告
す
る
。
 

5
.
6 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

5
.
6.
1 

一
般
 

 (
1
)
 

社
長

は
，

組
織

の
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス

テ
ム
が
，
引
き
続
き
，
適
切
，
妥
当
か
つ
有
効
で

あ
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め

に
，
「

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
要
項
」
に
基
づ
き
，
あ
ら
か
じ
め

定
め

ら
れ

た
間

隔
で

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

    ・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

(
2
)
こ

の
レ

ビ
ュ

ー
で

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ

ス
テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
，
並
び
に
品
質
方

針
及

び
品

質
目

標
を

含
む

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
変

更
の

必
要

性
の

評
価

も
行

わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

(
2
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
で
は
，
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
，
並
び

に
品

質
方

針
及

び
品

質
目

標
を

含
む

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
変

更
の

必
要

性
を

評
価

す
る
。
 

(
2
)
 

こ
の

レ
ビ

ュ
ー
で

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
，
並
び
に
品
質

方
針

及
び

品
質

目
標

を
含

む
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必
要
性
の
評
価
も
行
う
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
の

結
果

の
記

録
は

，

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照

)。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
経
営
責
任
者
照

査
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 

発
電

部
門

管
理

責
任

者
及

び
監

査
管

理
責

任

者
は
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録

を
，
「

品
質

記
録

管
理

要
項

」
に

基
づ

き
保

存
す

る
。
 

(
3
)
 

管
理

責
任

者
は

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ
ー

の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

5
.
6.
2 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

は
，
次
の
情
報
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
経
営
責
任
者
照
査
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
入
力
情
報
）
  

第
十
八
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲

げ
る

プ
ロ

セ
ス

入
力

情
報

に
よ

っ
て

経
営

責
任

者
照
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
１
８
条
（
経
営
責
任
者
照
査
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
入

力
情
報
）
 

 

2
.
6.
2
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
（

5.
6.
2）

 

(
1
) 

発
電

部
門

管
理

責
任

者
及

び
監

査
管

理
責

任

者
は

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
を
含
め
る
。
 

5
.
6.
2
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

へ
の
イ

ン
プ

ッ

ト
 

管
理
責
任
者
は
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
に
次
の
情
報
を
含
め
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

24



(2
0/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

a
)
 監

査
の
結
果
 

一
  
 
監
査
の
結
果

  

 

１
 
規

則
第

１
８

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

監
査

の

結
果
」
と

は
、
「
内
部
監
査
の
結
果
及
び
該
当
す

る
場
合
は
外
部
監
査
の
結
果
」
を
い
う
。
 

(
a
) 
監
査
の
結
果
 

a
) 

監
査
の
結
果
 

 

b
)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け

止
め
方
 

二
 
 
 

発
電
用

原
子
炉

施
設

の
外
部

の
者
か
ら

の
意
見

  

２
 
規

則
第

１
８

条
第

２
号

に
規

定
す

る
「

発
電

用

原
子
炉
施
設
以
外
の
者
か
ら
の
意
見
」
と
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ

 
Ｑ

９
０

０
１

で
使

用
さ

れ
て

い
る

「
顧

客

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
 

(
b
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
関

す
る

外
部

の
受

け
止
め
方
 

b
)
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
関

す
る

外
部

の
受

け
と
め
方
 

 

c
)
 
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
並
び
に

検
査
及
び
試
験
の
結
果
 

三
  
 
プ
ロ
セ
ス
の
実
施
状
況

  

四
  
 
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
検
査
の
結
果

  

五
  
 
品
質
目
標
の
達
成
状
況

  

 
(
c
) 

プ
ロ

セ
ス

の
成

果
を

含
む

実
施

状
況

並
び

に
検
査
及
び
試
験
の
結
果
 

c
) 

プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質

目
標
の
達

成
状
況

を
含
む
。
）
並
び
に

検
査
及

び
試
験
の
結
果
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

d
)
 予

防
処
置
及
び
是
正
処
置
の
状
況
 

八
  
 
是
正
処
置
（
不
適
合
（
要
求
事
項
に
適
合

し
な
い
状

態
を
い

う
。
以

下
同

じ
。）

に
対
す

る
再

発
防

止
の

た
め

に
行

う
是

正
に

関
す

る

処
置
を
い

う
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
予

防
処
置

（
生

じ
る

お
そ

れ
の

あ
る

不
適

合
を

防
止

す

る
た
め
の
予
防
に
関
す
る
処
置
を
い
う
。
以
下

同
じ

。）
の
状
況
  

 
(
d
) 
予
防
処
置
及
び
是
正
処
置
の
状
況
 

d
) 

予
防
処
置
及
び
是
正
処
置
の
状
況
 

 

 
六

 
 
 

安
全
文

化
を
醸

成
す

る
た
め

の
活
動
の

実
施
状
況

  

七
  
 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況

  

３
 
規

則
第

１
８

条
第

６
号

に
規

定
す

る
「

安
全

文

化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
」
に
は
、
例
え
ば
以

下
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

個
人

及
び

集
団

と
し

て

の
決
意
を
表
明
し
、
実
践
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

当
事

者
意

識
を

高
め

る

こ
と
。
 

・
信
頼
、
協
働
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

奨
励
し
、
よ
り
良
い
労
働
環
境
条
件
の
改
善
に
努

め
、
人
的
・
組
織
的
問
題
の
報
告
を
重
視
す
る
開

か
れ
た
文
化
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う

に
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
欠
陥
に
関
す
る

報
告
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
 

・
特

定
さ

れ
た

問
題

及
び

改
善

提
案

に
対

す
る

迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
 

・
組
織
が
、
継
続
的
に
、
安
全
と
安
全
文
化
を
高
め

、

改
善
す
る
た
め
の
手
段
を
持
つ
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

組
織

及
び

個
人

の
責

任

と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
 

 
e
)
 

安
全

文
化

を
醸

成
す

る
た

め
の

活
動

の
実

施
状
況
 

f
) 

関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
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(2
1/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

・
原
子
力

安
全
に
関
し
、
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

お
い

て
問

い
掛

け
る

姿
勢

及
び

学
習

す
る

姿
勢

を
奨
励
し
、
慢
心
を
戒
め
る
た
め
の
方
策
を
模
索

し
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
組

織
内

で
の

安
全

及
び

安
全

文
化

に
関

す
る

重

要
な

要
素

に
つ

い
て

共
通

の
理

解
を

促
進

す
る

こ
と
。
 

・
自

ら
の

業
務

及
び

職
場

環
境

に
関

連
し

た
リ

ス

ク
を
認
識
し
、
起
こ
り
う
る
結
果
を
理
解
す
る
こ

と
。
 

・
全

て
の

活
動

に
お

い
て

慎
重

な
意

志
決

定
を

す

る
こ
と
。
 

e
)
 
前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結

果
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

九
 
 
 

従
前
の

経
営
責

任
者

照
査
の

結
果
を
受

け
て
講
じ
た
措
置

  

 
(
e
) 

前
回

ま
で

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
の

結
果
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

g
)
 

前
回

ま
で

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
の

結
果
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

 

f
)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
変
更
 

十
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
に

影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更
 

 
(
f
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
影

響
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
変
更
 

h
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
影

響
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
変
更
 

 

g
)
 改

善
の
た
め
の
提
案
 

十
一
 
 
 
部
門

又
は
職

員
等

か
ら
の

改
善
の
た

め
の
提
案
 

 
(
g
) 
改
善
の
た
め
の
提
案
 

i
) 

改
善
の
た
め
の
提
案
 

 

5
.
6.
3 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

か
ら

の
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
か

ら
の

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
に
は
，
次
の
事
項
に
関
す
る
決
定
及
び
処
置
す

べ
て
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
経
営
責
任
者
照
査
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
）
  

第
十
九
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
経
営
責

任
者

照
査

か
ら

次
に

掲
げ

る
事

項
に

係
る

情
報

を
得
て
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

  

 

第
１
９
条
（
経
営
責
任
者
照
査
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出

力
情
報
）
 

１
 
規

則
第

１
９

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
維
持
に
必
要
な
改
善

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０

０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
有
効
性
の
改
善
」
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

2
.
6.
3
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

か
ら

の
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト
（

5.
6.
3）

 

(
1
) 
社
長
は
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関

す
る
決
定
及
び
処
置
す
べ
て
を
含
め
る
。
 

5
.
6.
3
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ビ

ュ
ー

か
ら
の

ア
ウ

ト

プ
ッ
ト
 

社
長
は
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
，
次
の
事
項
に
関
す
る
決
定
及
び
処

置
す
べ
て
を
含
め
る
。
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
の
プ

ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
改
善
 

一
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
及

び
プ
ロ
セ

ス
の
実
効
性
の
維
持
に
必
要
な
改
善

  

 
(
a
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

及
び

そ
の

プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
改
善
 

a
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

及
び

そ
の

プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
改
善
 

 

b
)
 業

務
の
計
画
及
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善
 

二
 
 
 

個
別
業

務
に
関

す
る

計
画
及

び
個
別
業

務
の
実
施
に
関
連
す
る
保
安
活
動
の
改
善

  

 
(
b
) 
業
務
の
計
画
及
び
実
施
に
係
る
改
善
 

b
) 

業
務
の
計
画
及
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善
 

 

c
)
 資

源
の
必
要
性
 

三
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
の

妥
当
性
及

び
実

効
性

の
維

持
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要

な
資
源
 

２
 
規

則
第

１
９

条
第

３
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
維
持
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
c
) 
資
源
の
必
要
性
 

c
) 

資
源
の
必
要
性
 

 

6
．
 資

源
の
運
用
管
理
 

6
.
1 
資
源
の
提
供
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
明
確
に

し
，
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
 
 
第
四
章
 
資
源
の
管
理
監
督
 

（
資
源
の
確
保
）

  

第
二
十
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安
の

た
め
に
必
要
な
資
源
を
明
確
に
し
、
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
3
. 

資
源
の
運
用
管
理
 

3
.
1 

資
源
の
提
供
 

3
.
1.
1 

資
源
の
提
供
（
6
.1
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
明
確

に
し
，
提
供
す
る
。
 

6
. 

資
源
の
運
用
管
理
 

 6
.
1 

資
源
の
提
供
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
明
確
に

し
，
提
供
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

6
.
2 
人
的
資
源
 

（
職
員
）

  
第
２
１
条
（
職
員
）
 

3
.
1.
2 

人
的
資
源
（
6
.2
）
 

6
.
2 

人
的
資
源
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(2
2/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

6
.
2.
1 
一
般
 

 
原

子
力

安
全

の
達

成
に

影
響

が
あ

る
業

務
に

従

事
す
る
要
員
は

，
適
切
な
教
育
，
訓
練
，
技

能
及

び
経

験
を

判
断

の
根

拠
と

し
て

力
量

が
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

 

第
二
十
一
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
職
員

に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を

も
っ

て
そ

の
能

力
が

実
証

さ
れ

た
者

を
充

て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

一
  
 
適
切
な
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

  

二
 
 
 

所
要

の
技

能
及

び
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。
 

１
 規

則
第
２
１
条
に
規
定
す
る
「
能
力
」
と
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０
０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
力
量

」

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 

 (
1
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
が

あ
る

業
務

に

従
事
す
る
要
員
は

，「
力
量
設
定
管
理
要
項
」
に
基

づ
き
適
切
な
教
育
・
訓
練

，
技
能
及
び
経
験
を
判

断
の
根
拠
と
し
て
力
量
を
有
す
る
こ
と
。
 

6
.
2.
1 

一
般
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
が

あ
る

業
務

に
従

事
す
る
要
員
は
，
適
切

な
教
育
，
訓
練
，
技
能
及

び
経

験
を

判
断

の
根

拠
と

し
て

力
量

を
有

す
る

こ
と
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記
 

原
子
力
安
全
の

達
成

は
，
品

質
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
内

の
業

務
に

従
事

す
る

要
員

に
よ
っ
て
，
直
接
的
に
又
は
間
接
的
に
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

 

6
.
2.
2 
力
量
，
教
育
・
訓
練
及
び
認
識
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

（
教
育
訓
練
等
）

  

第
二
十
二
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に

掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
２
２
条
（
教
育
訓
練
等
）
 

 

 (
2
) 
組
織
は
，
次
の
各
号
に
該
当
す
る
事
項
を
「
力

量
設
定
管
理
要
項
」
に
定
め
，
実
施
す
る
。
 

6
.
2.
2 

力
量
，
教
育
・
訓
練
及
び
認
識
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
「
力
量
設
定
管
理
要
項
」

に
定
め
，
実
施
す
る
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に

従
事

す
る

要
員

に
必

要
な

力
量

を
明

確
に

す

る
。
 

一
 
 
 

職
員
に

ど
の
よ

う
な

能
力
が

必
要
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
。

  

１
 
規

則
第

２
２

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

ど
の

よ

う
な
能
力
が
必
要
か
を
明
確
に
す
る
」
と
は
、
例

え
ば
、
「
そ
の
職
員
が
行
う
業
務
の
性
質
（

作
業

レ
ベ
ル
又
は
管
理
レ
ベ
ル
等
）
を
踏
ま
え
、
必
要

な
能
力
（
力
量
）
を
定
め
る
こ
と
」
を
い
う
。
 

(
a
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
が

あ
る

業
務

に
従

事
す

る
要

員
に

必
要

な
力

量
を

明
確

に

す
る
。
 

a
)
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
影

響
が

あ
る

業
務

に
従

事
す

る
要

員
に

必
要

な
力

量
を

明
確

に

す
る
。
 

 

b
)
 
該
当
す
る
場
合
に
は
（
必
要
な
力
量
が
不
足

し
て
い
る

場
合
に

は
）
，
そ
の

必
要
な

力
量
に

到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
・
訓
練

を
行
う
か
，
又
は
他
の
処
置
を
と
る
。
 

二
 
 
 

職
員
の

教
育
訓

練
の

必
要
性

を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
 

三
 
 
 

前
号
の

教
育
訓

練
の

必
要
性

を
満
た
す

た
め

に
教

育
訓

練
そ

の
他

の
措

置
を

講
ず

る

こ
と
。
 

２
 
規

則
第

２
２

条
第

３
号

に
規

定
す

る
「

そ
の

他

の
措
置
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
必
要
な
能
力
を
有

す
る
職
員
を
新
た
に
配
属
又
は
雇
用
す
る
こ
と
」

を
い
う
。
 

(
b
) 
必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
，
必

要
な

力
量

に
到

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
教
育
・
訓
練
を
行
う
か
，
又
は
他
の
処
置
を

と
る
。
 

b
) 

必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
，

そ
の

必
要

な
力

量
に

到
達

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ
う
に
教
育
・
訓
練
を
行
う
か
，
又
は
他
の

処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 
教
育
・
訓
練
又
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。
 

四
 
 
 

前
号
の

措
置
の

実
効

性
を
評

価
す
る
こ

と
。
 

３
 
規

則
第

２
２

条
第

４
号

に
規

定
す

る
「

実
効

性

を
評
価
す
る
」
と

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使

用
さ
れ
て
い
る
「
有
効
性
を
評
価
す
る
」
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
c
) 
教
育
・
訓
練
又
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。
 

c
) 

教
育
・
訓
練
又
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。
 

 

d
)
 
組
織
の
要
員
が
，
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味

及
び
重
要
性
を
認
識
し
，
品
質
目
標
の
達
成
に

向
け

て
自

ら
が

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か

を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

五
 
 
 

職
員
が

、
品
質

目
標

の
達
成

に
向
け
て

自
ら

の
個

別
業

務
の

関
連

性
及

び
重

要
性

を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
貢
献
の
方
途
を

認
識
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

  

 
(
d
) 
組
織
の
要
員
が
，
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味

及
び
重
要
性
を
認
識
し
，
品
質
目
標
の
達
成
に

向
け

て
自

ら
が

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か

を
認
識
さ
せ
る
。
 

d
) 

組
織
の
要
員
が
，
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味

及
び
重
要
性
を
認
識
し
，
品
質
目
標
の
達
成
に

向
け

て
自

ら
が

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か

を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

e
)
 
教
育
，
訓
練
，
技
能
及
び
経
験
に
つ
い
て
該

当
す
る
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4

参
照

)。
 

六
 
 
 

職
員
の

教
育
訓

練
、

技
能
及

び
経
験
に

つ
い
て
適
切
な
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理

す
る
こ
と
。
 

 
(
e
) 
教
育
・
訓
練
，
技
能
及
び
経
験
に
つ
い
て
該

当
す
る
記
録
を
作
成
し
，
保
存
す
る
。
 

e
) 

教
育
，
訓
練
，
技
能
及
び
経
験
に
つ
い
て
該

当
す
る
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

6
.
3 
原
子
力
施
設
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な

原
子
力
施
設
を
明
確
に
し
，
維
持
管
理
し
な
け
れ

（
業
務
運
営
基
盤
）

  

第
二
十
三
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安

の
た
め
に
必
要
な
業
務
運
営
基
盤
（
個
別
業
務
に

第
２
３
条
（
業
務
運
営
基
盤
）

  

１
 規

則
第
２
３
条
に
規
定
す
る
「
業
務
運
営
基
盤

」

と
は

、
Ｊ

Ｉ
Ｓ

 
Ｑ

９
０

０
１

で
使

用
さ

れ
て

い

3
.
1.
3 

原
子
力
施
設
（
6
.3
）
 

 (
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要

6
.
3
 

原
子

炉
施

設
及

び
イ

ン
フ

ラ
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ

ー
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

27



(2
3/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ば
な
ら
な
い
。
 
 

 

必
要
な
施
設
、
設
備
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
を
い

う
。）

を
明
確
に
し
て
、
こ
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

る
「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
る
。

  

な
原
子
力
施
設
を

，「
保
守
管
理
業
務
要
項
」
に
定

め
，
維
持
管
理
す
る
。
 

原
子
炉
施
設
を
「
保
守
管
理
業
務
要
項
」
に
定
め

，

維
持
管
理
す
る
。
ま
た
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の

た
め

に
必

要
な

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

ー
を

明
確
に
し
，
提
供
し
，
維
持
す
る
。
 

の
適
正
化
 

・
併
記
し
た
理
由
は
「
維
持
管
理
」
と

「
維
持
」
は
違
う
こ
と
か
ら
，
管
理
の

程
度
を
明
確
化
し
た
。
 

6
.
4 
作
業
環
境
 

 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な

作
業
環
境
を
明
確
に
し
，
運
営
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 

（
作
業
環
境
）

  

第
二
十
四
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安

の
た
め
に
必
要
な
作
業
環
境
を
明
確
に
し
て
、
こ

れ
を
管
理
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
3
.
1.
4 

作
業
環
境
（
6
.4
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要

な
作
業
環
境
を

4
.1
.1
（
業
務
の
計
画
）
に
係
る

関
連

す
る

規
程

及
び

「
作

業
環

境
測

定
管

理
要

項
」
に
定
め
，
運
営
管
理
す
る
。
 

6
.
4 

作
業
環
境
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な

作
業

環
境

を
業

務
の

計
画

(7
.1
 
参

照
)
に

か
か

わ
る
関
連
す
る
文
書
，
及
び
「
作
業
環
境
測
定
管

理
要
項
」
に
定
め
，
運
営
管
理
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記
 
“
作
業
環
境
”
と
い
う
用
語
は
，
物
理
的
，

環
境
的
及
び
そ
の
他
の
要
因
を
含
む
（
例
え
ば
，

騒
音
，
気
温
，
湿
度
，
照
明
又
は
天
候

），
作
業
が

行
わ
れ
る
状
態
と
関
連
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 

7
.
 業

務
の
計
画
及
び
実
施
 

 7
.
1 
業
務
の
計
画
 

(
1
) 

組
織

は
，

業
務

に
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

を
計

画

し
，
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
第

五
章

 
個

別
業

務
に

関
す

る
計

画
の

策

定
及
び
個
別
業
務
の
実
施
 

（
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
）

  

第
二
十
五
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別

業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

確
立

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  

 
4
. 

業
務
の
計
画
及
び
実
施
 

4
.
1 

第
１
節
 
業
務
の
計
画
 

4
.
1.
1 

業
務
の
計
画
（
7
.1
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
を
達
成
す
る
た
め
の
保

安
活

動
等

に
係

る
個

々
の

業
務

に
必

要
な

計
画

を
規
程
に
定
め
る
。
な
お

，
原
子
力
安
全
を
達
成

す
る

た
め

の
保

安
活

動
等

に
係

る
主

な
業

務
に

は
，
保
守
管
理
，
運
転
管
理

，
燃
料
管
理
，
非
常

時
の
措
置
，
放
射
性
廃
棄
物
管
理
及
び
放
射
線
管

理
が
あ
る
。
 

7
. 

業
務
の
計
画
及
び
実
施
 

 7
.
1 

業
務
の
計
画
 

(
1
) 

組
織
は
，
一
次
文
書
，
二
次
文
書
，
三
次
文
書

に
基
づ
き
，
保
安
活
動
に
関
す
る
業
務
に
必
要
な

プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
，
構
築
す
る
。
 

 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
) 
業
務
の
計
画
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の

そ
の

他
の

プ
ロ

セ
ス

の
要

求
事

項
と

整
合

が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(4
.1

参
照
)。

 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
計
画
（
以
下
「
個
別
業
務
計
画

」

と
い
う

。）
と
、
個
別
業
務
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
以
外

の
プ

ロ
セ

ス
に

係
る

要
求

事
項

と
の

整
合

性
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 
組
織
は
，
業
務
を
計
画
す
る
に
当
た
り
，
品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
そ

の
他

の
プ

ロ
セ

ス
の
要
求
事
項
と
整
合
を
と
る
。
 

(
2
)
 

業
務

の
計

画
は

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
そ

の
他

の
プ

ロ
セ

ス
の

要
求

事
項

と
整

合
が
と
れ
て
い
る
こ
と

(4
.1
 参

照
)
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
) 
組
織
は
，
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
，
次
の
各

事
項

に
つ

い
て

適
切

に
明

確
化

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
計
画

の
策
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
適
切
に
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
3
) 
組
織
は
，
業
務
の
計
画
を
規
程
に
定
め
る
に
当

た
っ
て
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
適

切
に
明
確
化
す
る
。
 

(
3
) 

組
織
は
，
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
，
次
の
各

事
項
に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 業

務
に
対
す
る
品
質
目
標
及
び
要
求
事
項
 

一
 
 
 

個
別
業

務
又
は

発
電

用
原
子

炉
施
設
に

係
る
品
質
目
標
及
び
個
別
業
務
等
要
求
事
項
 

 
(
a
) 
業
務
に
対
す
る
品
質
目
標
及
び
要
求
事
項
 

a
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
及

び
要
求
事
項
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
業
務
に
特
有
な
，
プ
ロ
セ
ス
及
び
文
書
の
確

立
の
必
要
性
，
並
び
に
資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

二
 
 
 

所
要
の

プ
ロ
セ

ス
、

品
質
管

理
監
督
文

書
及
び
資
源
で
あ
っ
て
、
個
別
業
務
又
は
発
電

用
原
子
炉
施
設
に
固
有
の
も
の
 

 
(
b
) 
業
務
に
特
有
な
，
プ
ロ
セ
ス
及
び
文
書
の
確

立
の
必
要
性
，
並
び
に
資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

b
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
，
プ
ロ
セ
ス

及
び
文
書
の
確
立
の
必
要
性
，
並
び
に
資
源
の

提
供
の
必
要
性
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 
そ
の
業
務
の
た
め
の
検
証
，
妥
当
性
確
認
，

監
視
，
測
定
，
検
査
及
び
試
験
活
動
，
並
び
に

三
  
 
所
要
の
検
証
、
妥
当
性
確
認
、
監
視
測
定

並
び
に
検
査
及
び
試
験
（
以
下
「
検
査
試
験
」

 
(
c
) 
業
務
の
た
め
の
検
証
，
妥
当
性
確
認
，
監
視

，

測
定
，
検
査
及
び
試
験
活
動
，
並
び
に
こ
れ
ら

c
) 

そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
，

妥
当
性
確
認
，
監
視

，
測
定
，
検
査
及
び
試
験

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

28
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品
質
保
証
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J
EA
C4
11
1-
20
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工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

こ
れ
ら
の
合
否
判
定
基
準
 

と
い
う
。
）

で
あ
っ

て
、
当

該
個
別
業

務
又
は

発
電

用
原

子
炉

施
設

に
固

有
の

も
の

及
び

個

別
業

務
又

は
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

適
否

を

決
定
す
る
た
め
の
基
準
（
以
下
「
適
否
決
定
基

準
」
と
い
う

。）
 

の
合
否
判
定
基
準
 

活
動
，
並
び
に
こ
れ
ら
の
合
否
判
定
基
準
 

d
)
 
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
の
結
果
が
，
要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

実
証

す
る

た

め
に
必
要
な
記
録

(4
.2
.4

参
照
) 

四
 
 
 

個
別
業

務
又
は

発
電

用
原
子

炉
施
設
に

係
る

プ
ロ

セ
ス

及
び

そ
の

結
果

が
個

別
業

務

等
要

求
事

項
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
実

証

す
る
た
め
に
必
要
な
記
録
 

 
(
d
) 
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
の
結
果
が
，
要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

実
証

す
る

た

め
に
必
要
な
記
録
 

d
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
の

結
果
が
，
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を

実
証

す
る

た
め

に
必

要
な

記
録

(4
.
2.
4 

参

照
) 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
) 
こ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
，
組
織
の
運
営

方
法
に
適
し
た
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
計
画

の
策
定
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
を
、
作
業
方

法
に

見
合

う
形

式
に

よ
る

も
の

と
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 
(
4
) 
規
程
は
，
業
務
の
運
営
方
法
に
適
し
た
形
式
に

す
る
。
 

(
4
)
 

こ
の

計
画

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

，
組

織
の

運

営
方
法
に
適
し
た
形
式
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記
１
 
特
定
の
業
務
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
又
は
契
約

に
適

用
さ

れ
る

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
セ

ス
(
業

務
の

計
画

及
び

実
施

の
プ

ロ
セ

ス
を
含
む
。

) 
及
び
資
源
を
規
定
す
る
文
書
を
，

品
質
計
画
書
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
 

注
記
２
 
組
織
は
，
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
に
当

た
っ
て
，
7.
3
に
規
定
す
る
要
求
事
項
を
適
用
し

て
も
よ
い
。
 

 
 

 
 

 

7
.
2 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

に
関

す
る

プ
ロ

セ

ス
 

7
.
2.
1 
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

 （
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
明
確
化
）

  

第
二
十
六
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に

掲
げ

る
事

項
を

個
別

業
務

等
要

求
事

項
と

し
て

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
２
６
条
（
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
明
確
化
）

  

１
 
規

則
第

２
６

条
第

１
号

に
規

定
す

る
「

発
電

用

原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９

０
０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
顧
客
」
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
 

4
.
2 

業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
の
管
理
 

 4
.
2.
1
 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

の
明

確
化

（
7.
2.
1）

 

(
1
) 
組
織
は
，
業
務
に
対
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る

要
求

事
項

を
規

程
又

は
規

程
に

基
づ

き
作

成
さ

れ
る
文
書
（
以
下
「
文
書
等
」
と
い
う

。）
に
て
明

確
に
す
る
。
 

7
.
2
 

業
務

・
原

子
炉

施
設
に

対
す

る
要

求
事

項
に

関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

7
.
2.
1
 

業
務

・
原

子
炉

施
設
に

対
す

る
要
求

事
項

の
明
確
化
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
業
務
の
計
画
（

7.
1 
参
照

）

に
お
い
て
，
明
確
に
す
る
。
 

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 業

務
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

二
 
 
 

関
係
法

令
の
う

ち
、

当
該
個

別
業
務
又

は
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
も
の

  

 
(
a
) 
業
務
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

a
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・

規
制
要
求
事
項
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
，
業
務
に
不
可
欠

な
要
求
事
項
 

一
 
 
 

発
電
用

原
子
炉

施
設

の
外
部

の
者
が
明

示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
個
別
業
務
又
は
発

電
用

原
子

炉
施

設
に

必
要

な
要

求
事

項
で

あ

っ
て
既
知
の
も
の

  

 
(
b
) 
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
，
業
務
に
不
可
欠

な
要
求
事
項
 

b
) 

明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
，
業
務
・
原
子
炉

施
設
に
不
可
欠
な
要
求
事
項
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 
組
織
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事
項
す

べ
て
 

三
 
 
 

そ
の
他

発
電
用

原
子

炉
設
置

者
が
明
確

に
し
た
要
求
事
項
 

 
(
c
) 

組
織

が
必

要
と

判
断

す
る

す
べ

て
の

追
加

要
求
事
項
 

c
)
 

組
織

が
必

要
と

判
断

す
る

追
加

要
求

事
項

す
べ
て
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
2.
2 
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

（
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
照
査
）

  
 

4
.
2.
2
 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

の
レ

ビ
ュ

ー
7
.
2.
2
 

業
務

・
原

子
炉

施
設
に

対
す

る
要
求

事
項

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

29
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原
子
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け
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め
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品
質
保
証
規
程

J
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1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

(
1
) 
組
織
は
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
を
レ
ビ
ュ

ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
，

業
務
を
行
う
前
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
二
十
七
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別

業
務

の
実

施
又

は
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

使
用

に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め

、
個
別
業
務
等
要
求

事
項
の
照
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

（
7.
2.
2）

 

(
1
) 
組
織
は
，
業
務
を
実
施
す
る
前
に
，
4.
2.
1（

業

務
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化
）
の
業
務
に
対

す
る
要
求
事
項
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1
) 

組
織
は
，
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求

事
項
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
，
そ

の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
実
施
す
る
。
 

の
適
正
化
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

(
2
) 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
，
次
の
事
項
を
確
実
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
照
査
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 
組
織
は
，
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
，
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
2
) 

レ
ビ
ュ
ー
で
は
，
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る

。 
・

保
安

規
定

と
の

整
合

を
図

り
記

載

の
適
正
化
 

a
)
 
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
 

一
 
 
 

当
該
個

別
業
務

又
は

発
電
用

原
子
炉
施

設
に

係
る

個
別

業
務

等
要

求
事

項
が

定
め

ら

れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

が
文

書
等

に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
 

a
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示
さ

れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に
は
，
そ
れ
に
つ
い

て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
 

二
 
 
 

当
該
個

別
業
務

又
は

発
電
用

原
子
炉
施

設
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
、
あ
ら
か

じ
め

定
め

ら
れ

た
個

別
業

務
等

要
求

事
項

と

相
違
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
相
違
点
が

解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
b
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

が
変

更
に

な
っ

た
場
合
に
は
，
文
書
等
に
，
そ
の
変
更
内
容
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
 

b
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が

以
前

に
提

示
さ

れ
た

も
の

と
異

な
る

場
合

に

は
，
そ
れ
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

c
)
 
組
織
が
，
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す

能
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

三
 
 
 

発
電
用

原
子
炉

設
置

者
が
、

あ
ら
か
じ

め
定

め
ら

れ
た

要
求

事
項

に
適

合
す

る
能

力

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
c
) 
組
織
が
，
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す

能
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

c
) 

組
織
が
，
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す

能
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

 

(
3
) 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
，
及
び
そ
の
レ

ビ
ュ

ー
を

受
け

て
と

ら
れ

た
処

置
の

記
録

を
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照

)。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
の
照
査

の
結

果
に

係
る

記
録

及
び

当
該

照
査

の
結

果
に

基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ

れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 
組
織
は
，
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
及
び

そ
の

レ
ビ

ュ
ー

を
受

け
て

と
ら

れ
た

処
置

の
記

録
を
「
品
質
記
録
管
理
要
項

」
に
基
づ
き
保
存
す

る
。
 

(
3
)
 

こ
の

レ
ビ

ュ
ー

の
結

果
の

記
録

，
及
び

そ
の

レ
ビ

ュ
ー

を
受

け
て

と
ら

れ
た

処
置

の
記

録
を

維
持
す
る

(4
.2
.4

参
照
)。

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

が
書

面
で

示
さ

れ

な
い
場
合
に
は
，
組
織
は
そ
の
要
求
事
項
を
適
用

す
る
前
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

(
4
) 
組
織
は
，
規
制
当
局
等
か
ら
，
業
務
に
対
す
る

要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
，
そ

の
要
求
事
項
を

4
.2
.3
（
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
）
に
基
づ
き

，
業
務
に
適
用
す
る
前
に

確
認
し
，
関
連
す
る
組
織
に
通
知
す
る
。
 

(
4
)
 

業
務

・
原

子
炉

施
設
に

対
す

る
要

求
事

項
が

書
面
で
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
，
組
織
は
そ
の
要

求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
確
認
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
記
載
に
な
い
が
，

従
来
よ
り

I
SO
90
01

か
ら
継

承
さ
れ

て
い
る
も
の
で
，
工
認
審
査
基
準
の
要

求
事

項
に

相
反

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と
か
ら

，
J
EA
C

ベ
ー
ス

の
記
載
と

し
た
。
 

(
5
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

が
変

更
さ

れ
た

場

合
に
は
，
組
織
は
，
関
連
す
る
文
書
を
修
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
変
更
後
の
要
求
事
項

が
，
関
連
す
る
要
員
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
等
要

求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
連

す
る

文
書

が
改

訂
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、
関
連
す
る
職
員
に
対
し
変
更
後
の
個
別
業
務

等
要

求
事

項
が

周
知

さ
れ

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
5
) 
組
織
は
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ

れ
た
場
合
に
は
，
規
程
を
「
文
書
取
扱
要
項
」
に

基
づ
き
改
正
す
る
と
と
も
に
，
改
正
後
の
規
程
の

内
容
を
関
連
す
る
組
織
に
通
知
す
る
。
ま
た

，
通

知
を
受
け
た
組
織
は
，
改
正
後
の
規
程
の
内
容
を

関
連
す
る
要
員
に
周
知
し
，
理
解
さ
せ
る
。
 

(
5
)
 

業
務

・
原

子
炉

施
設
に

対
す

る
要

求
事

項
が

変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
，
組
織
は
，
関
連
す
る
文

書
を
修
正
す
る
。
ま
た
，
変
更
後
の
要
求
事
項
が

，

関
連

す
る

要
員

に
理

解
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

実
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
2.
3 
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ

（
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

外
部

の
者

と
の

情
報

の

伝
達
）

  

第
２
８
条
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
と
の

情
報
の
伝
達
）

  

4
.
2.
3
 

外
部

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

（
7.
2.
3）

 

7
.
2.
3 

外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

 

  

30
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原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
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1-
20
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工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
効

果
的

な
方

法
を
明
確
に
し
，
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
二
十
八
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電

用
原

子
炉

施
設

の
外

部
の

者
と

の
情

報
の

伝
達

の
た

め
に

実
効

性
の

あ
る

方
法

を
明

ら
か

に
し

て
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

１
 
規

則
第

２
８

条
に

規
定

す
る

「
発

電
用

原
子

炉

施
設
の
外
部
の
者

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 
Ｑ
９
０
０
１

で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
顧
客
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

２
 
規

則
第

２
８

条
に

規
定

す
る

「
実

効
性

の
あ

る

方
法
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
効
果
的
な
方
法
」
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
関
し
て
規
制
当
局
等

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
効

果
的

な
方

法
を

，
「

官
庁

定
期

報
告

書
作

成
及

び

官
庁
対
応
業
務
要
項
」
等
に
定
め
，
実
施
す
る
。
 

組
織
は
，
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
効

果
的

な
方

法
を
「
官
庁
定
期
報
告
書
作
成
及
び
官
庁
対
応
業

務
要
項
」
に
定
め
，
実
施
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
3 
設
計
・
開
発
 

 

 
 

4
.
3 

設
計
・
開
発
 

7
.
3 

設
計
・
開
発
 

組
織

は
，
次

の
事
項

を
「
設

計
管
理

要
項
」
に

定

め
，
実
施
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
3.
1 
設
計
・
開
発
の
計
画
 

(
1
)組

織
は
，
原
子
力
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を

策
定
し
，
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
設
計
開
発
計
画
）

  

第
二
十
九
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計

開
発
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
必
要
な
要
求
事
項

を
考
慮
し
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
仕
様
を
定
め

る
こ

と
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）

の
計

画
（

以
下

「
設
計
開
発
計
画
」
と
い
う
。）

を
策
定
す
る
と
と

も
に

、
設

計
開

発
を

管
理

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  

第
２
９
条
（
設
計
開
発
計
画
）
 

  

4
.
3.
1 

設
計
・
開
発
の
計
画
（
7
.3
.
1）

 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
施
設
の
改
造
・
増
設
工
事
の

設
計
・
開
発
を
確
実
に
行
う
た
め
に
，「

設
計
管
理

要
項
」
を
定
め
，
管
理
す
る
。
 

 

7
.
3.
1 

設
計
・
開
発
の
計
画
 

(
1
) 

組
織
は
，
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画

を
策
定
し
，
管
理
す
る
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
)設

計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
，
組
織
は
，
次
の

事
項
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 

組
織
は

，「
設
計
管
理
要
項
」
を
定
め
る
に
当

た
っ
て
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
確
に
す

る
。
 

(
2
) 

設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
，
組
織
は
，
次

の
事
項
を
明
確
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 設

計
・
開
発
の
段
階
 

一
  
 
設
計
開
発
の
段
階
 

 
(
a
) 
設
計
・
開
発
の
段
階
 

a
) 

設
計
・
開
発
の
段
階
 

 

b
)
 設

計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー

，

検
証
及
び
妥
当
性
確
認
 

二
 
 
 

設
計
開

発
の
各

段
階

そ
れ
ぞ

れ
に
お
い

て
適
切
な
照
査
、
検
証
及
び
妥
当
性
確
認
 

 
(
b
) 

設
計

・
開

発
の

各
段

階
に

適
し

た
レ

ビ
ュ

ー
，
検
証
及
び
妥
当
性
確
認
 

b
)
 

設
計

・
開

発
の

各
段

階
に

適
し

た
レ

ビ
ュ

ー
，
検
証
及
び
妥
当
性
確
認
 

 

c
)
 設

計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
及
び
権
限
 

三
 
 
 

設
計
開

発
に
係

る
部

門
及
び

職
員
の
責

任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責

任
を
含
む

。）
及
び
権
限
 

１
 
規

則
第

２
９

条
第

２
項

第
３

号
に

規
定

す
る

「
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
」

と
は
、
「
担
当
業
務
に
応
じ
て
、
組
織
内
及
び
組

織
外

に
対

し
保

安
活

動
の

内
容

を
説

明
す

る
責

任
」
を
い
う
。
 

(
c
) 
設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
及
び
権
限
 

c
) 

設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の

内
容
に
つ

い
て
説

明
す
る

責
任

を
含
む
。
）
及

び
権
限
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

(
3
)
組

織
は

，
効

果
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

及

び
責

任
の

明
確

な
割

当
て

を
確

実
に

す
る

た
め

に
，
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

を
運

営
管

理
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
実
効
性
の
あ
る

情
報

の
伝

達
並

び
に

責
任

及
び

権
限

の
明

確
な

割
当
て
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
設
計

開
発

に
関

与
す

る
各

者
間

の
連

絡
を

管
理

監
督

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
規

則
第

２
９

条
第

３
項

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
あ
る
情
報
の
伝
達

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０
０

１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
3
) 
組
織
は
，
設
計
・
開
発
に
係
る
組
織
間
で
の
効

果
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
及

び
責

任
の

所
在

に
つ

い
て

，
「

設
計

管
理

要
項

」
に

定

め
，
組
織
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
－
ス
を
運
営
管
理
す

る
。
 

(
3
)
 

組
織

は
，

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

並
び

に
責

任
及

び
権

限
の

明
確

な
割

当
て

を
確

実
に
す
る
た
め
に
，
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ

ル
ー

プ
間

の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

を
運

営
管

理
す

る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
)設

計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
，
策
定
し
た
計
画

を
適
切
に
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
策
定
さ
れ
た
設
計
開
発
計
画
を
、
設
計
開

発
の

進
行

に
応

じ
適

切
に

更
新

し
な

け
れ

ば
な

 
(
4
) 
組
織
は
，
設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
，
策

定
し
た
計
画
を
適
切
に
更
新
す
る
。
 

(
4
) 

設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
，
策
定
し
た
計

画
を
適
切
に
更
新
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

31



(2
7/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ら
な
い
。
 

注
記
 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
，
検
証
及
び
妥
当

性
確
認
は
，
異
な
っ
た
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
，
原
子
力
施
設
及
び
組
織
に
適
す
る
よ
う

に
，

個
々

に
又

は
ど

の
よ

う
な

組
み

合
わ

せ
で

も
，
実
施
し
，
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

 

7
.
3.
2 
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(
1
)
原

子
力

施
設

の
要

求
事

項
に

関
連

す
る

イ
ン

プ

ッ
ト
を
明
確
に
し
，
記
録
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

(4
.2
.4

参
照
)。

イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
，
次

の
事
項
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
設
計
開
発
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
入
力
情
報
）

  

第
三
十
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用

原
子

炉
施

設
に

係
る

要
求

事
項

に
関

連
し

た
次

に
掲

げ
る

設
計

開
発

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
入

力
情

報
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
に
係
る

記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

  

 
4
.
3.
2 

設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
（

7.
3.
2）

 

(
1
) 

組
織
は

，「
設
計
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
，
次

の
事

項
を

原
子

炉
施

設
の

要
求

事
項

に
関

連
す

る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
含
め
，
明
確
に
す
る
。
 

7
.
3.
2 

設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(
1
)
 

原
子

炉
施

設
の

要
求

事
項

に
関

連
す

る
イ
ン

プ
ッ

ト
を

明
確

に
し

，
記

録
を

維
持

す
る
 

(
4
.2
.4
 参

照
)。

イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
，
次
の
事
項

を
含
め
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 機

能
及
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

一
 
 
 

意
図
し

た
使
用

方
法

に
応
じ

た
機
能
又

は
性

能
に

係
る

発
電

用
原

子
炉

施
設

に
係

る

要
求
事
項
 

 
(
a
) 
機
能
及
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

a
) 

機
能
及
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

 

b
)
 適

用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

三
  
 
関
係
法
令
 

 
(
b
) 
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

b
) 

適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

 

c
)
 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
，
以
前
の
類
似
し
た

設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

二
 
 
 

従
前
の

類
似
し

た
設

計
開
発

か
ら
得
ら

れ
た
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
設
計
開
発
へ
の
プ

ロ
セ
ス
入
力
情
報
と
し
て
適
用
可
能
な
も
の
 

 
(
c
) 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
，
過
去
の
類
似
し
た

設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

c
) 

適
用
可
能
な
場
合
に
は
，
以
前
の
類
似
し
た

設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事

項
 

四
  
 
そ
の
他
設
計
開
発
に
必
須
の
要
求
事
項
 

 
(
d
) 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事

項
 

d
) 

設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事

項
 

 

(
2
) 

原
子

力
施

設
の

要
求

事
項

に
関

連
す

る
イ

ン

プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
，
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
求
事
項
は
，
漏
れ
が

な
く
，
あ
い
ま
い

(曖
昧
)で

な
く
，
相
反
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
に
係

る
プ
ロ
セ
ス
入
力
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性

を
照
査
し
、
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 

組
織
は
，

(1
)に

て
明
確
化
し
た
イ
ン
プ
ッ
ト

に
つ
い
て

，「
設
計
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
，
要
求

事
項
に
漏
れ
が
な
く
，
曖
昧
で
な
く
，
相
反
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
，
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
承
認

を
得
る
と
と
も
に
，
そ
の
記
録
を
作
成
し

，「
品
質

記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
発
電
所

に
お
い
て
は
，
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
「
工
事
計
画

検
討
書
」
を
作
成
し

，
当
該
設
計
に
関
連
す
る
組

織
の

確
認

及
び

当
該

設
計

を
主

管
す

る
発

電
管

理
室
長
又
は
発
電
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(
2
)
 

原
子

炉
施

設
の

要
求

事
項

に
関

連
す

る
イ

ン

プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
，
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承
認
す
る
。
要
求
事
項
は
，
漏
れ
が
な
く
，

あ
い
ま
い

(曖
昧
)で

な
く
，
相
反
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
記
載
に
な
い
が
，

従
来
よ
り

I
SO
90
01

か
ら
継

承
さ
れ

て
い
る
も
の
で
，
要
求
事
項
に
対
す
る

補
足

説
明

的
な

内
容

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

JE
AC

ベ
ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

7
.
3.
3 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

(
1
)設

計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
，
設
計
・

開
発

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
と

対
比

し
た

検
証

を
行

う
の
に
適
し
た
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
，
リ
リ
ー
ス
の
前
に
，
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

（
設
計
開
発
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
）

  

第
三
十
一
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計

開
発
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
を
、
設
計
開
発

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
入

力
情

報
と

対
比

し
た

検
証

を
可

能
と

す
る

形
式

に
よ

り
保

有
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

  

第
３

１
条

（
設

計
開

発
に

係
る

プ
ロ

セ
ス

出
力

情

報
）
 

１
 
規

則
第

３
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

設
計

開

発
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報

」
と
は
、
例
え
ば

、

「
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

仕
様

又
は

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
」
が
あ
る
。
 

4
.
3.
3
 

設
計

・
開

発
か

ら
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
7.
3.
3）

 

(
1
) 
組
織
は
，
4.
3.
2（

設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ

ト
）
に
て
承
認
を
得
た
要
求
事
項
を
基
に
，
工
事

等
仕
様
書
，
購
入
仕
様
書
又
は
委
託
仕
様
書
（
以

下
「
調
達
文
書
」
と
い
う
。）

を
作
成
し
，
リ
リ
ー

7
.
3.
3 

設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

 (
1
)
 

設
計

・
開

発
か

ら
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
，

設

計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証
を

行
う
の
に
適
し
た
形
式
と
す
る
。
ま
た
，
リ
リ
ー

ス
の
前
に
，
承
認
を
受
け
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

32



(2
8/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

 

 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
か
ら

プ
ロ

セ
ス

の
次

の
段

階
に

進
む

こ
と

を
承

認
す

る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
設
計
開
発
に

係
る

プ
ロ

セ
ス

出
力

情
報

を
承

認
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

  

ス
の
前
に
承
認
を
受
け
る
。
 

 

 

(
2
)設

計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
，
次
の
状

態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
に
係

る
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
を
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に

適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 

調
達

文
書

は
次

の
各

号
に

掲
げ

る
事

項
を

満

た
す
。
 

(
2
) 

設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
，
次
の

状
態
と
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ

た
要
求
事
項
を
満
た
す
。
 

一
 
 
 

設
計
開

発
に
係

る
プ

ロ
セ
ス

入
力
情
報

た
る

要
求

事
項

に
適

合
す

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

  

 
(
a
) 

4
.3
.2
（
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
）

で
承
認
を
得
た
要
求
事
項
 

a
) 

設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ

た
要
求
事
項
を
満
た
す
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 
調
達
，
業
務
の
実
施
に
対
し
て
適
切
な
情
報

を
提
供
す
る
。
 

二
 
 
 

調
達
、

個
別
業

務
の

実
施
及

び
発
電
用

原
子

炉
施

設
の

使
用

の
た

め
に

適
切

な
情

報

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

  

 
(
b
) 
調
達
，
業
務
の
実
施
に
対
し
て
適
切
な
情
報

（
運
転
操
作
，
保
守
，
保
管
に
お
い
て
注
意
・

考
慮
す
べ
き
事
項
）
を
提
供
す
る
。
 

b
) 

調
達
，
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用

を
含
む
。
）

に
対
し

て
適
切

な
情
報
を

提
供
す

る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

c
)
 
関
係
す
る
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準

を
含
む
か
，
又
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
 

三
 
 
 

適
否
決

定
基
準

を
含

む
も
の

で
あ
る
こ

と
。

  

 

 
(
c
) 

検
査

及
び

試
験

の
合

否
判

定
基

準
を

含
む

か
，
又
は
合
否
判
定
基
準
に
引
用
し
た
規
格
，

基
準
等
を
明
示
し
て
い
る
。
 

c
)
 

関
係

す
る

検
査

及
び

試
験

の
合

否
判

定
基

準
を
含
む
か
，
又
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 
安
全
な
使
用
及
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な

原
子
力
施
設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

四
 
 
 

発
電
用

原
子
炉

施
設

の
安
全

か
つ
適
正

な
使

用
方

法
に

不
可

欠
な

当
該

発
電

用
原

子

炉
施

設
の

特
性

を
規

定
し

て
い

る
も

の
で

あ

る
こ
と
。
 

 
(
d
) 

安
全

な
使

用
及

び
適

正
な

使
用

に
不

可
欠

な
原
子
力
施
設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

d
)
 

安
全

な
使

用
及

び
適

正
な

使
用

に
不

可
欠

な
原
子
炉
施
設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
映
 

注
記
 
業
務
の
実
施
に
対
す
る
情
報
に
は
，
原
子
力

施
設

の
保

存
に

関
す

る
詳

細
を

含
め

る
こ

と
が

で
き
る
。
 

 
 

 
 

 

7
.
3.
4 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1
)設

計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
，
次
の
事

項
を

目
的

と
し

て
，

計
画

さ
れ

た
と

お
り

に

(
7
.3
.1

参
照
)体

系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
設
計
開
発
照
査
）

  

第
三
十
二
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計

開
発
に
つ
い
て
、
そ
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、

設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

目
的
と
し
た
体
系
的
な
照
査
（
以
下
「
設
計
開
発

照
査

」
と

い
う

。
）

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

  

第
３
２
条
（
設
計
開
発
照
査
）
 

１
 
規

則
第

３
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

適
切

な

段
階
」
と

は
、
「
規
則
第
２
９
条
第
２
項
第
１
号

の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
設
計
開
発
の
段
階
」
を

い
う
。
 

4
.
3.
4 

設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
（

7.
3.
4）

 

(
1
) 
組
織
は
，
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い

て
，

次
の

事
項

を
目

的
と

し
て

，
「

設
計

管
理

要

項
」
に
従
っ
て
体
系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
ま

た
，
設
計
の
取
り
合
い
が
あ
る
場
合
に
は
，
レ
ビ

ュ
ー

の
実

施
者

に
当

該
設

計
に

関
連

す
る

組
織

を
含
め
る
。
 

7
.
3.
4 

設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1
) 

設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
，
次
の

事
項

を
目

的
と

し
て

，
計

画
さ

れ
た

と
お

り
に

(
7
.3
.1
 参

照
)体

系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
設
計
・
開
発
の
結
果
が
，
要
求
事
項
を
満
た

せ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。
 

一
 
 
 

設
計
開

発
の
結

果
が

要
求
事

項
に
適
合

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

評

価
す
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 
設
計
・
開
発
の
結
果
が
，
要
求
事
項
を
満
た

せ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。
 

a
) 

設
計
・
開
発
の
結
果
が
，
要
求
事
項
を
満
た

せ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。
 

 

b
)
 
問
題
を
明
確
に
し
，
必
要
な
処
置
を
提
案
す

る
。
 

二
 
 
 

設
計
開

発
に
問

題
が

あ
る
場

合
に
お
い

て
は
、
当
該
問
題
の
内
容
を
識
別
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
措
置
を
提
案
す
る

こ
と
。

  

 
(
b
) 
問
題
を
明
確
に
し
，
必
要
な
処
置
を
提
案
す

る
。
 

b
) 

問
題
を
明
確
に
し
，
必
要
な
処
置
を
提
案
す

る
。
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(2
9/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

(
2
)
レ

ビ
ュ

ー
へ

の
参

加
者

に
は

，
レ

ビ
ュ

ー
の

対

象
と
な
っ
て
い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す
る

部
門

を
代

表
す

る
者

が
含

ま
れ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
，
及

び
必

要
な

処
置

が
あ

れ
ば

そ
の

記
録

を
維

持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(4
.2
.4

参
照
)
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
照
査

に
、
当
該
照
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
設
計
開
発

段
階

に
関

連
す

る
部

門
の

代
表

者
及

び
当

該
設

計
開

発
に

係
る

専
門

家
を

参
加

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

  

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
照
査

の
結

果
の

記
録

及
び

当
該

結
果

に
基

づ
き

所
要

の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
記
録

を
作

成
し

、
こ

れ
を

管
理

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
再

掲
(
1
)
 組

織
は
，
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に

お
い
て
，
次
の
事

項
を
目
的
と
し
て
，「

設
計
管
理

要
項
」
に
従
っ
て
体
系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

ま
た
，
設
計
の
取
り
合
い
が
あ
る
場
合
に
は
，
レ

ビ
ュ

ー
の

実
施

者
に

当
該

設
計

に
関

連
す

る
組

織
を
含
め
る
。
 

(
2
) 
組
織
は
，
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
，
問
題
が
あ
れ
ば

こ
れ
を
明
確
化
し
，
必
要
な
処
置
を
と
る
と
と
も

に
，
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
及
び
必
要
な

処
置

が
あ

れ
ば

記
録

を
作

成
し

，
「

品
質

記
録

管

理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

(
2
)
 

レ
ビ

ュ
ー

へ
の

参
加

者
に

は
，

レ
ビ

ュ
ー

の

対
象
と
な
っ
て
い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す

る
部

門
を

代
表

す
る

者
及

び
当

該
設

計
開

発
に

係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果

の
記
録
，
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

7
.
3.
5 
設
計
・
開
発
の
検
証
 

(
1
)設

計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
，
設
計
・

開
発

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
で

与
え

ら
れ

て
い

る
要

求
事

項
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め
に
，
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に

(7
.
3.
1
参
照

)

検
証
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
検
証

の
結
果
の
記
録
，
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ

の
記

録
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
(4
.2
.4

参
照

)。
 

 

（
設
計
開
発
の
検
証
）

  

第
三
十
三
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計

開
発

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
出

力
情

報
が

当
該

設
計

開
発

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
入

力
情

報
た

る
要

求
事

項
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
確
保
す
る
た
め
に
、

設
計

開
発

計
画

に
従

っ
て

検
証

を
実

施
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
設
計
開

発
計

画
に

従
っ

て
プ

ロ
セ

ス
の

次
の

段
階

に
進

む
場
合
に
は
、
要
求
事
項
に
対
す
る
適
合
性
の
確

認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
検
証
の

結
果
の
記
録
（
当
該
検
証
結
果
に
基
づ
き
所
要
の

措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
記
録
を

含
む

。）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

  

第
３
３
条
（
設
計
開
発
の
検
証
）
 

 

4
.
3.
5 

設
計
・
開
発
の
検
証
（
7
.3
.
5）

 

(
1
) 
組
織
は
，
4.
3.
2（

設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ

ト
）
で
明
確
化
し
た
要
求
事
項
が
，
調
達
文
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

，「
設
計
管
理
要
項
」
に

基
づ
き
検
証
す
る
。
 

 (
3
) 
組
織
は
，
メ
ー
カ
ー
等
の
供
給
者
（
以
下
「
供

給
者
」
と
い
う

。）
が
実
施
し
た
設
計
結
果
（
以
下

「
供
給
者
設
計
図
書
」
と
い
う
。）

が
調
達
文
書
の

要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
「
設
計
管
理

要
項
」
に
基
づ
き
検
証
す
る
。
 

(
4
) 
組
織
は
，
(
1)
及
び

(3
)の

検
証
の
結
果
の
記
録

及
び

必
要

な
処

置
が

あ
れ

ば
記

録
を

作
成

し
，

「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

7
.
3.
5 

設
計
・
開
発
の
検
証
 

(
1
)
 

設
計

・
開

発
か

ら
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

が
，

設

計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い
る

要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
実

に
す

る
た
め
に
，
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に

(7
.3
.1
 
参

照
)
検

証
を

実
施

す
る
。

こ
の

検
証

の
結

果
の

記

録
，
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維

持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
記
載
は
，
次
の
段

階
に

進
む

場
合

は
要

求
事

項
へ

の
適

合
性

を
確

認
す

る
こ

と
を

要
求

し
て

い
る
が
，
J
EA
C
で
は
，
要
求
事
項
へ
の

適
合

を
確

実
に

す
る

こ
と

を
求

め
て

お
り
，
要
求
事
項
へ
適
合
し
な
い
ま
ま

次
の
段
階
に
進
む
こ
と
は
な
い
の
で
，

J
E
AC

ベ
ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

(
2
)設

計
・
開
発
の
検
証
は
，
原
設
計
者
以
外
の
者
又

は
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
当
該
設
計
開
発

に
係

る
部

門
又

は
職

員
に

第
一

項
の

検
証

を
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
 

１
 
規

則
第

３
３

条
第

３
項

に
規

定
す

る
「

設
計

開

発
に
係
る
部
門
又
は
職
員

」
と
は
、
「
検
証
の
対

象
と
な
る
設
計
開
発
に
直
接
に
関
与
し
た
者
」
を

い
う
。
 

(
2
) 
検
証
は
，
調
達
文
書
を
作
成
し
た
以
外
の
者
が

実
施
す
る
。
 

(
2
) 

設
計
・
開
発
の
検
証
は
，
原
設
計
者
以
外
の
者

又
は
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
記
載
は
，
J
EA
C
と

同
等

で
あ

る
と

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
の
回
答
を
得
て
い
る
。
 

7
.
3.
6 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(
1
)
結

果
と

し
て

得
ら

れ
る

原
子

力
施

設
が

，
指

定

さ
れ

た
用

途
又

は
意

図
さ

れ
た

用
途

に
応

じ
た

要
求

事
項

を
満

た
し

得
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め
に
，
計
画
し
た
方
法

(7
.3
.1

参
照

)に
従
っ

て
，
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
）

  

第
三
十
四
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電

用
原
子
炉
施
設
を
、
規
定
さ
れ
た
性
能
、
使
用
目

的
又

は
意

図
し

た
使

用
方

法
に

係
る

要
求

事
項

に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
当
該
発
電
用

原
子
炉
施
設
に
係
る
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、

当
該
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
（
以
下
こ
の
条
に

 
4
.
3.
6 

設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
（

7.
3.
6）

 

(
1
) 
組
織
は
，
供
給
者
設
計
図
書
に
基
づ
き
製
作
さ

れ
た

原
子

力
施

設
が

調
達

文
書

の
要

求
事

項
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
に

，
「

設

計
管
理
要
項
」
に
従
っ
て

，
検
査
及
び
試
験
を
実

施
す
る
。
 

 

7
.
3.
6 

設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(
1
)
 

結
果

と
し

て
得

ら
れ

る
原

子
炉

施
設
が

，
指

定
さ

れ
た

用
途

又
は

意
図

さ
れ

た
用

途
に

応
じ

た
要

求
事

項
を

満
た

し
得

る
こ

と
を

確
実

に
す

る
た
め
に
，
計
画
し
た
方
法
(
7.
3.
1
 参

照
)に

従

っ
て
，
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す
る

。 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
0/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

 
お
い
て
「
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
」
と
い
う

。）
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

(
2
)
実

行
可

能
な

場
合

に
は

い
つ

で
も

，
原

子
力

施

設
の
使
用
前
に
，
妥
当
性
確
認
を
完
了
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉

施
設
を
使
用
す
る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
設

計
開

発
妥

当
性

確
認

を
完

了
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
た
だ
し

、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設

置
の

後
で

な
け

れ
ば

妥
当

性
確

認
を

行
う

こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
前
に
、
設
計
開
発

妥
当
性
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 
実
行
可
能
な
場
合
は
，
原
子
力
施
設
の
使
用
開

始
前
ま
で
に
検
査
及
び
試
験
を
完
了
す
る
。
 

(
2
)
 

実
行

可
能

な
場

合
に

は
い

つ
で

も
，
原

子
炉

施
設
の
使
用
前
に
，
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工
認
審
査
基
準
の
記
載
は
，
前
段
は

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
設

置
前

の
こ

と
を
規
定
し
て
お
り
，
後
段
は
設
置
後

の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
妥

当
性

確
認

の
時

期
の

明
確

化
の

観
点

か
ら

用
語

を
使

い
分

け
て

い
る

と
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

回
答

を
得
て
い
る
。
J
EA
C
で
は
「
実
行
可
能

な
場

合
に

は
い

つ
で

も
原

子
力

施
設

の
使

用
前

に
妥

当
性

確
認

を
完

了
す

る
こ
と
」
を
要
求
し
て
お
り
，
J
EA
C
と

同
等
で
あ

る
こ
と

か
ら
，

JE
AC

ベ
ー

ス
の
記
載
と
し
た
。
 

(
3
)
妥

当
性

確
認

の
結

果
の

記
録

，
及

び
必

要
な

処

置
が

あ
れ

ば
そ

の
記

録
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

(4
.2
.4

参
照
)。

 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
妥
当

性
確

認
の

結
果

の
記

録
及

び
当

該
妥

当
性

確
認

の
結

果
に

基
づ

き
所

要
の

措
置

を
講

じ
た

場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 

検
査

及
び

試
験

の
結

果
の

記
録

及
び

必
要

な

処
置

が
あ

れ
ば

記
録

を
作

成
し

，
「

品
質

記
録

管

理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

(
3
)
 

妥
当

性
確

認
の

結
果

の
記

録
，

及
び

必
要
な

処
置

が
あ

れ
ば

そ
の

記
録

を
維

持
す

る
(4
.2
.4
 

参
照

)。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
3.
7 
設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(
1
)設

計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
，
記
録
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照

)。
 

 

（
設
計
開
発
の
変
更
の
管
理
）

  

第
三
十
五
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計

開
発
の
変
更
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

変
更

の
内

容
を

識
別

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に
、
当
該
変
更
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

 
4
.
3.
7 

設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
（

7.
3.
7）

 

(
1
) 
組
織
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
設
計
・
開
発
の

変
更
が
発
生
し
た
場
合
は

，「
設
計
管
理
要
項
」
に

従
っ
て
記
録
を
作
成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項

」

に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

(
a
) 
調
達
文
書
を
変
更
す
る
場
合
 

(
b
) 
当
社
が
供
給
者
設
計
図
書
を
確
認
以
降
，
供

給
者
が
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
 

7
.
3.
7 

設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(
1
) 

設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
，
記
録
を
維

持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

  

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

(
2
)変

更
に
対
し
て
，
レ
ビ
ュ
ー
，
検
証
及
び
妥
当
性

確
認
を
適
切
に
行
い
，
そ
の
変
更
を
実
施
す
る
前

に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
の
変

更
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
照
査
、

検
証
及
び
妥
当
性
確
認
を
適
切
に
行
い
、
承
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 
組
織
は
，
(1
) 
(
a)
の
変
更
に
対
し
て
，
4.
3.
4

（
設

計
・

開
発

の
レ

ビ
ュ

ー
）

の
レ

ビ
ュ

ー
，

4
.
3.
5
（

設
計

・
開

発
の

検
証

）
の
検

証
，

及
び

4
.
3.
6（

設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
）
の
妥
当
性

確
認
を
適
切
に
行
い
，
そ
の
変
更
を
実
施
す
る
前

に
承
認
す
る
。
 

(
2
) 

変
更
に
対
し
て
，
レ
ビ
ュ
ー
，
検
証
及
び
妥
当

性
確
認
を
適
切
に
行
い
，
そ
の
変
更
を
実
施
す
る

前
に
承
認
す
る
。
 

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)設

計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
，
そ
の
変

更
が
，
当
該
の
原
子
力
施
設
を
構
成
す
る
要
素
及

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
設
計
開
発
の
変

更
の
照
査
の
範
囲
を
、
当
該
変
更
が
発
電
用
原
子

 
(
3
) 
組
織
は
，
そ
の
設
計
・
開
発
の
変
更
が
，
原
子

力
施

設
を

構
成

す
る

要
素

及
び

既
に

設
置

さ
れ

(
3
) 

設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
，
そ
の

変
更
が
，
当
該
の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
要
素

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
1/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

び
関

連
す

る
原

子
力

施
設

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

炉
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
発
電
用
原

子
炉

施
設

を
構

成
す

る
材

料
又

は
部

品
に

及
ぼ

す
影

響
の

評
価

を
含

む
。
）

を
含

む
も

の
と

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

て
い

る
原

子
力

施
設

に
及

ぼ
す

影
響

評
価

を
含

め
て

レ
ビ

ュ
ー

，
検

証
及

び
妥

当
性

確
認

を
行

う
。
 

及
び

関
連

す
る

原
子

炉
施

設
に

及
ぼ

す
影

響
の

評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
材
料
又
は

部
品

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
を

含
む

。
）

を
含
め

る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

(
4
)
変

更
の

レ
ビ

ュ
ー

の
結

果
の

記
録

，
及

び
必

要

な
処

置
が

あ
れ

ば
そ

の
記

録
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照
)。

 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
照
査
の
結
果
に
係
る
記
録
（
当
該

照
査

結
果

に
基

づ
き

所
要

の
措

置
を

講
じ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
記

録
を

含
む

。
）

を
作

成

し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
4
) 
組
織
は
，
設
計
・
開
発
の
変
更
に
対
し
て
行
わ

れ
た
レ
ビ
ュ
ー
，
検
証
及
び
妥
当
性
確
認
の
結
果

の
記

録
及

び
必

要
な

処
置

が
あ

れ
ば

記
録

を
作

成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す

る
。
 

(
4
)
 

変
更

の
レ

ビ
ュ

ー
の

結
果

の
記

録
，
及

び
必

要
な

処
置

が
あ

れ
ば

そ
の

記
録

を
維

持
す

る

(
4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記

  
“
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
”
と
は
，
変
更
に
対

し
て
適
切
に
行
わ
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
，
検
証
及
び

妥
当
性
確
認
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 

 
 

 
 

 

7
.
4 
調
 
達
 

 
 

4
.
4 

調
達
 

7
.
4 

調
達
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
「
調
達
管
理
要
項
」
に
定

め
，
実
施
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
4.
1 
調
達
プ
ロ
セ
ス
 

(
1
)組

織
は
，
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
，
調
達

製
品

が
適

合
す

る
こ

と
を

確
実

に
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
 

  

（
調
達
プ
ロ
セ
ス
）

  

第
三
十
六
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
外
部

か
ら
調
達
す
る
物
品
又
は
役
務
（
以
下
「
調
達
物

品
等
」
と
い
う

。）
が
、
自
ら
の
規
定
す
る
調
達
物

品
等
に
係
る
要
求
事
項
（
以
下
「
調
達
物
品
等
要

求
事
項
」
と
い
う
。）

に
適
合
す
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
4
.
4.
1 

調
達
管
理
（
7
.4
.1
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
施
設
の
工
事
等
を
実
施
す
る

際
の
製
品
，
役
務
及
び
委
託
作
業
（
以
下
「
調
達

製
品
」
と
い
う
。）

が
調
達
文
書
の
要
求
事
項
に
適

合
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
を

，
「

調
達

管
理

要

項
」
に
定
め
，
調
達
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

7
.
4.
1 

調
達
プ
ロ
セ
ス
 

(
1
) 

組
織
は
，
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
，
調

達
製
品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
)
供

給
者

及
び

調
達

製
品

に
対

す
る

管
理

の
方

式

及
び
程
度
は
，
調
達
製
品
が
原
子
力
安
全
に
及
ぼ

す
影
響
に
応
じ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
の

供
給

者
及

び
調

達
物

品
等

に
適

用
さ

れ
る

管
理

の
方
法
及
び
程
度
を
、
当
該
調
達
物
品
等
が
個
別

業
務

又
は

発
電

用
原

子
炉

施
設

に
及

ぼ
す

影
響

に
応
じ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 

供
給

者
及

び
調

達
製

品
に

対
す

る
管

理
の

方

式
及
び
程
度
は
，
調
達
製
品
が
原
子
力
安
全
に
及

ぼ
す

影
響
に

つ
い

て
，
「

原
子

力
施

設
の

重
要

度

分
類
基
準
要
項
」
に
定
め
た
原
子
力
施
設
の
重
要

度
に
応
じ
て

，「
調
達
管
理
要
項
」
に
定
め
る
。
 

(
2
)
 

供
給

者
及

び
調

達
製

品
に

対
す

る
管
理

の
方

式
及
び
程
度
は
，
調
達
製
品
が
原
子
力
安
全
に
及

ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
定
め
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)
組

織
は

，
供

給
者

が
組

織
の

要
求

事
項

に
従

っ

て
調

達
製

品
を

供
給

す
る

能
力

を
判

断
の

根
拠

と
し
て
，
供
給
者
を
評
価
し
，
選
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
選
定
，
評
価
及
び
再
評
価
の
基
準
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
要

求
事
項
に
従
っ
て
、
調
達
物
品
等
を
供
給
す
る
能

力
を

根
拠

と
し

て
調

達
物

品
等

の
供

給
者

を
評

価
し
、
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
の

供
給
者
の
選
定
、
評
価
及
び
再
評
価
に
係
る
判
定

基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
3
) 
組
織
は
，
供
給
者
が
組
織
の
要
求
事
項
に
従
っ

て
調

達
製

品
を

供
給

す
る

能
力

を
有

す
る

こ
と

を
判
断
の
根
拠
と
し
て
，
供
給
者
を
評
価
及
び
再

評
価
す
る
基
準
を
「
調
達
管
理
要
項
」
及
び
「
重

要
設
備
取
引
先
登
録
要
項
」
に
定
め
，
供
給
者
を

評
価
し
，
選
定
す
る
。
 

(
3
)
 

組
織

は
，

供
給

者
が

組
織

の
要

求
事
項

に
従

っ
て

調
達

製
品

を
供

給
す

る
能

力
を

判
断

の
根

拠
と
し
て
，
供
給
者
を
評
価
し
，
選
定
す
る
。
選

定
，
評
価
及
び
再
評
価
の
基
準
を
定
め
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
)
評

価
の

結
果

の
記

録
，

及
び

評
価

に
よ

っ
て

必

要
と

さ
れ

た
処

置
が

あ
れ

ば
そ

の
記

録
を

維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
4.
2.
4
参
照

) 
。
 

５
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
三
項
の
評
価

の
結
果
に
係
る
記
録
（
当
該
評
価
結
果
に
基
づ
き

所
要
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

 
(
4
) 

組
織
は
，

(3
)の

評
価
の
結
果
の
記
録
及
び
必

要
な

処
置

が
あ

れ
ば

記
録

を
作

成
し

，
「

品
質

記

録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

(
4
)
 

評
価

の
結

果
の

記
録
，

及
び

評
価

に
よ

っ
て

必
要

と
さ

れ
た

処
置

が
あ

れ
ば

そ
の

記
録

を
維

持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
2/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

記
録
を
含
む

。）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

(
5
)組

織
は
，
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
，
維
持

又
は

運
用

に
必

要
な

保
安

に
係

る
技

術
情

報
を

取
得

す
る

た
め

の
方

法
を

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

６
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
を

調
達

す
る

場
合

に
は

、
個

別
業

務
計

画
に

お
い

て
、
適
切
な
調
達
の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
当
該

調
達

物
品

等
の

調
達

後
に

お
け

る
こ

れ
ら

の
維

持
又
は
運
用
に
必
要
な
技
術
情
報
（
保
安
に
係
る

も
の

に
限

る
。
）

の
取

得
及

び
当

該
情

報
を

他
の

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
と

共
有

す
る

た
め

に
必

要
な

措
置

に
関

す
る

事
項

を
含

む
。
）

及
び

こ
れ

が
確

実
に

守
ら

れ
る

よ
う

管
理

す
る

方
法

を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
5
) 
組
織
は
，
調
達
要
求
事
項
に
調
達
製
品
又
は
役

務
の
調
達
後
に
お
け
る
，
こ
れ
ら
の
維
持
又
は
運

用
に

必
要

な
保

安
に

係
る

技
術

情
報

を
取

得
す

る
た

め
の

方
法
を

，
「

調
達

管
理

要
項

」
に
定

め

る
。
 

(
5
) 

組
織
は
，
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
，
維

持
又

は
運

用
に

必
要

な
保

安
に

係
る

技
術

情
報

を
取

得
す

る
た

め
の

方
法

及
び

そ
れ

ら
を

他
の

原
子

炉
設

置
者

と
共

有
す

る
場

合
に

必
要

な
措

置
に
関
す
る
方
法
を
定
め
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

7
.
4.
2 
調
達
要
求
事
項
 

(
1
)
調

達
要

求
事

項
で

は
調

達
製

品
に

関
す

る
要

求

事
項
を
明
確
に
し
，
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る

も
の
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
調
達
物
品
等
要
求
事
項
）

  

第
三
十
七
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達

物
品
等
に
関
す
る
情
報
に
、
次
に
掲
げ
る
調
達
物

品
等

要
求

事
項

の
う

ち
該

当
す

る
も

の
を

含
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

六
 
 
 

そ
の
他

調
達
物

品
等

に
関
し

必
要
な
事

項
 

第
３
７
条
（
調
達
物
品
等
要
求
事
項
）

  

 

4
.
4.
2 

調
達
要
求
事
項
（
7
.4
.2
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
調
達
文
書
に
調
達
製
品
に
関
す
る
要

求
事
項
を
明
確
に
し
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

の
う
ち
該
当
す
る
事
項
を
記
載
す
る
。
 

 

7
.
4.
2 

調
達
要
求
事
項
 

(
1
)
 

調
達

要
求

事
項

で
は
調

達
製

品
に

関
す

る
要

求
事
項
を
明
確
に
し
，
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す

る
事
項
を
含
め
る
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
工

認
審

査
基

準
の

第
６

号
は

同
条

同
項

第
１

号
か

ら
第

５
号

以
外

の
必

要
な

事
項

が
あ

る
場

合
の

処
置

と
し

て
規

定
し

て
い

る
と

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
回
答
を
得
て
い
る
。
JE
A
C

で
は
「
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項

を
明
確
に
し
」
と
し
て
お
り
，
表
現
は

異
な

る
が

同
等

の
こ

と
を

要
求

し
て

い
る
こ
と

か
ら
，

JE
AC

ベ
ー
ス
の
記

載
と
し
た
。
 

a
)製

品
，
手
順
，
プ
ロ
セ
ス
及
び
設
備
の
承
認
に

関
す
る
要
求
事
項
 

一
 
 
 

調
達
物

品
等
の

供
給

者
の
業

務
の
手
順

及
び

プ
ロ

セ
ス

並
び

に
設

備
に

係
る

要
求

事

項
  

 
(
a
) 
製
品
，
手
順
，
プ
ロ
セ
ス
及
び
設
備
の
承
認

又
は
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

a
) 

製
品
，
手
順
，
プ
ロ
セ
ス
及
び
設
備
の
承
認

に
関
す
る
要
求
事
項
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)要

員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

二
 
 
 

調
達
物

品
等
の

供
給

者
の
職

員
の
適
格

性
の
確
認
に
係
る
要
求
事
項

  

 
(
b
) 
要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

b
) 

要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

 

c
)
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
要

求
事
項
 

三
 
 
 

調
達
物

品
等
の

供
給

者
の
品

質
管
理
監

督
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項

  

 
(
c
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

要
求
事
項
 

c
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

要
求
事
項
 

 

 
四

 
 
 

調
達
物

品
等
の

不
適

合
の
報

告
及
び
処

理
に
係
る
要
求
事
項

  

 
 

d
)
 

不
適

合
の

報
告

及
び

処
理

に
関

す
る

要
求

事
項
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 

 
五

 
 
 

安
全
文

化
を
醸

成
す

る
た
め

の
活
動
に

関
す
る
必
要
な
要
求
事
項

  

１
 
規

則
第

３
７

条
第

１
項

第
５

号
に

規
定

す
る

「
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
」
に
は
、

例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

個
人

及
び

集
団

と
し

て

 
e
)
 

安
全

文
化

を
醸

成
す

る
た

め
の

活
動

に
関

す
る
必
要
な
要
求
事
項
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
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(3
3/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

の
決
意
を
表
明
し
、
実
践
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

当
事

者
意

識
を

高
め

る

こ
と
。
 

・
信
頼
、
協
働
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

奨
励
し
、
よ
り
良
い
労
働
環
境
条
件
の
改
善
に
努

め
、
人
的
・
組
織
的
問
題
の
報
告
を
重
視
す
る
開

か
れ
た
文
化
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う

に
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
欠
陥
に
関
す
る

報
告
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
 

・
特

定
さ

れ
た

問
題

及
び

改
善

提
案

に
対

す
る

迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
 

・
組
織
が
、
継
続
的
に
、
安
全
と
安
全
文
化
を
高
め

、

改
善
す
る
た
め
の
手
段
を
持
つ
こ
と
。
 

・
原

子
力

安
全

に
対

す
る

組
織

及
び

個
人

の
責

任

と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
 

・
原
子
力

安
全
に
関
し
、
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

お
い

て
問

い
掛

け
る

姿
勢

及
び

学
習

す
る

姿
勢

を
奨
励
し
、
慢
心
を
戒
め
る
た
め
の
方
策
を
模
索

し
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
組

織
内

で
の

安
全

及
び

安
全

文
化

に
関

す
る

重

要
な

要
素

に
つ

い
て

共
通

の
理

解
を

促
進

す
る

こ
と
。
 

・
自

ら
の

業
務

及
び

職
場

環
境

に
関

連
し

た
リ

ス

ク
を
認
識
し
、
起
こ
り
う
る
結
果
を
理
解
す
る
こ

と
。
 

・
全

て
の

活
動

に
お

い
て

慎
重

な
意

志
決

定
を

す

る
こ
と
。
 

(
2
)組

織
は
，
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
，
規
定
し
た

調
達

要
求

事
項

が
妥

当
で

あ
る

こ
と

を
確

実
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
の

供
給

者
に

対
し

調
達

物
品

等
に

関
す

る
情

報
を

提
供
す
る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
調
達

物
品

等
要

求
事

項
の

妥
当

性
を

確
認

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 
組
織
は
，
調
達
文
書
を
発
行
す
る
前
に
，
調
達

文
書

に
規

定
し

た
要

求
事

項
が

妥
当

で
あ

る
こ

と
を
レ
ビ
ュ
ー
し
，
承
認
す
る
。
 

(
2
) 

組
織
は
，
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
，
規
定
し

た
調

達
要

求
事

項
が

妥
当

で
あ

る
こ

と
を

確
実

に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
３

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
を

受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
に

対
し
、
調
達
物
品
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を

記
録

し
た

文
書

を
提

出
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

(
3
) 

組
織
は
，
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に
は

，

調
達
製
品
の
供
給
者
に
対
し
，
調
達
要
求
事
項
へ

の
適
合
状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
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(3
4/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

7
.
4.
3 
調
達
製
品
の
検
証
 

(
1
)組

織
は
，
調
達
製
品
が
，
規
定
し
た
調
達
要
求
事

項
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

た
め

に
，

必
要

な
検

査
又

は
そ

の
他

の
活

動
を

定
め

て
，
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
調
達
物
品
等
の
検
証
）

  

第
三
十
八
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達

物
品

等
が

調
達

物
品

等
要

求
事

項
に

適
合

し
て

い
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

必
要

な
検

査
試

験
そ

の
他
の
個
別
業
務
を
定
め
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

  

 

第
３
８
条
（
調
達
製
品
等
の
検
証
）
 

１
 
規

則
第

３
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

必
要

な

検
査
試
験
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
発
電
用
原
子
炉

設
置
者
が
自
ら
行
う
検
査
試
験
」
を
い
う
。
 

２
 
規

則
第

３
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

そ
の

他

の
個
別
業
務
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
発
電
用
原
子

炉
設

置
者

が
供

給
者

の
プ

ロ
セ

ス
の

監
視

測
定

及
び

検
証

の
た

め
に

供
給

者
が

行
う

検
査

へ
の

立
会
い
や
記
録
確
認
を
行
う
こ
と
」
を
い
う
。
 

4
.
4.
3 

調
達
製
品
の
検
証
（
7
.4
.3
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
調
達
製
品
が
調
達
文
書
に
て
規
定
し

た
要

求
事

項
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た
め
に
，
必
要
な
検
査
又
は
そ
の
他
の
活
動
を

調
達
文
書
に
定
め
て
実
施
す
る
。
 

 

7
.
4.
3 

調
達
製
品
の
検
証
 

(
1
) 

組
織
は
，
調
達
製
品
が
，
規
定
し
た
調
達
要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
実

に
す

る
た

め
に
，
必
要
な
検
査
又
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め

て
，
実
施
す
る
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
)
組

織
が

，
供

給
者

先
で

検
証

を
実

施
す

る
こ

と

に
し
た
場
合
に
は
，
組
織
は
，
そ
の
検
証
の
要
領

及
び

調
達

製
品

の
リ

リ
ー

ス
の

方
法

を
調

達
要

求
事
項
の
中
で
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達
物
品
等
の

供
給

者
の

施
設

に
お

い
て

調
達

物
品

等
の

検
証

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
検
証
の

実
施

要
領

及
び

調
達

物
品

等
の

供
給

者
か

ら
の

出
荷
の
可
否
の
決
定
の
方
法
を
、
前
条
の
調
達
物

品
等

要
求

事
項

の
中

で
明

確
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

 
(
2
) 
組
織
は
，
供
給
者
先
で
調
達
文
書
に
て
規
定
し

た
要

求
事

項
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と
に
し
た
場
合
に
は
，
必
要
な
検
査
の
要
領

又
は

そ
の

他
の

活
動

の
要

領
並

び
に

調
達

製
品

の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
文
書
に
定
め
る
。
 

(
2
)
 

組
織

が
，

供
給

者
先

で
検

証
を

実
施
す

る
こ

と
に
し
た
場
合
に
は
，
組
織
は

，
そ
の
検
証
の
要

領
及

び
調

達
製

品
の

リ
リ

ー
ス

の
方

法
を

調
達

要
求
事
項
の
中
で
明
確
に
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
5 
業
務
の
実
施
 

 
 

4
.
5 

業
務
の
実
施
 

7
.
5 

業
務
の
実
施
 

組
織
は
，
業
務
の
計
画

(7
.1
 参

照
)
に
基
づ
き
，

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
5.
1 
業
務
の
管
理
 

組
織
は
，
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
さ
れ
た
状
態
に
は
，
次

の
事

項
の

う
ち

該
当

す
る

も
の

を
含

め
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

（
個
別
業
務
の
管
理
）

  

第
三
十
九
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別

業
務
を
、
次
に
掲
げ
る
管
理
条
件
（
個
別
業
務
の

内
容

等
か

ら
該

当
し

な
い

と
認

め
ら

れ
る

管
理

条
件

を
除

く
。
）

の
下

で
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

  

 
4
.
5.
1 

業
務
の
管
理
（
7
.5
.1
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
規
程
に
従
っ
て

，
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
，
管
理
さ

れ
た
状
態
で
業
務
を
実
施
す
る
。
 

 

7
.
5.
1 

業
務
の
管
理
 

組
織

は
，

業
務

を
管

理
さ

れ
た

状
態

で
実

施
す

る
。
管
理
さ
れ
た
状
態
に
は
，
次
の
事
項
の
う
ち

該
当
す
る
も
の
を
含
む
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

a
)
 
原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が

利
用
で
き
る
。
 

一
 
 
 

保
安
の

た
め
に

必
要

な
情
報

が
利
用
で

き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

原
子

力
安

全
に

関
わ

る
法

令
集

等
の

外
部

文
書
，
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り

得
ら
れ
た
情
報
が
利
用
で
き
る
。
 

a
)
 

原
子

力
安

全
と

の
係

わ
り

を
述

べ
た

情
報

が
利
用
で
き
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

b
)
 必

要
に
応
じ
て
，
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。 

二
 
 
 

手
順
書

が
利
用

で
き

る
体
制

に
あ
る
こ

と
。

  

 
(
b
) 
必
要
に
応
じ
て
手
順
書
等
を
利
用
で
き
る
。
 

b
)
 

必
要

に
応

じ
て

，
作

業
手

順
が

利
用

で
き

る
。
 

 

c
)
 適

切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

三
 
 
 

当
該
個

別
業
務

に
見

合
う
設

備
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
。
 

 
(
c
) 
原
子
力
施
設
等
の
業
務
に
必
要
な
設
備
を
，

適
切
に
点
検
，
保
守
し
て
使
用
し
て
い
る
。
 

c
) 

適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

d
)
 
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
，
使

用
し
て
い
る
。
 

四
 
 
 

監
視
測

定
の
た

め
の

設
備
が

利
用
で
き

る
体
制
に
あ
り
、
か
つ
、
当
該
設
備
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
。
 

 
(
d
) 
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
，
使

用
し
て
い
る
。
 

d
) 

監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
，
使

用
し
て
い
る
。
 

 

e
)
 監

視
及
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

五
 
 
 

第
四
十

九
条
の

規
定

に
基
づ

き
監
視
測

定
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
 

 
(
e
) 

5
.2
.3
（
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
）
及

び
5
.2
.4
（
検
査
及
び
試
験
）
に
従
い
，
監
視

及
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

e
) 

監
視
及
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
5/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

f
)
 業

務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

六
 
 
 

こ
の
規

則
の
規

定
に

基
づ
き

、
プ
ロ
セ

ス
の

次
の

段
階

に
進

む
こ

と
の

承
認

を
行

っ

て
い
る
こ
と
。
 

 
(
f
) 

業
務

の
リ

リ
ー

ス
が

規
定

さ
れ

た
と

お
り

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

f
) 

業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
5.
2 
業
務
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

 (
1
) 

業
務

の
過

程
で

結
果

と
し

て
生

じ
る

ア
ウ

ト

プ
ッ
ト
が
，
そ
れ
以
降
の
監
視
又
は
測
定
で
検
証

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
，
そ
の
結
果
，
業
務
が
実

施
さ

れ
た

後
で

し
か

不
具

合
が

顕
在

化
し

な
い

場
合
に
は
，
組
織
は
，
そ
の
業
務
の
該
当
す
る
プ

ロ
セ

ス
の

妥
当

性
確

認
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 
 
 

 

（
個

別
業

務
の

実
施

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
の

妥
当

性

確
認
）

  

第
四
十
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業

務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
以

降
の

監
視

測
定

で
は

当
該

プ
ロ

セ
ス

の
結

果
で

あ
る

プ
ロ

セ
ス

出
力

情
報

を
検

証
す

る
こ

と
が

で
き
な
い
場
合
（
個
別
業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
に

の
み

不
具

合
が

明
ら

か
に

な
る

場
合

を
含

む
。
）

に
お
い
て
は
、
妥
当
性
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

  

 

第
４
０
条
（
個
別
業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
妥
当
性
確
認
）
 

１
 
規

則
第

４
０

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

個
別

業

務
が

実
施

さ
れ

た
後

に
の

み
不

具
合

が
明

ら
か

に
な
る
場
合
」
に
は
、
以
下
の
二
種
類
が
あ
る
。
 

・
業
務
の

結
果
が
実
施
過
程
の
管
理
、
業
務
実
施
者

の
技
量
又
は
そ
の
両
者
に
高
度
に
依
存
し
、
そ
れ

以
降

の
監

視
及

び
測

定
で

は
所

定
の

品
質

を
容

易
に
判
定
で
き
な
い
場
合
。
例
え
ば
、
溶
接
や
非

破
壊
検
査
等
が
あ
る
。
 

・
業

務
の

実
施

後
で

な
け

れ
ば

不
具

合
が

顕
在

化

し
な
い
場
合
。
例
え
ば
、
正
し
い
情
報
の
伝
達
や

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
妥

当
性

確
認
が
あ
る
。
 

4
.
5.
2
 

業
務

に
関

す
る

プ
ロ

セ
ス

の
妥

当
性

確
認

（
7.
5.
2）

 

(
1
) 
組
織
は
，
業
務
の
過
程
で
結
果
と
し
て
生
じ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
，
そ
れ
以
降
の
監
視
又
は
測
定

で
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
，
そ
の
結
果
，
業

務
が

実
施

さ
れ

た
後

で
し

か
不

具
合

が
顕

在
化

し
な

い
業

務
の

該
当

す
る

プ
ロ

セ
ス

の
妥

当
性

確
認
を
行
う
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を

要
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
，
発
電
所
に
は
保
守
管

理
業
務
に
お
け
る
特
殊
工
程
が
あ
り
，
こ
れ
ら
の

プ
ロ

セ
ス

の
妥

当
性

確
認

を
実

施
す

る
こ

と
を

「
保
守
管
理
業
務
要
項
」
に
定
め
る
。
ま
た
，
発

電
所

に
は

運
転

管
理

業
務

に
お

け
る

運
転

手
順

書
作
成
，
改
正
及
び
廃
止
が
あ
り
，
こ
れ
ら
の
プ

ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
を
「
運

転
管
理
業
務
要
項
」
に
定
め
る
。
 

7
.
5.
2
 

業
務

の
実

施
に

関
す

る
プ

ロ
セ

ス
の

妥
当

性
確
認
 

(
1
)
 

業
務

の
実

施
の

過
程

で
結

果
と

し
て

生
じ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
，
そ
れ
以
降
の
監
視
又
は
測
定

で
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
，
そ
の
結
果
，
業

務
が

実
施

さ
れ

た
後

で
し

か
不

具
合

が
顕

在
化

し
な
い
場
合
に
は
，
組
織
は

，
そ
の
業
務
の
該
当

す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

(
2
) 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
，
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス

が
計

画
ど

お
り

の
結

果
を

出
せ

る
こ

と
を

実
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
プ
ロ
セ

ス
が

第
二

十
五

条
第

一
項

の
計

画
に

定
め

た
結

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
妥
当
性
確
認

に
よ
っ
て
実
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 

組
織
は
，
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
，

(1
)の

プ

ロ
セ

ス
が

計
画

ど
お

り
の

結
果

を
出

せ
る

こ
と

を
実
証
す
る
。
 

(
2
)
 

妥
当

性
確

認
に

よ
っ

て
，
こ

れ
ら

の
プ

ロ
セ

ス
が

計
画

ど
お

り
の

結
果

を
出

せ
る

こ
と

を
実

証
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
) 
組
織
は
，
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
次

の
事

項
の

う
ち

該
当

す
る

も
の

を
含

ん
だ

手
続

き
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
の
規
定

に
よ

り
妥

当
性

確
認

の
対

象
と

さ
れ

た
プ

ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
当
該
プ
ロ
セ
ス

の
内

容
等

か
ら

該
当

し
な

い
と

認
め

ら
れ

る
事

項
を
除
く
。

  

 
(
3
) 

組
織
は
，
(1
)の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

の
う

ち
該

当
す

る
も

の
を

含
ん
だ
手
続
き
を
関
連
す
る
規
程
に
定
め
る
。
 

(
3
) 

組
織
は
，
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
，
次

の
事

項
の

う
ち

該
当

す
る

も
の

を
含

ん
だ

手
続

き
を
確
立
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
)
 
プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
及
び
承
認
の
た
め
の

明
確
な
基
準
 

一
 
 
 

当
該
プ

ロ
セ
ス

の
照

査
及
び

承
認
の
た

め
の
判
定
基
準
 

 
(
a
) 

プ
ロ

セ
ス

の
レ

ビ
ュ

ー
及

び
承

認
の

た
め

の
明
確
な
基
準
 

a
)
 

プ
ロ

セ
ス

の
レ

ビ
ュ

ー
及

び
承

認
の

た
め

の
明
確
な
基
準
 

 

b
)
 設

備
の
承
認
及
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

二
 
 
 

設
備
の

承
認
及

び
職

員
の
適

格
性
の
確

認
 

 
(
b
) 
設
備
の
承
認
及
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

b
) 

設
備
の
承
認
及
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

 

c
)
 所

定
の
方
法
及
び
手
順
の
適
用
 

三
  
 
方
法
及
び
手
順
 

 
(
c
) 
所
定
の
方
法
及
び
手
順
の
適
用
 

c
) 

所
定
の
方
法
及
び
手
順
の
適
用
 

 

d
)
 記

録
に
関
す
る
要
求
事
項
(
4.
2.
4
参
照
) 

四
 
 
 

第
七
条

に
規
定

す
る

記
録
に

係
る
要
求

事
項

  

 
(
d
) 
記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
 

d
) 

記
録
に
関
す
る
要
求
事
項

 (
4.
2
.4
 参

照
) 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

e
)
 妥

当
性
の
再
確
認
 

五
 
 
 

再
妥
当

性
確
認

（
個

別
業
務

に
関
す
る

手
順
を
変
更
し
た
場
合
等
に
お
い
て
、
再
度
妥

 
(
e
) 
妥
当
性
の
再
確
認
 

e
) 

妥
当
性
の
再
確
認
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(3
6/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

当
性
確
認
を
行
う
こ
と
を
い
う

。）
 

7
.
5.
3 
識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

(
1
) 
必
要
な
場
合
に
は
，
組
織
は
，
業
務
の
計
画
及

び
実

施
の

全
過

程
に

お
い

て
適

切
な

手
段

で
業

務
を
識
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
識
別
）

  

第
四
十
一
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別

業
務

に
関

す
る

計
画

及
び

個
別

業
務

の
実

施
に

係
る
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
適
切
な
手
段

に
よ

り
個

別
業

務
及

び
発

電
用

原
子

炉
施

設
を

識
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
4
.
5.
3 

識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（

7.
5.
3）

 

(
1
) 
組
織
は
，
識
別
が
必
要
な
業
務
を
関
連
す
る
規

程
に
定
め
，
業
務
の
計
画
及
び
実
施
の
全
過
程
に

お
い
て
適
切
な
手
段
で
業
務
を
識
別
す
る
。
 

 

7
.
5.
3 

識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

(
1
) 

必
要
な
場
合
に
は
，
組
織
は
，
業
務
の
計
画
及

び
実

施
の

全
過

程
に

お
い

て
適

切
な

手
段

で
業

務
・
原
子
炉
施
設
を
識
別
す
る
。
 

 

 ・
工

事
の

計
画

に
お

け
る

業
務

の
状

態
，
当
該
工
作
物
の
状
態
は
識
別
可
能

で
あ

る
と

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
回
答
を
得
て
い
る
が
，
当
社
の
品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

は
運

転
段

階
も
含
め
て

い
る
こ
と

か
ら
，
「
必
要

な
場
合
に
は
」
を
付
加
し
た

J
EA
C
ベ

ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
 

(
2
) 
組
織
は
，
業
務
の
計
画
及
び
実
施
の
全
過
程
に

お
い
て
，
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連
し

て
，

業
務

の
状

態
を

識
別

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

(
2
) 
組
織
は
，
業
務
の
計
画
及
び
実
施
の
全
過
程
に

お
い
て
，
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連
し

て
，
識
別
が
必
要
な
業
務
の
状
態
を
関
連
す
る
規

程
に
定
め
，
識
別
す
る
。
 

(
2
)
 

組
織

は
，

業
務

の
計

画
及

び
実

施
の
全

過
程

に
お
い
て
，
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連

し
て
，
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る

。 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
) 

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

が
要

求
事

項
と

な
っ

て

い
る
場
合
に
は
，
組
織
は
，
業
務
に
つ
い
て
一
意

の
識
別
を
管
理
し
，
記
録
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

(4
.2
.4

参
照
)。

 

（
追
跡
可
能
性
の
確
保
）

  

第
四
十
二
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
追
跡

可
能
性
（
履
歴

、
適
用
又
は
所
在
を
追
跡
で
き
る

状
態

に
あ

る
こ

と
を

い
う

。
）

の
確

保
が

個
別

業

務
等
要
求
事
項
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
個
別

業
務
又
は
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
識
別
し
、
こ
れ

を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
４
２
条
（
追
跡
可
能
性
の
確
保
）
  

１
 規

則
第
４
２
条
に
規
定
す
る
「
追
跡
可
能
性
」
と

は
、

Ｊ
Ｉ

Ｓ
 
Ｑ

９
０

０
１
で

使
用

さ
れ

て
い

る

「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
 

(
3
) 
組
織
は
，
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と

な
っ
て
い
る
業
務
を
関
連
す
る
規
程
に
定
め
，
一

意
の
識
別
を
管
理
し
，
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成

し
，
「

品
質

記
録

管
理

要
項

」
に

基
づ

き
保

存
す

る
。
 

(
3
)
 

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

が
要

求
事

項
と
な

っ
て

い
る
場
合
に
は
，
組
織
は
，
業
務
・
原
子
炉
施
設

に
つ
い
て
一
意
の
識
別
を
管
理
し
，
記
録
を
維
持

す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記

 
構

成
管

理
（

c
o
nf
ig
ur
at
io
n 

m
a
na
ge
me
nt
）
は
識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

を
維
持
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 

7
.
5.
4 
組
織
外
の
所
有
物
 

組
織
は
，
組
織
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
，
そ
れ
が

組
織
の
管
理
下
に
あ
る
間
，
注
意
を
払
い
，
必
要

に
応

じ
て

記
録

を
維

持
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

(
4
.2
.4

参
照
)。

 

 注
記
 
組
織
外
の
所
有
物
に
は
，
知
的
財
産
及
び

個
人
情
報
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
の
物
品
）

  

第
四
十
三
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電

用
原

子
炉

施
設

の
外

部
の

者
の

物
品

を
所

持
し

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該

物
品
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
４
３
条
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
の
物

品
）

  

１
 
規

則
第

４
３

条
に

規
定

す
る

「
発

電
用

原
子

炉

施
設
の
外
部
の
者
の
物
品

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９

０
０
１
の
「
顧
客
の
所
有
物
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

２
 規

則
第
４
３
条
に
規
定
す
る
「
必
要
に
応
じ
、
記

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
場
合
に
は
、
例
え
ば
、
「
発
電
用
原
子
炉
施

設
の

外
部

の
者

の
物

品
を

紛
失

又
は

損
傷

し
た

場
合
」
が
あ
る
。
 

4
.
5.
4 

組
織
外
の
所
有
物
（
7
.5
.4
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
組
織
外
の
所
有
物
が
組
織
の
管
理
下

に
あ
る
間
は

，「
組
織
外
所
有
物
管
理
要
項
」
等
に

基
づ
き
注
意
を
払
っ
て
管
理
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に

応
じ

て
記

録
を
作

成
し

，
「

品
質

記
録

管
理

要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
 

7
.
5.
4 

組
織
外
の
所
有
物
 

組
織
は
，
組
織
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
，
そ
れ
が

組
織
の
管
理
下
に
あ
る
間
，
注
意
を
払
い
，
必
要

に
応
じ
て
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
7/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

7
.
5.
5 
調
達
製
品
の
保
存
 

組
織
は
，
調
達
製
品
の
検
証
後
，
受
入
か
ら
据
付

(
使
用
)ま

で
の
間
，
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維
持

す
る

よ
う

に
調

達
製

品
を

保
存

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
こ
の
保
存
に
は

，
該
当
す
る
場
合
，
識

別
，
取
扱
い
，
包
装
，
保
管
及
び
保
護
を
含
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
存
は

，
取
替
品
，
予
備
品

に
も
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
調
達
物
品
の
保
持
）

  

第
四
十
四
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
調
達

し
た
物
品
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
物
品

の
状
態
を
保
持
（
識
別
、
取
扱
い
、
包
装
、
保
管

及
び
保
護
を
含
む

。）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
4
.
5.
5 

調
達
製
品
の
保
存
（
7
.5
.5
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
4.
4.
3（

調
達
製
品
の
検
証
）
の
調
達

製
品
の
検
証
後
，
受
入
か
ら
据
付
（
使
用
）
ま
で

の
間
，
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維
持
す
る
よ
う
に

調
達
製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
，
該
当

す
る
場
合
，
識
別
，
取
扱
い

，
包
装
，
保
管
及
び

保
護
を
含
め
る
。
ま
た

，
調
達
製
品
の
う
ち
取
替

品
に

つ
い

て
は

，
別

に
定

め
る

手
順

に
て

管
理

し
，

予
備

品
及

び
貯

蔵
品

に
つ

い
て

は
，
「

予
備

品
・
貯
蔵
品
取
扱
要
項
」
に
基
づ
き
管
理
す
る
。
 

7
.
5.
5 

調
達
製
品
の
保
存
 

組
織
は
，
調
達
製
品
の
検
証
後
，
受
入
か
ら
据
付

（
使
用
）
ま
で
の
間
，
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維

持
す
る
よ
う
に
調
達
製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保

存
に
は
，
該
当
す
る
場
合
，
識
別
，
取
扱
い
，
包

装
，
保
管
及
び
保
護
を

含
め
る
。
保
存
は
，
取
替

品
，
予
備
品
に
も
適
用
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

7
.
6 
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
 

(
1
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

へ
の

適
合

性
を

実

証
す
る
た
め
に
，
組
織
は
，
実
施
す
べ
き
監
視
及

び
測

定
を

明
確

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
，
そ
の
た
め
に
必
要
な
監
視
機
器
及
び
測
定
機

器
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
管
理
）

  

第
四
十
五
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別

業
務

等
要

求
事

項
へ

の
適

合
性

の
実

証
に

必
要

な
監

視
測

定
及

び
当

該
監

視
測

定
の

た
め

の
設

備
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
４
５
条
（
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
管
理
）
 

１
 
規

則
第

４
５

条
第

３
項

第
１

号
に

規
定

す
る

「
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
間
隔
」
と
は
、
「
規
則
第

２
５

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
定

め
た

計
画

に
基
づ
く
も
の
」
を
い
う
。
 

4
.
6 

監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
 

4
.
6.
1 

監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
（

7.
6）

 

  (
1
) 

組
織
は
，

4.
2.
1（

業
務
に
対
す
る
要
求
事
項

の
明
確
化
）
の
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
実
証
す

る
た
め
に
，
実
施
す
べ
き
監
視
及
び
測
定
，
並
び

に
監

視
及

び
測

定
に

必
要

な
監

視
機

器
及

び
測

定
機
器
を
規
程
に
定
め
る
。
 

 7
.
6 

監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
 

組
織
は
，
業
務
の
計
画

(7
.1
 参

照
)
に
基
づ
き
，

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 

業
務

・
原

子
炉

施
設

に
対

す
る
要

求
事

項
へ

の
適
合
性
を
実
証
す
る
た
め
に
，
組
織
は
，
実
施

す
べ
き
監
視
及
び
測
定
を
明
確
に
す
る
。
ま
た
，

そ
の

た
め

に
必

要
な

監
視

機
器

及
び

測
定

機
器

を
明
確
に
す
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
) 
組
織
は
，
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整

合
性

を
確

保
で

き
る

方
法

で
監

視
及

び
測

定
が

実
施

で
き

る
こ

と
を

確
実

に
す

る
プ

ロ
セ

ス
を

確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
監
視
測
定
に
つ

い
て
、
実
施
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
監
視
測

定
に

係
る

要
求

事
項

と
整

合
性

の
と

れ
た

方
法

で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 
組
織
は
，
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整

合
性

を
確

保
で

き
る

方
法

で
監

視
及

び
測

定
が

実
施
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
規
程
に
定
め
る
。
 

(
2
)
 

組
織

は
，

監
視

及
び

測
定

の
要

求
事
項

と
の

整
合

性
を

確
保

で
き

る
方

法
で

監
視

及
び

測
定

が
実

施
で

き
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

を
確
立
す
る
。
 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
) 

測
定

値
の

正
当

性
が

保
証

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら
な
い
場
合
に
は
，
測
定
機
器
に
関
し
，
次
の
事

項
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
監
視
測
定
の
結

果
の

妥
当

性
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

場
合

に
お
い
て
は
、
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
を
、
次

に
掲

げ
る

条
件

に
適

合
す

る
も

の
と

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
3
) 
組
織
は
，
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
，
測
定
機
器
に
関
し
，

次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

を
満

た
す

よ
う

に
管

理
す
る
。
 

(
3
)
 

測
定

値
の

正
当

性
が

保
証

さ
れ

な
け
れ

ば
な

ら
な
い
場
合
に
は
，
測
定
機
器
に
関
し
，
次
の
事

項
を
満
た
す
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

a
）
定

め
ら
れ

た
間
隔

又
は
使
用

前
に

，
国
際
又

は
国

家
計

量
標

準
に

ト
レ

ー
サ

ブ
ル

な
計

量

標
準
に
照
ら
し
て
校
正
若
し
く
は
検
証
，
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
標
準
が
存
在

し
な
い
場
合
に
は
，
校
正
又
は
検
証
に
用
い
た

基
準
を
記
録
す
る
（

4.
2.
4 
参
照

）。
 

一
 
 
 

あ
ら
か

じ
め
定

め
た

間
隔
で

、
又
は
使

用
の
前
に
、
計
量
の
標
準
（
当
該
標
準
が
存
在

し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
校
正
又
は
検
証
の

根
拠
に
つ

い
て
記

録
す
る

こ
と
。
）
ま

で
追
跡

す
る

こ
と

が
可

能
な

方
法

に
よ

り
校

正
又

は

検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 
定
め
ら
れ
た
間
隔
又
は
使
用
前
に
，
国
際
又

は
国

家
計

量
標

準
に

ト
レ

ー
サ

ブ
ル

な
計

量

標
準
に
照
ら
し
て
校
正
若
し
く
は
検
証
，
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
標
準
が
存
在

し
な
い
場
合
に
は
，
校
正
又
は
検
証
に
用
い
た

基
準
を
記
録
す
る
。
 

a
) 

定
め
ら
れ
た
間
隔
又
は
使
用
前
に
，
国
際
又

は
国

家
計

量
標

準
に

ト
レ

ー
サ

ブ
ル

な
計

量

標
準
に
照
ら
し
て
校
正
若
し
く
は
検
証
，
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
標
準
が
存
在

し
な
い
場
合
に
は
，
校
正
又
は
検
証
に
用
い
た

基
準
を
記
録
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

     ・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

b
）
機

器
の
調

整
を
す

る
，
又
は

必
要

に
応
じ
て

再
調
整
す
る
。
 

二
 
 
 

所
要
の

調
整
又

は
再

調
整
が

な
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

  

 
(
b
) 
機
器
の
調
整
を
す
る
，
又
は
必
要
に
応
じ
て

再
調
整
す
る
。
 

b
) 

機
器
の
調
整
を
す
る
，
又
は
必
要
に
応
じ
て

再
調
整
す
る
。
 

 

c
）
校

正
の
状

態
を
明

確
に
す
る

た
め

に
識
別
を

行
う
。
 

三
 
 
 

校
正
の

状
態
が

明
確

に
な
る

よ
う
、
識

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
c
) 

校
正

の
状

態
を

明
確

に
す

る
た

め
に

識
別

を
行
う
。
 

c
)
 

校
正

の
状

態
を

明
確

に
す

る
た

め
に

識
別

を
行
う
。
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品
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J
EA
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工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
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公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

d
）
測

定
し
た

結
果
が

無
効
に
な

る
よ

う
な
操
作

が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

四
 
 
 

監
視
測

定
の
結

果
を

無
効
と

す
る
操
作

か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
d
) 

測
定

し
た

結
果

が
無

効
に

な
る

よ
う

な
操

作
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

d
)
 

測
定

し
た

結
果

が
無

効
に

な
る

よ
う

な
操

作
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

 

e
）
取

扱
い
，

保
守
及

び
保
管
に

お
い

て
，
損
傷

及
び
劣
化
し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。
 

五
  
 
取
扱
い
、
維
持
及
び
保
管
の
間
、
損
傷
及

び
劣
化
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
e
) 
取
扱
い
，
保
守
及
び
保
管
に
お
い
て
，
損
傷

及
び

校
正

は
ず

れ
等

の
劣

化
が

生
じ

な
い

よ

う
に
保
護
す
る
。
 

e
) 

取
扱
い
，
保
守
及
び
保
管
に
お
い
て
，
損
傷

及
び
劣
化
し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

さ
ら
に
，
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
，
組
織
は
，
そ

の
測

定
機

器
で

そ
れ

ま
で

に
測

定
し

た
結

果
の

妥
当
性
を
評
価
し
，
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
4
.2
.4

参
照
)。

組
織
は
，
そ
の
機
器
，
及
び
影

響
を
受
け
た
業
務
す
べ
て
に
対
し
て
，
適
切
な
処

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
校
正
及
び
検
証

の
結

果
の

記
録

を
維

持
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

(
4
.2
.4

参
照
)。

 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
監
視
測
定
の
た

め
の

設
備

に
係

る
要

求
事

項
へ

の
不

適
合

が
判

明
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
従
前
の
監
視
測
定
の

結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
こ
れ
を
記
録
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

５
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
及
び
前

項
の

不
適

合
に

よ
り

影
響

を
受

け
た

個
別

業
務

又
は
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
適
切
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

６
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
監
視
測
定
の
た

め
の

設
備

の
校

正
及

び
検

証
の

結
果

の
記

録
を

作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

 
(
5
) 
組
織
は
，
校
正
は
ず
れ
等

，
測
定
機
器
が
要
求

事
項

に
適

合
し

て
い

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
に
は
，
そ
の
測
定
機
器
の
校
正
日
以
降
，
そ
れ

ま
で

に
測

定
し

た
結

果
の

妥
当

性
を

再
測

定
又

は
機

器
の

誤
差

を
換

算
す

る
等

に
よ

り
評

価
す

る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し

，「
品

質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す
る
。
要
求

事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
当
該
測
定
機
器
，
及
び

妥
当
性
を
評
価
し
た
結
果
，
影
響
を
受
け
た
業
務

（
原

子
力

施
設

を
含

む
。
）

す
べ

て
に

対
し

て
，

「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
適
切
な
処
置
を

と
る
。
 

(
4
) 
組
織
は
，
校
正
及
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
作

成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存
す

る
。
 

さ
ら
に
，
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
，
組
織
は
，
そ

の
測

定
機

器
で

そ
れ

ま
で

に
測

定
し

た
結

果
の

妥
当
性
を
評
価
し
，
記
録
す
る

(4
.2
.
4 
参
照
)。

 

      組
織
は
，
そ
の
機
器
及
び
影
響
を
受
け
た
業
務
・

原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し
て
，
適
切
な
処
置
を

と
る
。
校
正
及
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す

る
(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

        ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
) 

規
定

要
求

事
項

に
か

か
わ

る
監

視
及

び
測

定

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

使
う

場
合

に
は
，
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ

っ
て

意
図

し
た

監
視

及
び

測
定

が
で

き
る

こ
と

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
確
認
は
，

最
初

に
使

用
す

る
の

に
先

立
っ

て
実

施
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
再
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

７
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
等
要

求
事

項
の

監
視

測
定

に
お

い
て

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
初
回
使
用
に

当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

意
図

し
た

と
お

り
に

当
該

監
視

測
定

に
適

用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
再
確
認

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
6
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
要
求
事
項
に
係

る
監

視
及

び
測

定
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
を
使
う
場
合
に
は
，
最
初
に
使
用
す
る
前
及

び
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

改
造

し
た

後
使

用
す

る
前

に
，
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ

て
意

図
し

た
監

視
及

び
測

定
が

で
き

る
こ

と
を

確
認
す
る
。
ま
た

，
必
要
に
応
じ
て
再
確
認
す
る

こ
と
。
 

(
4
)
 

規
定

要
求

事
項

に
か

か
わ

る
監

視
及

び
測
定

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

使
う

場
合

に
は
，
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ

っ
て

意
図

し
た

監
視

及
び

測
定

が
で

き
る

こ
と

を
確
認
す
る
。
こ
の
確
認
は

，
最
初
に
使
用
す
る

の
に
先
立
っ
て
実
施
す
る
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ

て
再
確
認
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記

 
意

図
し

た
用

途
を

満
た

す
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
能
力
の
確
認
に
は
，
通
常
，
そ

の
使

用
の

適
切

性
を

維
持

す
る

た
め

の
検

証
及

び
構
成
管
理
も
含
ま
れ
る
。
 

 
 

 
 

 

8
. 

評
価
及
び
改
善
 

8
.
1 
一
般
 

(
1
)
組

織
は

，
次

の
事

項
の

た
め

に
必

要
と

な
る

監

視
，
測
定
，
分
析
及
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計
画

し
，
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
 
 
第
六
章
 
監
視
測
定
、
分
析
及
び
改
善

  
 

（
監
視
測
定
、
分
析
及
び
改
善
）

  

第
四
十
六
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に

掲
げ
る
業
務
に
必
要
な
監
視
測
定
、
分
析
及
び
改

善
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
を
策
定
し

（
適
用
す
る
検
査
試
験
の
方
法
（
統
計
学
的
方
法

第
４
６
条
（
監
視
測
定
、
分
析
及
び
改
善
）
 

１
 
規

則
第

４
６

条
第

１
項

第
２

号
に

規
定

す
る

「
実
効
性
を
維
持
す
る

」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

 Ｑ
９
０

０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に

改
善
す
る
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

5
. 

評
価
及
び
改
善
 

5
.
1 

一
般
 

5
.
1.
1 

一
般
（
8
.1
）
 

(
1
) 

組
織
は

，「
5
.2
 
監
視
及
び
測
定

」，
「

5.
3 

不

適
合
管
理

」，
「

5.
4 
デ
ー
タ
の
分
析
」
及
び
「

5.
5 

改
善
」
の
記
載
に
従
い

，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

8
. 

評
価
及
び
改
善
 

 8
.
1 

一
般
 

(
1
)
 

組
織

は
，

次
の

事
項

の
た

め
に

必
要

と
な
る

監
視
，
測
定

，
分
析
及
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計

画
し
，
実
施
す
る
。
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(3
9/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

を
含

む
。
）

及
び

当
該

方
法

の
適

用
の

範
囲

の
明

確
化
を
含
む

。）
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

項
を
目
的
と
し
て
，
監
視
，
測
定
，
分
析
及
び
改

善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
，
実
施
す
る
。
 

ａ
）
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証

す
る
。
 

一
 
 
 

個
別
業

務
等
要

求
事

項
へ
の

適
合
性
を

実
証
す
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

業
務

に
対

す
る

要
求

事
項

へ
の

適
合

を
実

証
す
る
。
 

a
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ

の
適
合
を
実
証
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｂ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を

確
実
に
す
る
。
 

二
 
 
 

品
質
管

理
監
督

シ
ス

テ
ム
の

適
合
性
を

確
保
し
、
実
効
性
を
維
持
す
る
こ
と
。
 

 
(
b
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
適

合
性

を
確
実
に
す
る
。
 

b
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
適

合
性

を
確
実
に
す
る
。
 

 

ｃ
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を

継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

 
(
c
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

c
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

 

(
2
)こ

れ
に
は
，
統
計
的
手
法
を
含
め
，
適
用
可
能
な

方
法
，
及
び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ
と

を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

(
2
) 
監
視
，
測
定
，
分
析
及
び
改
善
に
当
た
っ
て
は

，

統
計

的
手

法
を

含
め

た
適

用
可

能
な

方
法

及
び

適
用
す
る
際
の
程
度
を
明
確
に
し
て
実
施
す
る
。
 

(
2
) 

こ
れ
に
は
，
統
計
的
手
法
を
含
め
，
適
用
可
能

な
方
法
，
及
び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ

と
を
含
め
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

8
.
2 
監
視
及
び
測
定
 

8
.
2.
1 
原
子
力
安
全
の
達
成
 

 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果

を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
，
原
子

力
安

全
を

達
成

し
て

い
る

か
ど

う
か

に
関

し
て

外
部

が
ど

の
よ

う
に

受
け

と
め

て
い

る
か

に
つ

い
て
の
情
報
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
情

報
の

入
手

及
び

使
用

の
方

法
を

定
め

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
か
ら
の
意
見
）
  

第
四
十
七
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

の
実

施
状

況
の

監
視

測
定

の
一
環
と
し
て
、
保
安
の
確
保
に
対
す
る
発
電
用

原
子

炉
施

設
の

外
部

の
者

の
意

見
を

把
握

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
意
見
の

把
握

及
び

当
該

意
見

の
反

映
に

係
る

方
法

を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
４
７
条
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
か
ら

の
意
見
）
 

１
 
規

則
第

４
７

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

発
電

用

原
子

炉
施

設
の

外
部

の
者

の
意

見
を

把
握

」
に

は
、
例
え

ば
、
「
地
元
自
治
体
及
び
地
元
住
民
が

保
安
活
動
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て

い
る
か
把
握
す
る
た
め
の
活
動
」
が
あ
る
。

  

5
.
2 

監
視
及
び
測
定
 

5
.
2.
1 

原
子
力
安
全
の
達
成
（
8
.2
.
1）

 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成

果
を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
，
保

安
検
査
の
結
果
，
定
期
安
全
管
理
審
査
の
結
果
及

び
規

制
当

局
等

よ
り

受
領

し
た

指
示

文
書

等
の

原
子

力
安

全
の

達
成

状
況

に
関

す
る

規
制

当
局

等
か

ら
の

情
報

の
入

手
及

び
使

用
の

方
法

を
,

「
官

庁
定

期
報

告
書

作
成

及
び

官
庁

対
応

業
務

要
項
」
に
定
め
，
入
手
し
た
情
報
を
監
視
す
る
。
 

8
.
2 

監
視
及
び
測
定
 

8
.
2.
1 

原
子
力
安
全
の
達
成
 

組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果

を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
，
原
子

力
安

全
を

達
成

し
て

い
る

か
ど

う
か

に
関

し
て

外
部

が
ど

の
よ

う
に

受
け

と
め

て
い

る
か

に
つ

い
て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
及

び
使
用
の
方
法
を
「
官
庁
定
期
報
告
書
作
成
及
び

官
庁
対
応
業
務
要
項
」
に
定
め
る
。
 

    ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

8
.
2.
2 
内
部
監
査
 

(
1
)
組

織
は

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

次

の
事

項
が

満
た

さ
れ

て
い

る
か

否
か

を
明

確
に

す
る
た
め
に
，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で

内
部
監
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
内
部
監
査
）

  

第
四
十
八
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

が
次

に
掲

げ
る

要
件

に
適

合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評
価
を

行
う

部
門

又
は

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
外

部
の

者
に

よ
る

内
部

監
査

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

  

 

第
４
８
条
（
内
部
監
査
）
 

１
 
規

則
第

４
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

あ
ら

か

じ
め
定
め
た
間
隔

」
と
は
、
「
規
則
第
２
５
条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
定

め
た

計
画

に
基

づ
く

も
の
」
を
い
う
。
 

２
 
規

則
第

４
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

発
電

用

原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者

」
と
は
、
「
発
電
用
原

子
炉
設
置
者
以
外
の
組
織
」
を
い
う
。
 

5
.
2.
2 

内
部
監
査
（
8
.2
.2
）
 

(
1
) 
考
査
・
品
質
監
査
室
長
は

，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

が
満

た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，

「
内
部
監
査
要
項
」
を
定
め

，
あ
ら
か
じ
め
定
め

ら
れ
た
間
隔
で
内
部
監
査
を
行
う
。
 

 

8
.
2.
2 

内
部
監
査
 

考
査
・
品
質
監
査
室
は
，
客
観
的
な
評
価
を
行
う

組
織
と
し
て
，
次
の
事
項
を
「
内
部
監
査
要
項
」

に
定
め
，
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
次
の

事
項

が
満

た
さ

れ
て

い
る

か
否

か
を

明
確

に
す

る
た

め
に
，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で
内
部
監

査
を
実
施
す
る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

ａ
)品

質
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ

ム
が

，
業
務
の

計
画

(7
.1

参
照
)に

適
合
し
て
い
る
か
，
こ
の

規
程
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
，
及
び

組
織

が
決

め
た

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ

ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。
 

一
 
 
 

個
別
業

務
計
画

、
こ

の
規
則

の
規
定
及

び
当

該
品

質
管

理
監

督
シ

ス
テ

ム
に

係
る

要

求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

が
次

に
掲

げ
る
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
 

イ
．
業
務
の
計
画
 

ロ
．

JE
AC
41
11

及
び

J
EA
C4
20
9-
2
0
07

の
要
求

事
項
 

ハ
．
組
織
が
決
め
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
要
求
事
項
 

a
) 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
，
業
務
の

計
画

(7
.1
 参

照
)に

適
合
し
て
い
る
か
，
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｃ

４
１

１
１

の
要

求
事

項
に

適
合

し
て

い

る
か
，
及
び
組
織
が
決
め
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｂ
)品

質
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ

ム
が

効
果
的
に

二
 
 
 

実
効
性

の
あ
る

実
施

及
び
維

持
が
な
さ

３
 
規

則
第

４
８

条
第

１
項

第
２

号
に

規
定

す
る

(
b
) 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

が
効

果
的

b
)
 

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

が
効

果
的

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

44



(4
0/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

実
施
さ
れ
，
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

れ
て
い
る
こ
と
。

  
「

実
効

性
の

あ
る

実
施

及
び

維
持

が
な

さ
れ

て

い
る
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果

的
に
実
施
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
」
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
 

に
実
施
さ
れ
，
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

に
実
施
さ
れ
，
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

の
適
正
化
 

(
2
)
組

織
は

，
監

査
の

対
象

と
な

る
プ

ロ
セ

ス
及

び

領
域
の
状
態
及
び
重
要
性
，
並
び
に
こ
れ
ま
で
の

監
査
結
果
を
考
慮
し
て
，
監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
監
査
の
基
準
，
範
囲

，

頻
度
及
び
方
法
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

監
査
員
の
選
定
及
び
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
，

監
査

プ
ロ

セ
ス

の
客

観
性

及
び

公
平

性
を

確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
監
査
員
は
，
自
ら
の
業

務
を
監
査
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
の
対

象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
、
領
域
の
状
態
及
び
重
要
性

並
び
に
従
前
の
監
査
の
結
果
を
考
慮
し
て
、
内
部

監
査
実
施
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
の
判

定
基
準
、
範
囲

、
頻
度
及
び
方
法
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
を
行

う
職
員
（
以
下
「
内
部
監
査
員
」
と
い
う

。）
の
選

定
及
び
内
部
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
客
観
性

及
び
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

５
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
員
に

自
ら

の
個

別
業

務
を

内
部

監
査

さ
せ

て
は

な
ら

な
い
。

  

 
(
2
) 
考
査
・
品
質
監
査
室
長
は

，
監
査
の
対
象
と
な

る
プ
ロ
セ
ス
及
び
領
域
の
状
態
及
び
重
要
性
，
並

び
に

こ
れ

ま
で

の
監

査
結

果
を

考
慮

し
て

，
「

内

部
監
査
要
項
」
に
基
づ
き
監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
す
る
。
 

(
3
) 
考
査
・
品
質
監
査
室
長
は
，
監
査
の
基
準
，
範

囲
，
頻
度
及
び
方
法
を

，「
内
部
監
査
要
項
」
に
定

め
る
。
 

(
4
) 

考
査

･品
質
監
査
室
長
は
，
監
査
員
の
選
定
及

び
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
，
監
査
プ
ロ
セ
ス
の

客
観
性
及
び
公
平
性
を
確
保
す
る
。
 

(
5
) 
監
査
員
は
，
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な
い
。
 

(
2
)
 

監
査

の
対

象
と

な
る

プ
ロ

セ
ス

及
び
領

域
の

状
態
及
び
重
要
性
，
並
び
に
こ
れ
ま
で
の
監
査
結

果
を

考
慮

し
て

，
監

査
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
す

る
。
監
査
の
基
準
，
範
囲
，
頻
度
及
び
方
法
を
規

定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
及
び
監
査
の
実
施
に
お

い
て
は
，
監
査
プ
ロ
セ
ス
の
客
観
性
及
び
公
平
性

を
確
保
す
る
。
監
査
員
は

，
自
ら
の
業
務
を
監
査

し
な
い
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)
監

査
の

計
画

及
び

実
施

，
記

録
の

作
成

及
び

結

果
の
報
告
に
関
す
る
責
任
，
並
び
に
要
求
事
項
を

規
定
す
る
た
め
に

，“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
を
確

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

６
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
実
施

計
画

の
策

定
及

び
実

施
並

び
に

内
部

監
査

結
果

の
報
告
及
び
記
録
の
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任

及
び

権
限

並
び

に
要

求
事

項
を

手
順

書
の

中
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
6
) 

考
査

･品
質
監
査
室
長
は
，
監
査
の
計
画
及
び

実
施
，
記
録
の
作
成
及
び
結
果
の
報
告
に
関
す
る

責
任
，
並
び
に
要
求
事
項
を

，「
内
部
監
査
要
項

」

に
定
め
る
。
 

(
3
)
 

監
査

の
計

画
及

び
実

施
，

記
録

の
作

成
及

び

結
果
の
報
告
に
関
す
る
責
任
及
び
権
限
，
並
び
に

要
求
事
項
を
規
定
す
る
。
 

 ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
)
監

査
及

び
そ

の
結

果
の

記
録

は
，

維
持

し
な

け

れ
ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照
)。

 

 
(
7
) 

考
査

･品
質
監
査
室
長
は
，
監
査
及
び
そ
の
結

果
の
記
録
を
作
成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に

基
づ
き
保
存
す
る
。
 

(
4
)
 

監
査

及
び

そ
の

結
果

の
記

録
を

維
持

す
る

(
4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
5
)
監

査
さ

れ
た

領
域

に
責

任
を

も
つ

管
理

者
は

，

検
出

さ
れ

た
不

適
合

及
び

そ
の

原
因

を
除

去
す

る
た
め
に
遅
滞
な
く
，
必
要
な
修
正
及
び
是
正
処

置
す

べ
て

が
と

ら
れ

る
こ

と
を

確
実

に
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
，
と
ら

れ
た

処
置

の
検

証
及

び
検

証
結

果
の

報
告

を
含

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
8.
5.
2
参
照

)。
 

７
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
内
部
監
査
さ
れ

た
領
域
に
責
任
を
有
す
る
管
理
者
に
、
発
見
さ
れ

た
不

適
合

及
び

当
該

不
適

合
の

原
因

を
除

去
す

る
た

め
の

措
置

を
遅

滞
な

く
講

じ
さ

せ
る

と
と

も
に
、
当
該
措
置
の
検
証
を
行
わ
せ
、
そ
の
結
果

を
報
告
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
8
) 
監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
持
つ
室
所
長
は
，

「
内
部
監
査
要
項
」
に
基
づ
き

，
検
出
さ
れ
た
不

適
合
及
び
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
，

必
要
な
修
正
及
び
是
正
処
置
す
べ
て
を
行
う
。
考

査
･品

質
監
査
室
長
は
，
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は

，

と
ら

れ
た

処
置

の
検

証
及

び
検

証
結

果
の

報
告

を
含
め
る
。
 

(
5
)
 

監
査

さ
れ

た
領

域
に

責
任

を
も

つ
管

理
者

は
，
検
出
さ
れ
た
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
を
除
去

す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
，
必
要
な
修
正
及
び
是
正

処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
，
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証

及
び

検
証

結
果

の
報

告
を

含
め

る
(8
.5
.2
 
参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

注
記
 

JI
S 
Q 
19
01
1
を
参
照
。
 

 
 

 
 

 

8
.
2.
3 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
 

(
1
)
組

織
は

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

プ

ロ
セ
ス
の
監
視
，
及
び
適
用
可
能
な
場
合
に
行
う

測
定
に
は
，
適
切
な
方
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な

（
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
）

  

第
四
十
九
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
プ
ロ

セ
ス
の
監
視
測
定
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
プ

ロ
セ

ス
の

監
視

測
定

に
見

合
う

監
視

測
定

 
5
.
2.
3 

プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
（

8.
2.
3）

 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ

ロ
セ

ス
の

監
視

及
び

適
用

可
能

な
場

合
に

行
う

測
定
の
適
切
な
方
法
を
「
業
務
プ
ロ
セ
ス
レ
ビ
ュ

8
.
2.
3 

プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
 

(
1
)
 

組
織

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ

ム
の

プ
ロ
セ
ス
の
監
視
，
及
び
適
用
可
能
な
場
合
に
行

う
測
定
に
は
，
適
切
な
方
法
を
適
用
す
る
。
 

   ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

45



(4
1/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ら
な
い
。
 

 

の
方
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

ー
要
項
」
に
定
め

，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
及
び
測
定
す
る
。
 

 

 
の
適
正
化
 

(
2
)
こ

れ
ら

の
方

法
は

，
プ

ロ
セ

ス
が

計
画

ど
お

り

の
結

果
を

達
成

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
を

実
証

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
監
視
測

定
の
方
法
に
よ
り
、
プ
ロ
セ
ス
が
第
十
二
条
第
一

項
及

び
第

二
十

五
条

第
一

項
の

計
画

に
定

め
た

結
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

実
証

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 

(1
)の

監
視
及
び
測
定
に
よ
り
，
プ
ロ
セ
ス
が

計
画

ど
お

り
の

結
果

を
達

成
す

る
能

力
が

あ
る

こ
と
を
実
証
す
る
。
 

(
2
)
 

こ
れ

ら
の

方
法

は
，

プ
ロ

セ
ス

が
計

画
ど

お

り
の

結
果

を
達

成
す

る
能

力
が

あ
る

こ
と

を
実

証
す
る
も
の
と
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)
計

画
ど

お
り

の
結

果
が

達
成

で
き

な
い

場
合

に

は
，
適
切
に
，
修
正
及
び
是
正
処
置
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
十
二
条
第
一

項
及

び
第

二
十

五
条

第
一

項
の

計
画

に
定

め
た

結
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
適
合
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
修
正
及
び
是
正
処
置
を
適
切
に
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 

組
織
は
，

(1
)の

監
視
及
び
測
定
の
結
果
，
計

画
ど

お
り

の
結

果
が

達
成

で
き

な
い

場
合

は
，

5
.
3.
1（

不
適
合
管
理
）
及
び

5.
5.
2（

是
正
処
置
）

に
基
づ
き
，
適
切
に
不
適
合
の
処
理
及
び
是
正
処

置
を
行
う
。
 

(
3
)
 

計
画

ど
お

り
の

結
果

が
達

成
で

き
な
い

場
合

に
は
，
適
切
に
，
修
正
及
び
是
正
処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

8
.
2.
4 
検
査
及
び
試
験
 

(
1
)
組

織
は

，
原

子
力

施
設

の
要

求
事

項
が

満
た

さ

れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
，
原
子
力
施

設
を
検
査
及
び
試
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検

査
及
び
試
験
は
，
業
務
の
計
画

(7
.1

参
照

)に
従

っ
て
，
適
切
な
段
階
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合

の
証

拠
を

維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
(4
.2
.4

参
照

)。
 

 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
検
査
試
験
）

  

第
五
十
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用

原
子

炉
施

設
が

要
求

事
項

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に

対
し
て
検
査
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
検
査
試

験
を
、
個
別
業
務
計
画
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
手
順
書
に
従
っ
て
、
個
別
業

務
の

実
施

に
係

る
プ

ロ
セ

ス
の

適
切

な
段

階
に

お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
検
査
試
験
の
適

否
決

定
基

準
へ

の
適

合
性

の
証

拠
と

な
る

検
査

試
験
の
結
果
に
係
る
記
録
等
を
作
成
し
、
こ
れ
を

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
5
.
2.
4 

検
査
及
び
試
験
（
8
.2
.4
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
原
子
力
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に

，「
試
験
・
検

査
管
理
要
項
」
に
基
づ
き

，
原
子
力
施
設
の
検
査

及
び

試
験

を
行

う
。

検
査

及
び

試
験

は
，

4.
1.
1

（
業
務
の
計
画
）
の
計
画
に
従
っ
て
，
適
切
な
段

階
で
実
施
す
る
と
と
も
に
，
検
査
及
び
試
験
の
合

否
判

定
基

準
へ

の
適

合
の

証
拠

と
し

て
記

録
を

作
成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保
存

す
る
。
な
お
，
4
.3
.6
（
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確

認
）
に
お
い
て
実
施
す
る
検
査
及
び
試
験
に
つ
い

て
も
，
こ
こ
で
規
定
す
る
検
査
及
び
試
験
の
一
部

と
し
て
実
施
す
る
。
 

8
.
2.
4 

検
査
及
び
試
験
 

(
1
)
 

組
織

は
，

原
子

炉
施

設
の

要
求

事
項
が

満
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に

，「
試
験
・

検
査
管
理
要
項
」
に
従
っ
て

，
原
子
炉
施
設
を
検

査
及
び
試
験
す
る
。
検
査
及
び
試
験
は
，
業
務
の

計
画

(7
.1
 参

照
)に

従
っ
て
，
適
切
な
段
階
で
実

施
す
る
。
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の

適
合
の
証
拠
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

     ・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
削
除
 

(
2
)
検

査
及

び
試

験
要

員
の

独
立

の
程

度
を

定
め

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

６
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
及
び

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査

試
験
を
行
う
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
検
査
試
験
を
行
う
者
の
独
立

性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 
組
織
は
，
検
査
及
び
試
験
を
実
施
す
る
場
合
に

は
，「

試
験
・
検
査
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
，
そ
の

原
子
力
施
設
の
重
要
度
に
応
じ
て
，
検
査
及
び
試

験
要

員
の

独
立

の
程

度
を

関
連

す
る

文
書

等
に

定
め
る
。
 

(
2
)
 

検
査

及
び

試
験

要
員

の
独

立
の

程
度
を

定
め

る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3)
リ

リ
ー

ス
(
次

工
程

へ
の

引
渡
し

)
を

正
式

に
許

可
し
た
人
を
，
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
 (
4.
2.
4
参
照

) 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次

の
段

階
に

進
む

こ
と

の
承

認
を

行
っ

た
者

を
特

定
す
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
3
) 
組
織
は
，
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）

を
正
式
に
許
可
し
た
人
を
記
録
す
る
。
 

(
3
) 

リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に

許
可
し
た
人
を
，
記
録
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
)
業

務
の

計
画

(7
.1

参
照

)
で

決
め

た
検

査
及

び
５

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
個
別
業
務
計
画

 
(
4
) 
組
織
は
，
4.
1.
1（

業
務
の
計
画
）
で
計
画
し
た

(
4
) 

業
務
の
計
画
(
7.
1 

参
照

)で
決
め
た
検
査
及

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

46



(4
2/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

試
験
が
完
了
す
る
ま
で
は
，
当
該
原
子
力
施
設
を

据
え

付
け

た
り

，
運

転
し

た
り

し
て

は
な

ら
な

い
。
た
だ
し
，
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承
認
し

た
と
き
は
，
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

に
基

づ
く

検
査

試
験

を
支

障
な

く
完

了
す

る
ま

で
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承

認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

  

検
査
及
び
試
験
が
完
了
す
る
ま
で
は
，
当
該
原
子

力
施
設
の
据
え
付
け
や
運
転
を
行
わ
な
い
。
た
だ

し
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
a
) 
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承
認
し
た
場
合
 

(
b
) 
検
査
が
不
合
格
で
あ
っ
た
場
合
で
，
5
.3
.1
（
不

適
合
管
理
）
の
「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
定
め
た

承
認
者
が
特
別
採
用
を
許
可
し
た
場
合
 

び
試
験
が
完
了
す
る
ま
で
は
，
当
該
原
子
炉
施
設

を
据
え
付
け
た
り
，
運
転
し
た
り
し
な
い
。
た
だ

し
，

当
該

の
権

限
を

も
つ

者
が

承
認

し
た

と
き

は
，
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

の
適
正
化
 

・
本

品
質

保
証

計
画

に
お

け
る

た
だ

し
書

き
は

使
用

承
認

等
を

想
定

し
た

も
の
で
あ
る
が
，
あ
ら
か
じ
め
業
務
の

計
画
に
そ
の
旨
を
定
め
る
こ
と
，
使
用

承
認

は
別

途
法

的
手

続
き

を
行

っ
た

上
で

規
制

当
局

の
承

認
が

必
要

で
あ

る
と

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
回

答
を
得
て

い
る
た

め
，

JE
AC

ベ
ー
ス

の
記
載
と
し
た
。
 

8
.
3 
不
適
合
管
理
 

(
1
)
組

織
は

，
業

務
に

対
す

る
要

求
事

項
に

適
合

し

な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
，

そ
れ
ら
を
識
別
し
，
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
不
適
合
の
管
理
）

  

第
五
十
一
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
要
求

事
項

に
適

合
し

な
い

個
別

業
務

又
は

発
電

用
原

子
炉
施
設
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
よ
う
、
当

該
個

別
業

務
又

は
発

電
用

原
子

炉
施

設
を

識
別

し
、
こ
れ
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  

 

 
5
.
3 

不
適
合
管
理
 

5
.
3.
1 

不
適
合
管
理
（
8
.3
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
に
適
合
し

な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
，

不
適

合
の

処
理

に
関

す
る

管
理

及
び

そ
れ

に
関

連
す
る
責
任
及
び
権
限
を
「
不
適
合
管
理
要
項
」

に
定
め
，
不
適
合
と
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子

力
施
設
を
識
別
し
，
管
理
す
る
。
 

 8
.
3 

不
適
合
管
理
 

(
1
) 

組
織
は
，
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求

事
項

に
適

合
し

な
い

状
況

が
放

置
さ

れ
る

こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
，
そ
れ
ら
を
識
別
し
，
管
理
す
る

こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 

(
2
)
不

適
合

の
処

理
に

関
す

る
管

理
及

び
そ

れ
に

関

連
す

る
責

任
及

び
権

限
を

規
定

す
る

た
め

に
，

“
文

書
化

さ
れ

た
手
順

”
 
を

確
立

し
な

け
れ

ば

な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
不
適
合
の
処
理

に
係

る
管

理
及

び
そ

れ
に

関
連

す
る

責
任

及
び

権
限
を
手
順
書
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
)
 

不
適

合
の

処
理

に
関

す
る

管
理

及
び

そ
れ

に

関
連

す
る

責
任

及
び

権
限

を
「

不
適

合
管

理
要

項
」
に
定
め
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)該

当
す
る
場
合
に
は
，
組
織
は
，
次
の
一
つ
又
は

そ
れ
以
上
の
方
法
で
，
不
適
合
を
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

３
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
方

法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
不
適
合
を
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 
(
2
) 

組
織
は

，「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
，

次
の

各
号

に
掲

げ
る

一
つ

又
は

そ
れ

以
上

の
方

法
で
，
不
適
合
を
処
理
す
る
。
 

(
3
) 

該
当
す
る
場
合
に
は
，
組
織
は
，
次
の
一
つ
又

は
そ
れ
以
上
の
方
法
で
，
不
適
合
を
処
理
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ａ
）
検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処

置
を
と
る
。
 

一
 
 
 

発
見
さ

れ
た
不

適
合

を
除
去

す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

  

 
(
a
) 
検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
，
プ

ロ
セ

ス
の

見
直

し
又

は
原

子
力

施
設

の
修

正

等
の
処
置
を
と
る
。
 

a
)
 

検
出

さ
れ

た
不

適
合

を
除

去
す

る
た

め
の

処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｂ
）
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
，
特
別
採
用
に
よ

っ
て
，
そ
の
使
用

，
リ
リ
ー
ス
，
又
は
合
格
と

判
定
す
る
こ
と
を
正
式
に
許
可
す
る
。
 

二
 
 
 

個
別
業

務
の
実

施
、

発
電
用

原
子
炉
施

設
の

使
用

又
は

プ
ロ

セ
ス

の
次

の
段

階
に

進

む
こ
と
の
承
認
を
行
う
こ
と
（
以
下
「
特
別
採

用
」
と
い
う

。）
。
 

 
(
b
) 
原
子
力
施
設
の
修
正
が
困
難
で
，
不
適
合
の

除
去
が
で
き
な
い
場
合
は
，
特
別
採
用
を
検
討

し
，
「
不
適

合
管
理

要
項
」

に
定
め
た

承
認
者

が
，
原
子
力
施
設
の
使
用
，
リ
リ
ー
ス
又
は
合

格
と
判
定
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
 

b
) 

当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
，
特
別
採
用
に
よ

っ
て
，
そ
の
使
用

，
リ
リ
ー
ス
，
又
は
合
格
と

判
定
す
る
こ
と
を
正
式
に
許
可
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｃ
）
本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
又
は
適
用
が
で
き

な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る
。
 

注
記
 
“
c
)本

来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
又
は
適
用

が
で
き
な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る
”
と
は
“
廃

棄
す
る
こ
と
”
を
含
む
。
 

三
 
 
 

本
来
の

意
図
さ

れ
た

使
用
又

は
適
用
が

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
の

措
置

を
講

ず

る
こ
と
。

  

 
(
c
) 

本
来

の
意

図
さ

れ
た

使
用

又
は

適
用

が
で

き
な
い
よ
う
，
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
す
る
文
書
を

廃
止
文
書
と
し
た
り
，
原
子
力
施
設
の
廃
棄
，

隔
離
，
識
別
等
の
処
置
を
と
る
。
 

c
)
 

本
来

の
意

図
さ

れ
た

使
用

又
は

適
用

が
で

き
な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(4
3/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ｄ
）
外
部
へ
の
引
渡
し
後
又
は
業
務
の
実
施
後
に

不
適
合
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
不
適

合
に

よ
る

影
響

又
は

起
こ

り
得

る
影

響
に

対

し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
。
 

四
 
 
 

個
別
業

務
の
実

施
後

に
不
適

合
を
発
見

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
不
適
合
に
よ
る

影
響

又
は

起
こ

り
得

る
影

響
に

対
し

て
適

切

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

 
(
d
) 

規
制

当
局

等
に

提
出

し
た

文
書

等
又

は
業

務
の

実
施

後
に

不
適

合
が

検
出

さ
れ

た
場

合

は
，
「
不
適

合
管
理

要
項
」

に
基
づ
き

，
そ
の

不
適

合
に

よ
る

影
響

又
は

起
こ

り
得

る
影

響

に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
。
 

d
)
 

外
部

へ
の

引
渡

し
後

又
は

業
務

の
実

施
後

に
不
適
合
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
不

適
合

に
よ

る
影

響
又

は
起

こ
り

得
る

影
響

に

対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
4
)
不

適
合

に
修

正
を

施
し

た
場

合
に

は
，

要
求

事

項
へ

の
適

合
を

実
証

す
る

た
め

の
再

検
証

を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

５
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
不
適
合
に
対
す

る
修
正
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
修
正
後
の

個
別

業
務

等
要

求
事

項
へ

の
適

合
性

を
実

証
す

る
た
め
の
再
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
3
) 

組
織

は
，

不
適

合
に

修
正

を
施

し
た

場
合

に

は
，
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証
す
る
た
め
の
再

検
証

と
し

て
必

要
な

検
査

及
び

試
験

等
を

実
施

す
る
。
 

(
4
)
 

不
適

合
に

修
正

を
施

し
た

場
合

に
は

，
要

求

事
項

へ
の

適
合

を
実

証
す

る
た

め
の

再
検

証
を

行
う
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
5
)
不

適
合

の
性

質
の

記
録

，
及

び
不

適
合

に
対

し

て
と

ら
れ

た
特

別
採

用
を

含
む

処
置

の
記

録
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(4
.2
.4

参
照

)。
 

４
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
不
適
合
の
内
容

の
記

録
及

び
当

該
不

適
合

に
対

し
て

講
じ

た
措

置
（
特
別
採
用
を
含
む

。）
の
記
録
を
作
成
し
、
こ

れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
4
) 

組
織
は

，「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
，

不
適
合
の
状
況
，
内
容
の
記
録
及
び
不
適
合
に
対

し
て

と
ら

れ
た

特
別

採
用

を
含

む
処

置
の

記
録

を
作
成
し

，「
品
質
記
録
管
理
要
項
」
に
基
づ
き
保

存
す
る
。
 

(
5
)
 

不
適

合
の

性
質

の
記

録
，

及
び

不
適
合

に
対

し
て

と
ら

れ
た

特
別

採
用

を
含

む
処

置
の

記
録

を
維
持
す
る

(4
.2
.4
 参

照
)。

 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

 
 

 
(
5
) 
組
織
は
，
原
子
力
施
設
の
保
安
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
，
公
開
の
基
準
を
定
め
た
「
不
適
合
管

理
要
項
」
に
従
っ
て

，
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー

シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
を
含
め
，
情
報
の
公
開
を

行
う
。
 

(
6
)
 

組
織

は
，

原
子

炉
施

設
の

保
安

の
向

上
を

図

る
観
点
か
ら
，
公
開
の
基
準
を
定
め
た
「
不
適
合

管
理
要
項
」
に
従
っ
て

，
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ

ー
シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
を
含
め
，
情
報
の
公
開

を
行
う
。
 

 

8
.
4 
デ
ー
タ
の
分
析
 

(
1
)
組

織
は

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

適

切
性
及
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
，
ま
た
，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
の

継
続

的
な

改
善

の
可

能
性

を
評

価
す

る
た

め
に

適
切

な
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
，
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
，
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
中
に

は
，
監
視
及
び
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
並

び
に

そ
れ

以
外

の
該

当
す

る
情

報
源

か
ら

の
デ
ー
タ
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
デ
ー
タ
の
分
析
）

  

第
五
十
二
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
品
質

管
理

監
督

シ
ス

テ
ム

が
適

切
か

つ
実

効
性

の
あ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
、
及
び
そ

の
品

質
管

理
監

督
シ

ス
テ

ム
の

実
効

性
の

改
善

の
余

地
を

評
価

す
る

た
め

に
、

適
切

な
デ

ー
タ

（
監

視
測

定
の

結
果

か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
及

び
そ

れ
以

外
の

関
連

情
報

源
か

ら
の

デ
ー

タ
を

含
む

。）
を
明
確
に
し
、
収
集
し
、
及
び
分
析
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

第
５
２
条
（
デ
ー
タ
の
分
析
）

  

１
 
規

則
第

５
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

適
切

か

つ
実
効
性
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
適
切
性
及
び
有
効
性
」
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
 

２
 
規

則
第

５
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

実
効

性

の
改
善
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ

れ
て
い
る
「
有
効
性
の
継
続
的
改
善
」
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
 

３
規
則
第
５
２
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
「
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
者
」
と
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 

Ｑ
９
０
０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
顧
客
」
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

5
.
4 

デ
ー
タ
の
分
析
 

5
.
4.
1 

デ
ー
タ
の
分
析
（
8
.4
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適

切
性
及
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
，
ま
た

，
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
の

継
続

的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価
す
る
た
め
に
「
デ
ー

タ
分
析
要
項
」
を
定
め

，
適
切
な
デ
ー
タ
を
明
確

に
し
，
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
，
分
析
す
る
。

こ
の
中
に
は
，
監
視
及
び
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら

れ
た

デ
ー

タ
並

び
に

そ
れ

以
外

の
該

当
す

る
情

報
源
か
ら
の
デ
－
タ
を
含
め
る
。
 

 

 8
.
4 

デ
ー
タ
の
分
析
 

(
1
)
 

組
織

は
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ

ム
の

適
切
性
及
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
，
ま
た
，

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

の
継

続
的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価
す
る
た
め
に
「
デ

ー
タ
分
析
要
項
」
を
定
め

，
適
切
な
デ
ー
タ
を
明

確
に
し
，
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
，
分
析
す

る
。
こ
の
中
に
は

，
監
視
及
び
測
定
の
結
果
か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
並

び
に

そ
れ

以
外

の
該

当
す

る
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
る
。
 

 

      

(
2
)
デ

ー
タ

の
分

析
に

よ
っ

て
，

次
の

事
項

に
関

連

す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
項
の
デ
ー
タ

の
分
析
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
2
) 
発
電
所
長
及
び
発
電
部
門
管
理
責
任
者
は
，
次

の
各
号
に
掲
げ
る
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
，
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
・
イ
ン
プ
ッ
ト
情
報
に
含
め

る
。
 

(
2
)
 

デ
ー

タ
の

分
析

に
よ

っ
て

，
次

の
事

項
に

関

連
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ａ
）
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け

と
め
方

(8
.2
.1

参
照
) 

一
 
 
 

第
四
十

七
条
第

二
項

の
規
定

に
よ
る
方

法
に

よ
り

収
集

す
る

発
電

用
原

子
炉

施
設

の

 
(
a
) 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
関

す
る

外
部

の
受

け
止
め
方
 

a
)
 

原
子

力
安

全
の

達
成

に
関

す
る

外
部

の
受

け
と
め
方

 (
8.
2.
1 
参
照

) 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

48



(4
4/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

外
部
の
者
か
ら
の
意
見
 

ｂ
）
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合

(8
.2
.3

及
び

8
.2
.4

参
照

) 

二
  
 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性

  

含
む

。）
 

 
(
b
) 
業
務
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
 

b
) 

業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ

の
適
合

 (
8.
2.
3
及
び

8.
2.
4 
参
照
)
  

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｃ
）
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
，
プ

ロ
セ
ス
及
び
原
子
力
施
設
の
，
特
性
及
び
傾
向

(
8
.2
.3

及
び

8
.2
.4

参
照
) 

三
 
 
 

プ
ロ
セ

ス
、
発

電
用

原
子
炉

施
設
の
特

性
及
び
傾
向
（
予
防
処
置
を
行
う
端
緒
と
な
る

も
の
を
含
む

。）
 

 
(
c
) 
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
，
プ

ロ
セ
ス
及
び
原
子
力
施
設
の
特
性
及
び
傾
向
 

c
) 

予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
，
プ

ロ
セ
ス
及
び
原
子
炉
施
設
の
，
特
性
及
び
傾
向
 

(
8
.2
.3

及
び

8
.2
.4
 参

照
)
  

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ｄ
）
供
給
者
の
能
力

(7
.4

参
照
) 

四
  
 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
供
給
能
力
 

 
(
d
) 
供
給
者
の
能
力
 

d
) 

供
給
者
の
能
力

 (
7.
4 
参
照

) 
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

注
記

 
デ

ー
タ

の
分

析
に

は
，

中
長

期
的

な
視

点

（
10

年
程

度
の

間
隔

）
に

立
脚

し
て

行
わ

れ
る

「
原

子
炉

施
設

の
定
期

的
な

評
価

(
P
SR
)
」

も
含

ま
れ
る
。
 

 
 

 
 

 

8
.
5 
改
善
 

8
.
5.
1 
継
続
的
改
善
 

組
織
は
，
品
質
方
針
，
品
質
目
標
，
監
査
結
果
，

デ
ー
タ
の
分
析
，
是
正
処
置
，
予
防
処
置
及
び
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
を

継
続

的
に

改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
改
善
）

  

第
五
十
三
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
そ
の

品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
内
部
監
査
の
結
果
、
デ

ー
タ
の
分
析
、
是
正
処
置

、
予
防
処
置
及
び
経
営

責
任
者
照
査
の
活
用
を
通
じ
て
、
品
質
管
理
監
督

シ
ス

テ
ム

の
妥

当
性

及
び

実
効

性
を

維
持

す
る

た
め

に
変

更
が

必
要

な
事

項
を

全
て

明
ら

か
に

す
る
と
と
も
に
、
当
該
変
更
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

  

第
５
３
条
（
改
善
）
 

１
 
規

則
第

５
３

条
に

規
定

す
る

「
実

効
性

を
維

持

す
る
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
」
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

5
.
5 

改
善
 

5
.
5.
1 

継
続
的
改
善
（
8
.5
.1
）
 

(
1
) 
組
織
は
，
品
質
方
針
，
品
質
目
標
，
内
部
監
査

，

デ
－
タ
の
分
析
，
是
正
処
置

，
予
防
処
置
及
び
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
を

継
続

的
に

改
善

す
る
。
 

8
.
5 

改
善
 

8
.
5.
1 

継
続
的
改
善
 

組
織
は
，
品
質
方
針

，
品
質
目
標
，
監
査
結
果
，
デ

ー
タ
の
分
析
，
是
正
処
置

，
予
防
処
置
及
び
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

を
継

続
的

に
改

善
す

る
。
 

 

  ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

8
.
5.
2 
是
正
処
置
 

  (
1
)組

織
は
，
再
発
防
止
の
た
め
，
不
適
合
の
原
因
を

除
去
す
る
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
是
正
処
置
）

  

第
五
十
四
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
見

さ
れ
た
不
適
合
に
よ
る
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な

是
正
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
に
つ
い
て
は
、
発
生
し
た
根
本
的
な
原
因
を

究
明
す
る
た
め
に
行
う
分
析
（
以
下
「
根
本
原
因

分
析
」
と
い
う
。）

を
、
手
順
を
確
立
し
た
上
で

、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

第
５
４
条
（
是
正
処
置
）
 

１
 
規

則
第

５
４

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

原
子

力

の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

」
と
は
、
「
原
子

力
の

安
全

の
確

保
に

与
え

る
重

要
性

に
応

じ
て

不
適
合
を
分
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
重
要
度
の
高

い
も
の
」
を
い
う
。
 

 

5
.
5.
2 

是
正
処
置
（
8
.5
.2
）
 

  (
1
) 

組
織

は
，

次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

（
JE
AC
41
11

附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る

要
求
事
項
」
を
含
む
。）

を
「
不
適
合
管
理
要
項

」

に
定
め
，
再
発
防
止
の
た
め

，
検
出
さ
れ
た
不
適

合
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
実
施
す
る
。
 

8
.
5.
2 

是
正
処
置
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
定

め
，
実
施
す
る
。
 

(
1
) 

組
織
は
，
再
発
防
止
の
た
め
，
不
適
合
の
原
因

を
除
去
す
る
処
置
を
と
る
。
 

 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
2
)
是

正
処

置
は

，
検

出
さ

れ
た

不
適

合
の

も
つ

影

響
に
応
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

(
2
) 
是
正
処
置
は
，
検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ

原
子
力
安
全
へ
の
影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す

る
。
 

(
2
)
 

是
正

処
置

は
，

検
出

さ
れ

た
不

適
合
の

も
つ

影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

(
3
)次

の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項

」
を
含
む

。）
を
規

定
す
る
た
め
に

，“
文
書
化
さ
れ
た
手
順
”
を
確
立

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要

求
事

項
を

規
定

し
た

是
正

処
置

手
順

書
を

作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

 

 
再

掲
(
1
)
 組

織
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
JE
AC
41
11
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す

る
要
求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
「
不
適
合
管
理

要
項
」
に
定
め
，
再
発
防
止
の
た
め
，
検
出
さ

れ
た
不
適
合
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
実
施

す
る
。
 

(
3
)
 

次
の

事
項

に
関

す
る

要
求

事
項
（

Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｃ

４
１
１
１
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要

求
事
項
」
を
含
む

。）
を
規
定
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

49



(4
5/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

ａ
）
不
適
合
の
内
容
確
認
 

一
  
 
不
適
合
の
照
査

  
 

(
a
) 
不
適
合
の
内
容
確
認
 

a
) 

不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー
 

・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

ｂ
）
不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

二
  
 
不
適
合
の
原
因
の
明
確
化

  

 

 
(
b
) 
不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

b
) 

不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

 

ｃ
）
不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の

処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

三
 
 
 

不
適
合

が
再
発

し
な

い
こ
と

を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
の
必
要
性
の
評
価

  

 
(
c
) 
不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め

の
処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

c
)
 

不
適

合
の

再
発

防
止

を
確

実
に

す
る

た
め

の
処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

 

ｄ
）
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

四
 
 
 

所
要
の

是
正
処

置
（

文
書
の

更
新
を
含

む
。）

の
明
確
化
及
び
実
施
  

 
(
d
) 
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

d
) 

必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

・
文

書
の

更
新

を
伴

わ
な

い
是

正
処

置
も

あ
る

と
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

回
答

を
得

て
い

る
た

め
，

JE
A
C

ベ
ー
ス
の
記
載
と
し
た
。
 

ｅ
）
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
(4
.
2.
4
参
照
) 

五
 
 
 

是
正
処

置
に
関

し
調

査
を
行

っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基

づ
き
講
じ
た
是
正
処
置
の
結
果
の
記
録

  

 
(
e
) 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
 

e
)
 
と

っ
た

処
置

の
結

果
の
記

録
 
(4
.2
.4
 
参

照
) 
 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

 

ｆ
）
と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

六
 
 
 

講
じ
た

是
正
処

置
及

び
そ
の

実
効
性
に

つ
い
て
の
照
査
 

２
 
規

則
第

５
４

条
第

２
項

第
６

号
に

規
定

す
る

「
実
効
性
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
有
効
性
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
 

(
f
) 
と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

f
) 

と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

 

注
記
 

f)
に
お
け
る
“
と
っ
た
是
正
処
置
”
と
は
，

a
)～

e)
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 

8
.
5.
3 
予
防
処
置
 

(
1
)
組

織
は

，
起

こ
り

得
る

不
適

合
が

発
生

す
る

こ

と
を
防
止
す
る
た
め
に
，
保
安
活
動
の
実
施
に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

知
見

及
び

他
の

施
設

か
ら

得
ら

れ
た
知
見
の
活
用
を
含
め
，
そ
の
原
因
を
除
去
す

る
処
置
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
予
防
処
置
）

  

第
五
十
五
条

  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
起
こ

り
得
る
問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
予
防
処

置
を
明
確
に
し
て
、
こ
れ
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
自
ら
の
発
電
用
原

子
炉

施
設

に
お

け
る

保
安

活
動

の
実

施
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
知

見
の

み
な

ら
ず

他
の

施
設

か
ら

得
ら

れ
た

知
見

を
適

切
に

反
映

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。

  

第
５
５
条
（
予
防
処
置
）
 

１
 
規

則
第

５
５

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

保
安

活

動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
」
と
は
、
例

え
ば
、
「
不
適
合
管
理
及
び
是
正
処
置
に
関
す
る

活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
の
他
、
良
好
事
例

か
ら
得
ら
れ
た
知
見
」
を
い
う
。
 

２
 
規

則
第

５
５

条
第

１
項

に
規

定
す

る
「

他
の

施

設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
他

の
原

子
力

施
設

を
含

め
た

他
の

施
設

で
発

生
し

た
不

適
合

に
関

す
る

情
報

の
分

析
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
知

見
や

他
の

組
織

と
の

共
有

に
よ

っ
て

得
た
情
報
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
」
を
い
う
。
 

5
.
5.
3 

予
防
処
置
（
8
.5
.3
）
 

  (
1
) 
組
織
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
JE
AC
41
11
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す

る
要
求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
「
不
適
合
管
理

要
項
」
に
定
め
，
保
安
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
知
見
か
ら
，
将
来
起
こ
り
得
る
不
適
合
を
予

測
し
，
そ
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
，
予
防
処

置
を
実
施
す
る
。
 

(
2
) 
発
電
管
理
室
長
及
び
発
電
所
長
は
，
国
内
外

の
原
子
力
発
電
所
を
含
め
た
他
の
施
設
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
協
議
会
で
取
り

扱
う
技
術
情
報
及
び
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を

含
む
。
）
か
ら
，
将
来
，
自
己
の
発
電
所
に
お

い
て
起
こ
り
得
る
不
適
合
を
予
測
し
，
そ
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
，
予
防
処
置
を
実
施
す

る
。
 

8
.
5.
3 

予
防
処
置
 

組
織
は
，
次
の
事
項
を
「
不
適
合
管
理
要
項
」
に
定

め
，
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 

組
織

は
，

起
こ

り
得

る
不

適
合

が
発

生
す

る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
，
保
安
活
動
の
実
施
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
（
良
好
事
例
を
含
む
。
）

及
び
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
事

業
者

協
議

会
で

取
り

扱
う

技
術

情
報

及
び

ニ
ュ

ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
の
活
用
を
含
め
，

そ
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活

用
に
は
，
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

知
見

を
他

の
原

子
炉

設
置

者
と

共
有

す
る

こ
と

も
含
む
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

  ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

   ・
工
認
審
査
基
準
の
反
映
 

  

(
2
)
予

防
処

置
は

，
起

こ
り

得
る

問
題

の
影

響
に

応

じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
  
 
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要

求
事
項
（
根
本
原
因
分
析
に
係
る
要
求
事
項
を
含

 
(
3
) 
予
防
処
置
は
，
将
来
起
こ
り
得
る
不
適
合
の
も

つ
原

子
力

安
全

へ
の

影
響

に
応

じ
た

も
の

と
す

(
2
)
 

予
防

処
置

は
，
起

こ
り

得
る

問
題
の

影
響

に

応
じ
た
も
の
と
す
る
。
 

・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
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(4
6/

46
) 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
 

品
質
保
証
規
程

J
EA
C4
11
1-
20
09
 

工
認
審
査
基
準
 

H
2
5.
6.
28

公
示
版
 

工
認
審
査
基
準
の
解
釈
 

H
2
5.
6.
19

規
制
委
員
会
付
議
版
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
3.
10
.1
3
前
回
届
出
版
※

1＞
 

東
海
第
二
発
電
所
 
品
質
保
証
計
画
 

＜
H2
9.
11
.2
4
補
正
版
＞
 

備
考
 

 (
3
)次

の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項

」
を
含
む
。
）
を

規
定
す
る
た
め
に

，
“
文
書
化
さ
れ
た
手
順

”
を

確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

む
。
）
を
定
め
た
予
防
処
置
手
順
書
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

る
。
 

再
掲
(
1
)
 組

織
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
JE
AC
41
11
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す

る
要
求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
「
不
適
合
管
理

要
項
」
に
定
め
，
保
安
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
知
見
か
ら
，
将
来
起
こ
り
得
る
不
適
合
を
予

測
し
，
そ
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
，
予
防
処

置
を
実
施
す
る
。
 

 (
3
)
 

次
の

事
項

に
関

す
る

要
求

事
項
（

Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｃ

４
１
１
１
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要

求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

 ・
保

安
規

定
と

の
整

合
を

図
り

記
載

の
適
正
化
 

ａ
）
起
こ
り
得
る
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
の
特
定
 

一
 
 
 

起
こ
り

得
る
不

適
合

及
び
そ

の
原
因
の

明
確
化

  

 
(
a
) 
起
こ
り
得
る
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
の
特

定
 

a
)
 

起
こ

り
得

る
不

適
合

及
び

そ
の

原
因

の
特

定
 

 

ｂ
）
不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の

必
要
性
の
評
価
 

二
  
 
予
防
処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

 
(
b
) 
不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置

の
必
要
性
の
評
価
 

b
)
 

不
適

合
の

発
生

を
予

防
す

る
た

め
の

処
置

の
必
要
性
の
評
価
 

 

ｃ
）
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

三
  
 
所
要
の
予
防
処
置
の
明
確
化
及
び
実
施

  
 

(
c
) 
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

c
) 

必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

 

ｄ
）
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
(4
.
2.
4
参
照
) 

四
 
 
 

予
防
処

置
に
関

し
調

査
を
行

っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基

づ
き
講
じ
た
予
防
処
置
の
結
果
の
記
録
 

 
(
d
) 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
 

d
)
 
と

っ
た

処
置

の
結

果
の
記

録
 
(4
.2
.4
 
参

照
) 
 

 

・
保
安
規
定
と
の
整
合
を
図
り
追
加
 

ｅ
）
と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

五
 
 
 

講
じ
た

予
防
処

置
及

び
そ
の

実
効
性
に

つ
い
て
の
照
査
 

３
 
規

則
第

５
５

条
第

２
項

第
５

号
に

規
定

す
る

「
実
効
性
」
と
は

、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｑ

９
０
０
１
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
有
効
性
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
 

(
e
) 
と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

e
) 

と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

 

注
記
１
 

(1
)に

お
け
る
“
活
用
”
に
は
，
保
安
活
動

の
実

施
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
知

見
を

他
の

組
織

と
共
有
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
 

注
記
２
 

e)
に
お
け
る
“
と
っ
た
予
防
処
置
”
と
は

，

a
)～

d)
の
こ
と
で
あ
る
。
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4. 「保安規定品質保証計画」及び「工事計画認可申請の品質保証計画」 
の記載のうち原子炉施設の考え方について 

 
「保安規定品質保証計画」及び「工事計画認可申請の品質保証計画」に記載がある「原

子力施設」の記載を「原子炉施設」に見直しを行う。理由は以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

原子力施設と原子炉施設の関係について 

現在の記載（原子力施設）の考え方 
実用炉規則第92条第1項第3号にて要求される発電用原子炉施設の品質保証に関する

要求事項を満たすため，JEAC4111 に記載を合わせ「原子力施設」とした。 
この際，保安規定及び工認対象施設の対象範囲より，各品質保証計画の対象範囲が

広がることとなるが，各品質保証計画は当社の品質マネジメントシステムを現し，そ
の対象範囲に原子炉施設を包含しているため問題はないと判断している。 

変更後の記載（原子炉施設）の考え方 
保安規定と設計及び工事に係る品質保証計画の対象を明確にするために，実用炉規

則の対象となる発電用原子炉施設を指す「原子炉施設」とする。 

原子力施設（JEAC4111－2009 より） 

原子力発電所，核燃料加工施設，再処理施設，廃棄物埋設施

設，廃棄物管理施設等を構成する構築物，系統及び機器の総称 核燃料加工施設，再処理施設， 

廃棄物埋設施設，廃棄物管理施設

○当社は発電用原子炉設置者であり，JEAC4111 で定義する「原子力施設」
のうち，「原子力発電所を構成する構築物，系統及び機器の総称」が当
社の品質マネジメントシステム上における「原子力施設」となる。 

○この「原子力施設」は，JEAC4209 でいう「原子力発電施設」と同一となる。

原子力発電施設（JEAC4209－2007 より） 
原子力発電所等を構成する構築物，系統 

及び機器の総称 

・ 原子炉本体            ・ 原子炉格納容器 

・ 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 ・ 補助ボイラー 
・ 原子炉冷却系統施設        ・ 遮断器 
・ 計測制御系統施設         ・ 変圧器 

・ 放射性廃棄物の廃棄施設      ・ 発電機 
・ 放射線管理施設          ・ 非常用電源設備 など 

・ 造水設備 
・ 排水処理設備 
・ 事務所 

・ 公害防止設備などの他法令
に基づく施設        など

原子炉施設 
原子炉等規制法の規制対象となる発電用原子炉施設を指
し，保安規定及び工事計画認可申請の対象範囲となる 

JEAC4111 に基づく品質マネ
ジメントシステムでは，
「7.1 業務の計画」又は

「6.3 原子炉施設及びインフ
ラストラクチャー」にて管理

○原子炉施設の管理については「7.1 業務の計画」にて管理を行う。 
○原子炉施設以外の原子力施設については，「7.1 業務の計画」にて管理，若し

くは「6.3 原子炉施設及びインフラストラクチャー」にて利用できるように維
持する。 
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